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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　新しん宿じゆく──。

　一日で三百六十四万人もの乗降客を集散させる新宿駅をその心しん臓ぞう部ぶに持つ世界有数の都市だ。

　あらゆる人間たちの欲望が凝こり固かたまったこの街は、武む蔵さし野の台地東端の西寄りに位置している。

　その中でも歌か舞ぶ伎き町ちようと呼ばれる一丁目と二丁目は旧行政区分の淀よど橋ばし区くと四よつ谷や区くの一部にあたり、ありとあらゆるアウトローたちが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする魔ま都とで知られていた。

　無数の葉脈のように広がる繁はん華か街がいの一角に居を構えるスナック『タランティーノ』の付近は稼ぎどきの時間であるにもかかわらず、ひどく閑かん散さんとしていた。

　ジジジと音を立て切れかけた電球が明滅する古臭い電飾看板の前で、ひとりの男が闇やみに溶け込むようにして佇ちよ立りつしていた。

　男の背は日本人にしては高かった。百九十近い。近くで見れば目を見張るほど立派な体格をしていた。艶つやのある海外ブランドのダークスーツを着込んでいる。豪ごう奢しやなカフスが目立つ袖口からは異様に太い手首が覗のぞいていた。その手首には金色の装飾品がジャラジャラと絡みついており、指先に多数嵌はめられたリングが男をその筋の人間であると主張していた。

　髪はスポーツ選手並みに短く刈り上げられている。

　これは格闘になったときを想定して容易に摑つかまれないことを前提としていた。

　日本人離れした彫りの深い顔立ちはポリネシア系を思わせる。

　決して美男ではないがある種の迫力があった。

　一度見れば忘れることができない独特の魅力を持つ男の名は黒くろ瀬せ龍りゆうといった。

　年齢は三十五。

　新宿四し鷹よう会かい若わか頭がしら補ほ佐さを務める武闘派ヤクザだ。

　嫌けん煙えんブームなど知らぬというように濛もう々もうと紫し煙えんを立ち昇らせている。

　相当なヘビースモーカーであるが、ゴツく凄すごみのあるその佇たたずまいにはひどく似合っていた。

　黒瀬はすでに二時間近くその場に立っていた。












　手にした空からのパッケージをくしゃりと握り潰つぶすと無造作に放り投げる。

　同時に路地裏の陰からまだ二十そこそこの青白い顔をした青年がゆっくりと姿を現した。

「よう桑くわ原ばら。おまえのせいで、また禁煙失敗しちまったじゃねェか」

　低い渋みのあるテノールで黒瀬がなんということもないように語りかける。青年はびくりと震えると錆さびついたブリキ人形のような動きで顔を上げた。

「兄貴……」

　ジーンズに柄シャツといういかにもなチンピラ風の格好をした桑原は四鷹会の三下で主に黒瀬の使い走りをしていた男だ。黒瀬が咥くわえていたタバコをプッと吐き出すと怯おびえたような瞳ひとみであとずさった。

「組へ連絡もせずにどこへ行ってやがったんだ、おい」

　黒瀬の声に怒りはない。淡々と事実だけを告げていた。対して桑原の表情は幽ゆう鬼きのように青白い。それは自じ儘ままな離業を咎とがめられたことへの恐怖ではなく、別のものに対しての怯えを表していた。それが証拠に、桑原は兄貴分の黒瀬よりも今しがた歩いて来た路地裏の闇を幾度も振り返っている。

「なぁ桑原。ウチでの流儀、知らなかったじゃすまされんぜ。クスリはご法はつ度とだ。特にオヤジは若ぇ頃シャブ中の屑くずに煮え湯を飲まされてからそいつを蛇だ蝎かつのごとく嫌っていなさる。オレもおまえのせいでこの歳としになって大目玉だ。時代じゃねぇが、指の二、三本は覚悟しろよ。おい、聞いてんのか」

「ちが……兄貴、おれ、クスリなんてやるつもりなかったんだ」

「テメェ、いまさらいいわけかよ。男がみっともねぇぜ」

　ジャリ、と小石を踏ふんで黒瀬の右足が出ると桑原は上ずった声で囀さえずり出だした。

「ききき、聞いてください。クラブで……知り合った変な女が……おれは断ったんだ……ウチの組じゃそういったもんは許されねぇって……でも……そうしたらあの女の姿が……まるでバケモノみたいにでっかくなって……おれは抵抗したんだ……でも無理やり……飲まされて……気づいたら、こここ、ここ、こんな……ス……ガ……タ……に！」

「おい、桑原」

　黒瀬が呼びかけると桑原は途端にその場に両りよう膝ひざを突いて奇妙な吠ほえ声ごえを上げた。

　次の瞬間、黒瀬が念のために伏せておいた組の若い衆が三人ほどバラバラと陰から飛び出した。

　男たちは猛もう牛ぎゆうもかくやという勢いで桑原を押え込みにかかる。

「テメェ、キマってやがんのか！」

「兄貴に恥かかせやがって！」

「ざけんじゃねえぞ、コラッ！」

　確保のため連れて来た男たちは黒瀬の子飼いである。

　組の盃さかずきを貰もらう前はそれぞれ族の頭あたまを張っていたものたちばかりだ。

　少なくともひとりで常に五人はイわせることができると息巻いており、黒瀬自身も彼らの戦闘力はそれなりに買っていた。

　が、現実は予想をことごとく裏切った。

　桑原は両膝を突いた状態で三人の凄腕に押さえつけられたが、それをものともせず次の瞬間あっさりと全員を撥はね退のけた。

　男たちは猫に払い退けられたネズミのように見事なまでに虚こ空くうを舞った。桑原はどちらかといえば痩やせ型で非力なタイプである。火事場のなんとやらが発揮されたと考えても不自然すぎるほどの超人的なパワーだった。

　黒瀬は軽くいなされて壁に激突し転がった舎しや弟ていたちをかばうように立つと、目の前で起こっている光景に絶句した。

　変異──。

　そうとしかいいようのない肉体変化が桑原に起こっていた。

「あ、あああ、あ、あにき、にき、にき……くりすたる……とりがー……だめだ……あのくすりを……とめて……」

「クリスタル・トリガー？」

　──そういえば聞いたことがある。

　桑原が失しつ踪そうする一週間前から新宿でやけに噂うわさの流れていたクスリの話を黒瀬は思い出し、額に浮き出た汗を手のひらで拭ぬぐった。

　桑原の全身が突如としてひと回りもふた回りも膨張し、まるで弾はじける寸前の風船同然の大きさに変異したのだ。

　なまっちろかった男の身体からだはすでに三メートルに達している。衣服はすべて破れて飛び散り、四し肢しからは鋭するどい無数の突起がぬらぬらとした青い光を放っていた。

　──あの鋭い突起で貫かれたのだろう。

　黒瀬の舎弟たちはゴブゴブと喉のどから血泡を吐き出しながら白目を剝むいていた。

　マズい、と黒瀬の胸中に焦あせりが生まれる。人間は怪け我がの程度よりも強烈な痛みによって心臓が止まることが多々あるのだ。

　若いころから修しゆ羅ら場ばをくぐっていた黒瀬は目の前の現実感の伴わない光景よりも、まず最初に舎弟たちの心配をした。

「いいぜ、桑原。テメェが人間やめちまったってんなら、カタは兄貴分のオレがつけてやろう」

　黒瀬は異形の怪物を目にしながらもまったく怯ひるむことなくファイティングポーズを取った。

　桑原だったそれは、変わり果てた自分の身体を嘆なげくような音を喉からほとばしらせ、弾丸のように黒瀬へと突進をはじめた。




「ここってホントに新宿なのかよ」

「兄さん、気をつけてくれ。なんかヤバい気配がプンプンだぜ」

「気配というか、ただ埃ほこりっぽいだけじゃね？」

　上かず総さは肩に外げ道どう丸まるを載のせたまま人ひと気けのない廃はい屋おくと化した住居をゆっくりと見回した。

　新宿であるといえど繁華街から離れればそれなりに静かである。

（そういえばちっとも、まるっきり、これっぱかしも人の気配を感じないな）

　先ほど横切った通りには昼間と変わらぬほどの人が歩いていた。

　となれば、誰もが本能的にこの場所で起きている怪異に気づいて自然と足が遠のいたのであろう。

　上総はぐすっと鼻を鳴らすと埃っぽい空気に顔をしかめた。

「やっぱ兄さんマスクしたほうがいいんじゃ」

「てやんでぇ。江戸っ子が妖よう怪かい退たい治じにマスクなんぞできるか」

「別に兄さん江戸っ子じゃないよな」

「ちょっといってみたかったんだ……」

（だが、外道丸のいうとおりだ。ここは肺に悪すぎる）

　なんの変哲もない居住区は長らく人が住んでいないことを示すように埃とカビの臭気に満ちていた。呼吸をするだけで夕飯を戻しそうだ。それらが陰いん鬱うつな影を帯びて室内を彩っている。退たい廃はい的てきとしかいいようのない乱雑なあちこちの部屋はゴミ屋敷の名が相応ふさわしいものであった。

　おまけに部屋という部屋には外から板が打ちつけてあった。意地でも外界からカケラほどの明かりも入れさせないぜ、という強烈な気を放っている。基本的に上総の持っているハンドライト以外に光源はない。

　上総は現在、人手不足である紅くれないを手伝って、委託された退たい魔ま士しの仕事を請け負っていた。ライトの魔術を使えばこのような不自由に耐える必要性もないのだろうが、昼間のように煌こう々こうと明るくすると対象がつむじを曲げて出てこなくなる可能性もある。

「しっかしマジできったねーな。兄さん、尖とがったもんとか踏まないように気をつけてくれよな。安い革かわ靴ぐつじゃ危ないかんな。それに臭いし汚いし。ここ、腐ふ海かいだよ腐海。オレ、こんなごみ溜だめの中にダイブすんのはヤダ」

　管くだ狐ぎつねと呼ばれる使い魔の一種である外道丸はぴょんぴょんと飛び跳ねながらしっぽをくいっと曲げてひたすら注意を促していた。外道丸は繊せん細さいな感性の持ち主だった。

「俺だってやだよ。またスーツをクリーニングに出さなきゃなんないし」

　あたりには食べ残しのものが腐ふ乱らんしたまま放置され、コバエがうるさいくらいに飛び回っている。

　部屋の中だというのに数えきれないほどの靴が散乱し異様な光景の一部を担っていた。他にも用途不明の箱が山のように折り重なっている。また、部屋の四隅には汚れた衣服が地層のように積み重なって、比較的綺き麗れい好ずきな上総は目を覆いたい気分で一杯だった。

「兄さん、今のお気持ちをひとことどうぞ」

「仕事じゃなきゃナパーム弾撃ち込んでまとめて焼き払ってやりたいよ」

　憤ふん懣まんやるかたなく上総がコンビニ袋を蹴けり上あげてゴミの森で獣道を作っていると、頭上でなにか大きなものが這はいずっているような音が聞こえた。肩に載った外道丸が素早く上総の上着の中に入り込んで悲鳴を上げた。

「いるっ。兄さん、この上になんかいるっ」

「うん、わかってる。とにかくそいつを片づけないと──」

　探索専門の使い魔として育てられた外道丸には基本的に戦闘能力が備わっていない。上総はジャケットの上から落ち着かせるようにポンポンとやさしく外道丸を撫なでた。

「天井の角の右隅」

「おし」

　その代わりといってはなんだが外道丸には呪じゆ術じゆつ的てきな迷い道の正誤を判定する力や危難を察知して先んじて告げる抜群の能力が備わっていた。

　上総はポケットから刃渡り十五センチほどのナイフを取り出すと息を詰めて頭上を見やった。

「兄さん、そーんな装備で大丈夫なのかよ。あれは？　いつもの聖せい剣けんはどうしたのよ」

「電車であれほどの長物は運べないだろ。許可取る時間もなかったしな」

　単純に準備不足ということもあるが、基本的に世界は法に則のつとって運営されている。なんでもありの異世界とは勝手が違うのだ。

　緊迫感のないやり取りをしていると異常な現象が現実を侵食して来た。

　ごおり、ごおり。

　と天井から巨大な岩を転がすような奇怪な音が鳴り響く。

　無論のこと普通の住宅である平屋にそれだけ大きなものが入るスペースは考えにくい。

　つまりはこの世ならざるもの。

　すなわち怪異がこの家に生じている証拠であった。

　ほとんど前触れなくそれは上総の目の前に出現した。

　天井の一部が黒くうず巻くとうぞうぞと奇怪な塊かたまりが黒こく雲うんのように湧わき出でて怪異の形を成した。

「兄さん、コイツは『天井下がり』だぜ！」

　外道丸がぴょこりと顔を突き出し現れた妖怪の名を叫んだ。

　突とつ如じよとして天井から落下してきた妖怪は裸身であった。

　どこまでも醜みにくく、毛むくじゃらな妖怪は長い髪を振り乱しながら顔面に奇妙な笑みを張りつかせていた。

　対する上総は平静だった。目の前に落ちて来た巨大な肉の塊に眉ひとつ動かさないまま手元のナイフを突き出す。

　途端に天井下がりの表情が硬く強こわ張ばった。上総の手にしたナイフは別段変わったところのない安物であるがその刃には心気を合一させて煉ねり合わせた強力な魔力が表面を覆おおっている。強力なバフを受けた勇者の武器はそれだけで強力な魔物を切り裂く大おお業わざ物ものに変化するのだ。

「まあ、一時間も待っててアレだが。とっとと退場してもらおうか。時間もないしな」

　天井下がりの五体から縄のように黒い体毛がしゅるしゅると伸びて来る。

　妖怪は己が縄を以もつて上総を扼やくそうと迫ったのだ。

　上総は迷うことなくナイフを右に左に動かしてたちまち天井下がりの体毛を断った。

　吹き飛んだ黒い毛はあちこちにすっ飛んで青白い炎を上げて消えてゆく。

　勇者上総の本領発揮だ。

「やっりい！」

　外道丸が調子づいて前脚を上げガッツポーズを取る。

　同時に上総はトドメを刺さんとばかりに前へ踏み込んだ。

　当然の結果として天井下がりは回避の行動を取ろうとするが上総はそれを許さなかった。

　常人とは隔かく絶ぜつした追い脚で踏み込むと手にした小振りのナイフをサッと水平に払う。

　ずっ

　と、肉を断つ鈍い音が鳴って天井下がりの顔面が裂けた。

　ぎしゃるるるる

　この世のものとは思えない呻うめき声ごえを放ちつつ天井下がりが悶もだえる。

　そして大きな顔を切り裂かれた天上下がりは断末魔の絶叫を上げながら白い靄もやとなって瞬く間に四散した。

　ほぼ同時に上総は後方へと大きく跳んだ。落下地点を選んでいる暇はない。歴戦の勇士として天井下がりが発する最後の白い霧きりに危険なものが含まれていると感じ取ったからだ。

　その予測が当たった証拠に白い霧が広がった地点に散乱していたゴミはめらめらと燃えながら耐え難い臭気と煙をあたりに拡散していた。

「うげえっ。兄さん、燃えてる、燃えてるうう！」

「火事になっちまう。外道丸、外の見分役にいって消火器を持ってこさせろ」

「う、うんっ」

　阿あ吽うんの呼吸で外道丸は上総の肩から飛び降りると、器用にゴミの山をさけ外へ出ていった。

　ほどなくして外道丸は陰おん陽みよう機き関かんの人間を引き連れ戻った。彼らは紅の部下というわけではないが、機関に属する退魔士に依頼を受ければこういった後処理をいついかなるときも請け負うスペシャリストでもある。

　上総は手早く消火器を受け取ると燃えだしたゴミに消火泡を吹きつけた。

「妖怪退治に成功してもボヤなんざ出した日には民事で訴えられちゃうからな」

　見分役の山やま岸ぎしという男が用心深くハンドライトであたりを照らしながら猜さい疑ぎ心しんを纏まとった瞳をぎょろぎょろ動かしていた。

「まさか。少なくともＡ級案件をたったひとりで……」

「山岸さん。その天井裏を調べてみてください。きっとなにかあるから」

　上総の威に打たれたかのように山岸はビクッと身体を震わせるとスマホを取り出して部署に連絡を行う。

　──しばらく経たって到着したほかの退魔機関の人間たちが天井裏を調べたところ、そこには幾人もの人骨が山となって積み重なっていた。

　天井裏に上がる気はなかった上総であったが、妙に引っかかるものを覚え山岸たちのあとを追うようにして上に移動する。

　機関の者たちが持つマグライトに映し出された人骨の山は、修しゆ羅ら場ばを潜り抜けてきた上総にとっても相当にキツいものであった。

（ん、なんだ──？）

　相当に荒れ果てた屋敷である。天井裏も下と変わりなく足の踏み場もないほどにゴミが散乱していた。上総は靴の爪先に当たったガラスの破片が妙に気になり、そっと屈んでそれを拾った。破片にはほんのわずかであるが、何かの液体が残っていた。妙にねばつくその液体は上総の注意をかすかに引いたが、そのちょっとした違和感は外道丸の帰ろうよコールによってたちまちに掻き消された。




「ふぅん。お手柄ね上総。調査の結果、あの屋根裏にあった遺骨は市内で多発していた失踪事件で消えた女子高生たちのものであると判明したわ」

　二時間後、上総は都内のファミレスで制服を着たままシェイクを飲む紅に案件処理報告を行っていた。

「そっか。そいつは気の毒にな」

「天井下がりは昔から屋根裏に溜まった陰の気が積もって招しよう喚かんされるといわれる異界の生物よ。ああ、当然失踪していた家の主人は指名手配されたわ。指紋や少女たちを監禁していた道具も多数発見されてる。上総が斃たおした妖怪も好すき好このんであの場所に出たわけじゃないし災難よね」

　紅はソファに深く身体を倒すとフーッと疲れたように息を吐き出した。

「ま、この先は司法の手に委ゆだねるべき問題であたしたちにできそうなことはないわね」

「……なんだかやけに疲れてるみたいだが」

「文化祭の実行委員に祭り上げられちゃったの。普段もちょくちょく授業を抜けてるし、さすがに面と向かって拒否できる状況じゃなかったわ。はぁ、災難よね」

　不ふ貞て腐くされたように紅はべたっとテーブルにうつぶせになると、さも大変そうにもう一度これ見よがしに溜め息を吐つく。彼女のしっとりとした長く美しい黒髪が浜に打ち上げられた海かい藻そうのように広がった。

「大丈夫か？」

「もう最悪よ。めんどくさいことこの上ないもの。文化祭なんてそもそもあたし興味ないのに」

「兄さん、兄さん、紅は兄さんに心配して欲しいんだよー。紅ってばほかに愚ぐ痴ち聞かせる相手もいないし、寂しいし友だちいないしスマホの登録兄さん姫さんメイドさんの三人だけだし甘えてるだけだってば。ほっとけほっとけ。とんだかまってちゃんでマジ、メンヘラ気質だよなー」

「お、おい」

「紅は兄さんにやさしくして欲しいんだよなぁ。とんだ甘えっ子だよ。こういう女ってマジ疲れるよな。兄さんも紅と知り合ったが運の尽き──」

　外道丸がぴょいっとテーブルに乗り移りフライドポテトを咥えてそう嘯うそぶくと、倒れ込んでいた紅の手が速すみやかにその喉へと巻きついた。

「ねぇ外道丸。あたしが疲れてるときに余計に疲れるような真ま似ねすんなっていっつもいってるでしょ。学習能力ないの？　馬鹿なの？　死ぬの？」

「ぐ、ぐるじぃ……」

「あー、はいはい。わかった、わかったから。だから紅、外道丸をンなにイジメんなって。動物愛護団体に訴えられるぞ」

「ふんだ。第一、コイツはあたしの所有物なのよ。焼いて食おうが煮て食おうがカリッと揚あげようが勝手でしょ」

　紅は顔にかかった髪をかき上げるとそっぽを向いて咥えたストローをぴこぴこ動かした。

「ま、ともかく、とりあえず仕事は完了したんだから、さ。今日は遅いしここいらでお開きってことにしようじゃないか。な？　紅もお疲れのようだし」

　上総は焦りながらもなんとか紅の機嫌を取ろうと努力する。が、明後日あさつての方向を向いたまま腕を組んでいた紅は余計に膨ふくれっ面つらになった。

「なによ。あたしがせっかく時間作ったってのに、追い払うみたいにさ」

「ん。今、なんかいったか」

「なーんでもない。あー、もうそういうわけであたしは帰ります。報ほう酬しゆうは口座に振り込んでおいたから、これからはたいした用もないのに呼び出さないでくれますぅ」

「あ、おい。ちょっと待った。どこ行くんだよ」

　紅は突然立ち上がると長い髪を振って足早に店を出てゆく。遅れて外道丸が店に残された上総を振り返りすまなさそうに追っていった。

「……なんだぁ？　そもそも店に来いっていったのはおまえのほうじゃないか」

　上総はぬるくなったコーヒーに口をつけながらスマホの画面ロックを解除してメールの履歴を確認した。

　ＬＩＮＥにはポップなアニメのスタンプが打たれたのち、確かに上総に対してファミレスまで来るよう書かれていた。

（んー。やっぱりあの年頃の娘がなに考えてんのかわからーん。いわゆるひとつのジェネレーションギャップってやつか）

「あのお客さま」

「え、あ、はい？」

　ふと顔を上げると店員が眉根を寄せて口をもごもごさせていた。

「その、当店は入店の際にも申し上げましたように、一応ペット禁止なので……フェレットですかね？　次回からはお連れさまにもそのようにお伝えしておいていただきたいのですが」

「うあ、すみません、すみません」

　どうやら傍はた目めには愛玩動物を連れて堂々と深夜に密会するカップルだと思われていたらしい。

（紅のやつ。外道丸はずっと筒の中に入れとけよ。はぁ、まさかこんな夜中にＪＫ連れ回してよからぬ悪さでもするんじゃないかと勘違いされたんじゃ。うあー、最悪だよ、マジで）

　だが年齢的には三十近い上総と制服姿のリアルＪＫ紅とでは歳の差があり過ぎてそう勘かん繰ぐられても仕方なかった。

　深くうつむくと支払いレシートを取って立ち上がる。

　同時にスマホからひよひよと小鳥が鳴くような着信音が聞こえた。視線を画面に落とす。そこには紅の送ったアニメスタンプが打たれていた。少女が大きく舌を出し「ばーか」といっている。上総は脱力すると足を引きずるようにしてレジに向かった。




　紅と別れて自宅アパートに向かう。

　秋あき葉は原ばらのダンジョンを攻略して日本の首都の安あん寧ねいを守った立役者の上総であったが経済状態はあまり変わっていなかった。

　発端はリリアーヌが引っかかったおれおれ詐さ欺ぎだ。

　秋葉原ダンジョン攻略後の話だ。

　上総は紅から請け負った退魔の仕事を着実にこなすことによって以前の営業職とは比べものにならないほどの大金を短期間で得ていたのだが、ある日それらをすべて失った。

「アンタね、金がないわけじゃないんだから固定電話くらい引いときなさいよ」

　これだけ携帯電話が普及してなにをいまさらと思わないでもなかったが、紅はＪＫにしては思考が古臭かった。

　おまけに仕事の発注先はお役所なので上総の自宅にも固定電話があったほうがなにかと都合がよかったのだ。上総のアパートに固定電話が引かれたのは間もなくだった。

　その後アパートに妙な勧誘電話がかかってくるようになる。

　さらに日中上総はアパートにはいない。

　そして悲劇は起きた。

　たまたまひとりで留守番をしていたリリアーヌは「家主の危機」という電話先の詐欺師に騙だまされ、自宅にあった現金をすべて駅前で待機していた自称上総の業務関係者に進呈することとなった。

　──よかったです。これでカズサさまは救われました。

　詐欺師に金を手渡した際、安あん堵どのあまりリリアーヌはそういったという。

　もちろん騙されたとわかったあとの彼女の落ちこみは見ていられないほどであった。

　リリアーヌは歴とした王族だ。そもそもが金品に困ることはそうそうない。そのリリアーヌが自分を責めるのは、奪われた金銭を上総がどのようにして稼いだかを誰よりもよく知っていたからだ。

「カズサさま。わたくし、この大罪一死を持って償わなければ……」

「姫さま、私もお供いたしますゆえ、勇者さま。姫さまの罪をなにとぞお許しくださいっ」

「いやいやいや、死ぬとかないから」

　ぼろぼろと大粒の涙をこぼすリリアーヌとクリスを止めるのに上総は多大な労力を費やさなければならなかった。

　人にん間げん万ばん事じ塞さい翁おうが馬うまである。楽あれば苦あり、苦あれば楽あり。

　上総の脳裏にはさまざまな故事成語が次々と浮かんだ。

「ま、終わったことは仕方ないんで」

　綺麗サッパリからっけつになった上総はむしろサバサバしていた。紅はことの発端が自分にもあるのでは、と責任を感じており、霧散した貯金の穴埋めを上総にさせるべく次から次へと退魔の仕事を取って来ては上総に振るようになり、少なくともここ最近は暇に悩むことはない社畜勇者として恥ずかしくない激務の日々を過ごしていた。

「はぁ、だが、ウォーターサーバーや謎過ぎるエナジードリンクを売りつける仕事よりかはマシなのか」

　少なくとも業務は都内限定であるし最低限日付が変わる前には必ず帰宅できているだけヨシとするべきか。疲労で重たくなった身体を引きずり歩いていると、不意に住宅街の一角からあらゆる気配が消えた。

　またか、と上総は胸のうちに溜まった澱おりを呼吸とともに吐き出した。視線の先。なんてことのない電柱の陰から虚こ無む僧そうの姿をした男たちがバラバラっと飛び出して来た。

　前方に三人、後方に五人。計八名。

　いずれも身のこなしからして一定以上の練度を積んだ刺客であった。

「なぁ。こういうのもうよしませんか。俺らが岩いわ手て組ぐみを出し抜いたのはまぐれだって」

　虚無僧たちは返事もせずにジリジリと間合いを詰めて来る。

　そうなのだ。

　秋葉原ダンジョン攻略以来、日本の陰陽業界にその名が喧けん伝でんされた、現在一時的に上総が所属している「白しら河かわ組ぐみ」は各地の退魔士から狙われる事態に陥っていた。

　どのような手を使っても紅と上総のどちらかに土をつければ、それが非合法であれ退魔士の名は鳴り響くのである。

「冗談じゃない。今は二十一世紀だよ。なんで時代劇チャンネルみたいな殺た陣てをくったくったの疲れ切った身体でやんなきゃなんないのさ。みなさん、アレですよ。俺をとっちめてもなーんの得にもなりませんからね。時間の無駄ですって。それよりまだ最終あるみたいですから駅まで走れば間に合いますよー」

　退魔士たちは一様に無言だった。目の前の上総を倒すことが至上の命題と思い込んでいるのか、こうして深夜になると突如として現れ襲いかかって来るのはもはや固定イベントになりつつあった。

　上総は革カバンを片手に、雨に濡ぬれた犬のようにして首を左右にぶるぶると振った。

　それから右手でもしゃもしゃと自分の頭髪を掻かいた。

　──とっとと帰って熱いシャワーを浴び飯食って寝たい。

　だが、虚無僧たちは錫しやく杖じようを構えつつ包囲の輪を縮めて来るのだ。とてもではないが話し合いで解決できそうにない。こういう輩やからは目立つ人間を蹴落とすことでわずかでも自分というものが少し高い場所に上ることができると信じているのだ。

「て、ちょっ！　いきなり問答無用ですか？」

　前の三人は無言のまま突っ込んで来た。

　錫杖は百七十センチ程度である。長物といえば槍やりや薙刀なぎなたを常に相手にしていた上総にとってみればやや中途半端な感が拭えない。

「まぁ。仕方ないなー」

　しゃらんと軽やかな音を鳴らしながら錫杖が迫る。

　先端は尖っていてまともに喰らえば大怪我どころではすまされないだろう。

　上総はわずかに腰を落とすと、素早く虚無僧たちの前を踊るように横切って左側の壁に跳んだ。

　とん、と爪先で壁を蹴る。

　次の瞬間、上総は三本の錫杖を持ったまま虚無僧たちの背後に立っていた。

「危ないなー。少なくとも初対面の人間に向けていいものじゃないぜ。コイツは」

　と上総が世間話をするようにいって手にした錫杖の束を地面に放った。

　それらは一瞬の間に再生不可能なほど念入りにブチ折られゴミと化していた。

　同時に虚無僧たちがかぶっていた深ふか編あみ笠がさ──天てん蓋がいと呼ばれる筒形のもの──に斜めの裂け目が入ってバサバサと落下した。男たちの素顔は一様に若く上総と同じ二十代であろうか。誰もが信じられないというように驚きよう愕がくの表情でその場に固まっていた。

「で、どうする？　まだやるかい」

　錫杖の先端にあった輪っかを上総が指先で回転させながら聞くと男たちは胸元から匕首あいくちを取り出し腰だめにして突っ込んで来る。

　上総は革カバンへわずかに魔力を込めて強化すると迎え撃った。

　ばんばんばん、とまとわりつく子供をあやすようにカバンで男たちを打った。ただのカバンと侮あなどるなかれ。強化されたカバンは至近距離の剣銃弾を弾くほどの硬度を持っており、そんなもので殴打されればたまったものではない。顔を、肩を、腕を打たれた男たちは悲鳴を上げながら吹っ飛ぶと痛みにもがき苦しみながら七しち転てん八ばつ倒とうした。

　おそらくは挟み撃ちを狙っていたと思われる後方に待機していた五人が、呆あつ気けにとられたように立ち尽くしていた。

「ま、まだだ。こっちのほうが数が多い──！　一斉に仕掛ければ」

　襲撃グループのリーダーだろうか。大柄な男が深編笠の下で叫ぶ。

「勘違いしてないか。おまえが頭なら、まずおまえから来いよ」

　上総の言葉に触発されたように巨漢がすっ飛んできた。

「ちえええっ！」

　だん、と大きく地面を踏み込んで飛び上がる。錫杖が真まっ直すぐ脳天目がけて振り下ろされた。

　が、あえて受ける。

　もの凄い衝撃音とともに巨漢の振りかぶった錫杖はバラバラになって四散した。

　上総は瞬間的に魔力を頭部に這わせてガードをしたのだ。

　虚無僧の手にしていた錫杖は柄えの半ばからぽきりと折れて転がっている。

　上総は無言で乱れた前髪を指先で払うと猫のような忍び足で前に出た。

「ば、バケモノが！」

「あのなー。俺だってちっとは痛いっての。まったく」

　虚無僧の怯え。上総は見逃さない。

　瞬間的に距離を詰める。

　唇から鋭く呼気を吐き出しながら掌しよう底ていを見舞った。

　ずん、と鈍い音がして巨漢が吹っ飛ぶ。

　二メートル近い男の体たい軀くは毬まりのように水平に飛んで後方の仲間を巻き込みながらも勢いを殺し切れずさらに十メートルは距離を稼いだ。

　上総は確かに巨漢のあばらを粉々に砕くだいた。手のひらにその感触が残っている。視線を向けると男たちにもはや戦意はなく我先に逃げようと立ち上がっている最中だった。

「ちょっと待った」

　逃げようとしていた男たちの動きが加速する。面おも白しろいように彼らの心理が見て取れた。

「おまえらのお仲間、ちゃんと回収していけよ。ご近所さんに迷惑だからな」




　狭苦しい自宅アパートの明かりが見えると上総はようやく安堵の溜め息を漏もらした。

　カツカツカツと錆びた手すりのある階段を勢いよく上ってたどり着くとドアノブに手をかける前にドアが開いた。

「お帰りなさいませ勇者さまっ」

「ただいまクリス」

「もうもうもう。待ちくたびれちゃいましたよう。もうもうもう」

　メイドの姿のクリスは独特のリズムを取ってそういうとパタンと扉を閉めた上総へと飛びついて来た。

「ちょ、クリス？」

　上総は抱き着いて来たクリスの好きにさせながら手にしていた革カバンをそっと上あがり框かまちに置いた。クリスは上総に抱き着きながら胸板に顔を埋うずめふんふんと鼻を鳴らしている。帰りを待ちわびた犬コロのように、よろこびを身体全体で表していた。

（む、胸が……）

　ボリューミーなクリスの胸の感触が伝わって来て上総は頰がゆるむのを止められない。なんともいえないフレグランスの香りがクリスの身体から立ち昇る。上総の帰宅に合わせて身体を洗い清めていたのであろう。

（ヤバい。メチャうれし過ぎる。さっき襲われたときはアキバ救ったのちょっと後悔しかけたけど、これはなんていうか、たまらん）

「ぎゅーっです」

「え、ええと。これはなんなのかな？」

「勇者さま分がクリスには不足していました。なので今から急速充電なのです。ぎゅーっ、ぎゅぎゅぎゅのぎゅう」

「いやいやいや。俺、あっちこっち回ってきて汚れてるし汗臭いしさ」

「そんなの関係ありません。それに私にとってはすっごーくいい匂いなのですよ」

「ええと」

（これは抱き返してもいい展開なのではないだろうか）

　恐る恐る彼女の身体に腕を回してより一層密着度を高める。するとクリスはサッと顔を上げて目をまん丸にして上総を見た。

（マズったか？　俺、調子に乗りすぎたかな？）

「うれしいですー。やっと勇者さまが私にハグを返してくれましたー。もうっ、もうもうっ。ホントに恥ずかしがり屋さんなんですからぁ」

　クリスはそういうと喜き悦えつの表情で余計に身体をぐりぐりこすりつけて来る。上総はやわらかな少女の身体とまるで隠すことのない絶大的な好意の海に溺おぼれながら十五分近く玄関先でクリスと抱き合うのだった。

　──しばらく経って先に我へと返ったのはクリスであった。

「は！　いけません。おヤカンさんがぴーひゃららと鳴いております」

　クリスは素早く跪ひざまずいて上総の靴を脱がすとその流れで上着も取ってクローゼットに仕舞いブラシをかけ風のような速さで台所に戻っていった。

「いつもながらなんという手際のよさ」

「待っていてくださいね。すーぐお夜食支度いたしますからねー」

　自室に移動するとちゃぶ台にはあたたかなこぶ茶が淹いれられていた。茶請けには上総の好物であるきんつばが置いてある。

　──疲れた身体に甘いものはうれしい。

　首を左右に振ってコキコキと鳴らすとテレビの電源を入れてニュース番組をザッピングする。

　どうやら今日も日付を超えない程度の時間に戻れてホッと一息だった。

「クリスー。いっつもいってるように先に寝てて構わないんだぞ。俺ら帰るのどうせいつも遅いんだしー」

「いえいえー。勇者さまや姫さまがお戻りになられないうちに高いびきなどメイドとして到底受け入れられませんよー。どうかお気になさらずにー。それに私はちゃんとお昼寝してますから大丈夫ですよー」

　台所からそう返事が返って来たと同時にちゃーっという醬しよう油ゆが焦こげる音が響き渡った。日本人の五感を刺激する匂いに「ぐうう」と腹が鳴った。

「さあさあ、今日のお夜食もクリス印の特Ａ品ですよー。どうぞお納めくださいませっ」

　果たしてクリスが運んできた今夜の夜食はわかめラーメンとミニチャーハンに餃子ギヨーザのセットであった。

「お、わかってるじゃないか。たまりませんなぁ」

「うふふ。勇者さま。このクリスさんに惚ほれ直して襲っちゃっても構いませんことよ？」

　夜食を運び終えたクリスがフライ返しを手にしたままずりずりと柱に背を預けて流し目を送って来るが無視。今は胃の腑ふを満たすことが先決だった。

（それにしても深夜の中華料理というのはどうしてこのように凶悪的な魅力を兼ね備えているのだろうか）

「ああん。もう、無視しちゃいやですよう。せっかくクリスが姫さまの居られぬ間に勇者さまを誘惑しているのにぃ」

「ワリィ、先にご飯食べさせてね」

　上総は合掌してからいただきますとつぶやくと猛然とわかめラーメンに襲いかかった。レンゲでスープを口元に運ぶ。

（うっわ！　ナニコレ、うっま！）

　たちまち口こう腔くうに濃厚なスープの複雑な味が炸さく裂れつして視界に閃せん光こうが走った。ずるずると音を立ててスープがたっぷり絡んだ麺めんをすすり込む。膨大な量の麺を嚙かみちぎるとき上総の顔は弥いやが上うえにも幸福に満ちあふれ輝き出す。

「んで、チャーハンは……」

　ネギと玉子と細切りのハムがちりばめられたチャーハンを掬すくって掻き込む。米は絶妙な炒いため具合でパラリと口の中でほどけ上総の脳内では天使たちが天上から舞い降りながら歓喜のラッパを吹き鳴らした。

　もにょもにょとチャーハンを一口一口嚙み締めながら、今度はギョーザに取りかかった。ラー油とタレを合わせたものをほどほどにつけてガブリとやると、ニンニクと肉と旨うまみスープがじゅわっと口一杯に広がり、上総はあぐらをかいた自分の膝をバンバンと思わず打ち据えた。

「うまいっ、うますぎるっ。クリスの飯を一生食べたいっ」

「まあっ」

　料理人冥みよう利りに尽きるのだろうか、クリスは目元を赤く染めながら健けん啖たんにすべてを喰らいつくす上総をうっとりとした様子で見守るのだった。




　クリスの作った料理をひと通り胃の中に収めると上総は人心地がついた。

　淹れてもらった濃い目の茶をすすりながらふぅと長く息を吐き出す。

　舌が焼けるような熱い茶で口中の脂が洗い流され気持ちがさっぱりする。

　一日の疲労がほどけていくようだった。

　上総はこのように一日の終わりに訪れる無為の時間がたまらなく好きだった。

　無論、あらゆる警戒を解いているわけではない。精神の一部は常に周囲の変化に気を配っている。一朝なにか起きれば即座に対応できるようにはしてあるが、自分の部屋に戻れば心にゆるみをもたせるのも長く精神を保たせるコツのようなものだ。

　──ああ、なんかいいな。こういう時間。

　時刻は午前零時半ばになっていた。

　台所でかちゃかちゃと食器を洗う音が鼻歌にまじって聞こえてくる。

　テレビでよく流れている大量生産アイドルグループの歌だ。上総は音楽などとんと興味はないがクリスはちょっとしたフレーズもすぐさま覚えて、うろ覚えながらよく口ずさむ。若い娘の声が流れるだけで無味乾燥な狭い部屋が明るくなる。なにをどうするというわけでもないが、やはり女性がいるだけで生活は華やぐものだと上総はひとり感じ入っていた。

「るんるんらららー、るんらららー」

（クリスのやつちょっと音おん痴ちだな）

　そんな鼻歌もご愛あい敬きようである。

「さて、と」

　手の中の湯のみをゆるゆると揺すりながら背を預けていた壁からスッと身体を離す。

　わずかに首のネクタイをゆるめると立ち上がった。

　座布団の動く音が聞こえたのか台所に立つクリスの気配がわずかに揺れた。

「ちょっとリリアーヌを迎えに行って来るよ」

　リリアーヌはアパートから遠くない店で働いていた。

　迎えはよほどのことがない限り上総が必ず行っている。

　上総たちは運命共同体である。

　なにかをしてもらうのではなく、自分が相手になにができるか。

　この場合、上総のすることは決まっていた。

「ええ？　今、お帰りになられたばかりなのに。そんなこと勇者さまにはさせられませんよ。これ終わったら私が行きますのでもう少しお待ちくださいな」

「夕飯まで作ってもらってさすがにそこまでさせられないよ。店は近場だしちゃちゃっと行って来るからさ」

「うーん。そうですか。それなら私は姫さまがお召しあがりになれそうな軽いものを作っておきますね」

「あ、ああ」

「もしかしたら姫さまもかなり飲んでらっしゃるかもしれませんしね」

「そんな、まさか」

　上総の脳裏に酔っぱらってあられもない姿で男たちと絡むリリアーヌの姿が浮かんだ。

「……なにかイケナイ光景を想像しました？」

「してないよっ」

　上総がむきになって反論する。

　グリーンのフライ返しを持ったクリスが踊りながらポーズを決めると、からかうようにいった。

「勇者さまはすっごくわかりやすいんですから、誤魔化したってだめだめですよ」

「馬鹿な。大人をからかうもんじゃないよ」

「紳士であるならば、もちょっと余裕を持って返して欲しいですう」

「ほっとけ」

　上総はクリスに玄関先で見送られリリアーヌが働いている『スナック白びやく夜や』へと向かった。

　機嫌がよろしくないといい当てられたのも、それは少なからずリリアーヌが夜の店で働いているという事実にあった。『スナック白夜』は取り立てて変哲のないどこにでもあるスナックであるが、酔客を相手にする以上上総が想像するような軽いボディタッチは日常茶飯事である。

（ちぇ。クリスにいわれなくても俺はどーせ嫉しつ妬と深ぶかい性格だよ、クソ）

　現在上総たちは全員それぞれが仕事を持って個々にではあるが勤労に励んでいた。

　無論、今後の生活費やもしものときのための貯金、そして振り込み詐欺で奪われた金を稼ぐためである。

　上総は紅から請け負う仕事。クリスは秋葉原でオープンしたばかりのメイド喫きつ茶さの店員。そしてリリアーヌは夜の蝶ちようであるホステスだった。

　件くだんの振り込み詐欺でもっともショックを受けたのはリリアーヌ本人である。

　──カズサさま。わたくし、ここのお店で働くことにいたしましたわ。

　無論、ロムレスにも酒場はあったが上総は情報収集以外の用事でそういった店に足を運んだことはなかったし、パーティーメンバーだったリリアーヌがそういったいわゆる夜のお店に足を運ぶことはお付きの者が止めていたので皆無だった。

　はじめはリリアーヌが『スナック白夜』で行う仕事を理解していないのかと思っていた。

「ばかにしないでください。わたくしとて、夜のお店の意味くらいわかっていますわ」

　だが、かように返答されれば上総にできるのは唇を尖らせることだけだ。

（まさか異世界の王女さまに場末の飲み屋で働かせるとは、はじめて会ったときにゃまったく想像もしてなかったなぁ）

　貯金のほとんどを詐欺グループに渡してしまったミスをリリアーヌは強く感じ、上総が住むアパートから歩いて十五分の場所に自ら見つけて来た。

　王女であったリリアーヌの責任感は誰よりも強い。その上に思い込んでこうと決めたら梃てこでも動かぬ性格なのだ。それは前途ある王宮の生活を捨てて日本にやって来たことを思えば明白だった。

　当然のことながら上総は反対した。ロムレス王国の姫を場末のスナックでホステスとして働かせるなど、どう考えても断じて許される行為ではない。

　上総はそもそもが水商売に軽い偏見を持っていた。それが今回におけるリリアーヌの希望の否定を助長したことは間違いない。

　──けれど、これはわたくしが誰にも手を借りず見つけたおしごとなのです。お願いします、カズサさま。カズサさまの危き惧ぐするようなことは絶対にいたしません。スナックといえどロムレス王家の名に恥じない働きを必ずや行い、その対価を持ち帰って見せますわ。

　上総が思うにリリアーヌは路地裏のビラを自分で見つけて面接に行き、異国の地で自ら仕事を見つけたことに誇りを持っているようだった。となれば頭ごなしに上総が「だめ」と否定することもできない。

　実際問題、店に行って様子を見てきた限りでは地域密着型であるただのスナックだからそれほどエロスの危険性はないと思われるのだが、酒の入った男が欲望を抑えきれるはずがない。

「ああ、毎日不安だ。俺のリリアーヌが……」

　上総の妄想の中では酔ったスケベオヤジに無理やりデュエットを強要され腰やら身体やらを触られている光景が広がっていた。狭量といわばいえ。












　──だめ、ですか？　わたくしは、自分の力で、自分のミスを……贖あがないたいのです。

　潤んだ大きな瞳で美び貌ぼうのプリンセスに懇こん願がんされればＮＯといえるはずがない。少なくとも上総はリリアーヌを頭ごなしに否定できるほど煩ぼん悩のうを支配できていなかった。

　都内は深夜だというのにあちこちの灯火で充分に明るい。道は車両が未いまだにゆきかい歩道にはチラホラであるが歩行者もいる。コンビニは等間隔で林立しており途切れることを知らない。日本は世界でも有数の治安のよさで知られている。リリアーヌひとりで帰宅しても特に問題はないだろう。深夜とはいえモンスターの跳梁跋扈するダンジョン内よりも危険ということはないはずだからだ。

「でもま、こういうのは気分の問題だよな、うんうん」

　いくら近場とはいえあのように美しい少女をひとりで帰宅させられるはずがない。王女にはエスコートする騎士が必要なのだ。

「実力は並みの男が束になってかかってもかなわんがな」

　そういえばリリアーヌは王国の騎士の間で人気は抜群だった。彼女のためにならば命など惜しくないという男を上総は幾人も知っている。リリアーヌが絶世の美女ならそれを恋い慕う騎士たちもハリウッド映画に出てきそうな美男ぞろいだ。

　──果たして自分は彼女と釣り合っているのか。

　常に上総は思う。夜が悪いのか。この夜という空気がよくないのか。

「けど、もう終わったことを考えても仕方がないか……」

　自分たちはここで生きてゆく。リリアーヌとクリスが覚悟を決めて世界を跳んで日本に来たのは上総と一生を共にする覚悟があったからだ。実に面おも映はゆいがそうでもなければ彼女たちが栄えい耀よう栄えい華がを極めた王国を捨てて自分のところへやって来るはずがないことが、すべてこれでもかとばかりに証明していた。

「とかなんとかいってる間に着いちゃった。ちわー」

「あら、上総ちゃんじゃないの。いらっしゃい」

　ちりんちりんと安っぽい鈴の音を鳴らして扉を開けると『スナック白夜』のママであるサユリがカウンターに頰ほお杖づえを突いてぼんやりと店の隅にあるテレビを眺めていた。

「リリアーヌいる？」

「リリちゃんなら今帰り支度をすませたところよ」

　年齢不詳──といいつつも少なくとも六十は超えているだろう厚塗りのでっぷりとしたママは濃いアイシャドウを塗った目ま蓋ぶたでウインクすると店の奥に顎あごをしゃくった。

「おおーっ。かーずさちゃんじゃないのおっ。一杯飲んでく？」

「いやいや、今日もリリアーヌを迎えに来ただけだから」

「くぅー。かずちゃんは今日もクールだねぇ！　オッチャン濡れるわっ！」

「いやいやいや、ないから」

「ま、ささ。じゃあ駆けつけ三杯」

「だからまた今度ね」

　顔かお馴な染じみの肉屋のオヤジを軽くいなして上総は所在なさげに店内を見回した。元々たいして広い店でもない。六人ほどかけられるカウンターを除けば使い込んだソファとテーブルが三組ずつあるだけだ。

　看板間際とあってか、店にはママを除いて肉屋のオヤジと電化製品屋の主人、それにベースボールキャップをかぶった酒屋の若旦那とホステスであるチエリとアスナの五人だけだった。

（しかし酒屋の若旦那はいつも静かに飲んでいるな）

　チエリがマドラーで若旦那のキャップを突いているが身じろぎもしない。というかホステスの教育がなってないんじゃないかと上総は密ひそかに思った。口には出さないが。

「あら、つれないわね。そんなこといって上総くんは飲んでいった例ためしがないじゃない」

　髪をアップにしたアスナが誘うような視線で水割りを作りはじめた。上総は流れるような手つきに今日こそは無理にでも飲んでいってもらうぞ、という強い意志を感じた。

（てか、この子ってば今年高校卒業したばっかって聞いたんだけどな）

「そうそう。今夜は逃がさないからねー」

「だーかーら飲まないって。すぐ帰るんだから」

　気づけばサッと軽やかな動きで上総の背後を取ったチエリが意地悪そうな目つきで缶ビールの蓋ふたを開けグラスに注ぎ出した。しゅわしゅわとした泡に思わず喉がゴクリとなった。

　そのときである──。

「カズサさま、いらしてくれたのですね」

　リリアーヌが現れた途端場の空気が変貌した。

　真紅のドレスの前は大きく開いており豊かな胸がこぼれ落ちそうだった。

　長く艶のある黒髪が淡い光に照らされ妖よう艶えんに躍っている。腰の位置が驚くほど高い。日本人とは骨格からして違う体型だ。その場に立つだけで目立つ存在であるが、安っぽいドレスを着てもまるでそうと見えないのが王家の血というものであろう。

「いよーぅ、これから仲よくアフターだねェ！　うらやましいなコンチクショウ！」

　肉屋のオヤジが騒ぎ出すと同時に店内が沸き立った。ベースボールキャップをかぶった酒屋の若旦那にいたってはリリアーヌに両手を合わせて拝みながら「菩ぼ薩さつさま……」とつぶやいているのが聞こえた。

「と、とにかく俺たち帰るから。じゃあまた明日ってことでヨロシク！」

「気をつけてお帰りな」

　タバコの紫煙をくゆらすママに見送られながらリリアーヌの手を取り脱だつ兎とのごとく上総は店を出た。




「なんかどっと疲れた」

　上総は近場の公園に入ると自販機にジャリ銭を叩たき込こんでふぅと溜め息を吐いた。

　深夜一時を過ぎているのでさすがに人気はなかった。

　ガコッという音とともにブラックコーヒーが取り口に転がり落ちる。かがんで手を伸ばしたところで首筋にむにょりと重たげな感触を覚え胸の動どう悸きが早まった。

「ふふっ。カズサさまは相変わらずコーヒーがお好きなのですねー」

「あのな、ってもしかして酔ってるのか」

「ううん？　おしゃけなどわたくし飲んでいませんよう」

「接客業だから一滴も飲むなとはいわないが、その、なんだな。最初にいったようにリリアーヌはまだ嫁入り前の娘なもんで節度を持ってだな」

「本当です。もう、わたくし信用がないのですね。悲しいです」

「いやいやいや、そういうわけじゃないけど。確かにあのスナックは地元民しかほぼ使わないし客層は極めて良好なんだが、ホラ？　酒が入るとアレだろ。俺はリリアーヌを信じてるけど、基本男はケダモノなのだから」

「うー、カズサさま。わたくしを心配してくださっているのですね。うれしい」

　リリアーヌがよろこびに満ちた声を上げてさらに背中へとかぶさって来る。必然的に上総の首筋のあたりにはメガトン級のたわわなものがぎゅうと押しつけられ平静な気分ではいられなくなる。

「わー、重いって」

「ま、失礼でしてよ。わたくし、これでも体調管理には気を遣って余計な肉がつかないよう日々精進を行っているのですよ」

「ああ、ホットヨガね。クリスといつも朝やってるアレか」

「カズサさまもなさればよいのに」

「俺は間に合ってるよ」

　リリアーヌとクリスはかなりこの世界に順応したのか、どこかで買い求めたＤＶＤを流しながらのヨガにハマっていた。もっともヨガをやって運動をするのは美容にも健康にもよいのだが、そのたびにきわどいレオタードに着替えるので狭い部屋では目のやり場に困るのだ。

「でもわたくしたちを熱心に見られていますから、てっきりカズサさまも参加されたいのだとばかり……」

「ぎくぎくっ。そ、そんなことはないぞ。リリアーヌの考え過ぎだ」

　ぴったりした格好で身体を屈曲させるので健康な成人男性である上総の視線がついつい向くのは仕方がないことである。もっとも、クリスあたりはそれをわかっていながら挑発するような、本来の型にない動きをするので上総の視線を充分に理解しており性た質ちが悪い。

「でも、でも、カズサさま。ヨガなるものは結構身体を動かすのでわたくしは気に入っておりますの」

「あー、はい」

「もう、ちゃんとお聞きになってくださいっ」

「ご、ごめんって」

　耳元にリリアーヌの吐息がかかる。それから近くのベンチに移動し、しばらくとりとめのない話をした。

　上総は濃厚な女の香りをたっぷりかがされながら、おかしな気持ちにならないよう──たとえばそこいらあたりの草むらに彼女を連れ込むなど──に苦心した。

「……寝ちゃったか」

「すやすやすー」

　上総はリリアーヌを背負うとすくっと立ち上がった。長時間話していたので飲もうと思っていた缶コーヒーはぬるくなっていた。左手で缶コーヒーを開けると一息に飲み干した。

「やっぱ苦いな。冷めると」

　ぽいとゴミ箱に空き缶を投げ入れ早足になる。心地よいリリアーヌの寝息を聞きながら上総は限りない幸福感を覚え、できればこの時間がずっと続くようにと願いはじめていた。




　深夜零時。

　今や最高潮を迎えるべくガンガンに音楽を流している新宿のとあるクラブのトイレには陰鬱な殺気が漂っていた。

「ヤス。支配人にゃナシをつけてある。誰も入れさせんな」

　四鷹会若頭補佐の黒瀬は若い舎弟にそう命ずると個室トイレの便座に座り込んでいる男へ向き直った。

　男は用を足しているわけではない。それが証拠に便座の蓋は下りており、ガックリと首を折ってうなだれている男の顔面は子供がいたずらで捏こねた粘土細工のように変形していた。

　黒瀬は無言のまま青いバケツに汲くんだ水を男へと放った。無む慈じ悲ひに放たれた大量の水を浴びた男はくぐもった声を上げながら覚かく醒せいした。が、立ち上がりかけると同時に、黒瀬の巨大な腕で喉首を摑まれタンクへと押しつけられる。

「おい、ウチのシマで妙なヤクを流していた売人はテメーだって割れてんだ。手間ァかけさせんじゃねえや」

「ぐっ……待ってくれ！　黒瀬さん……おれは……おれは、別に……ッ！」

　クスリの売人は目を白黒させながら手足をばたつかせたが、人並み外れた黒瀬の膂りよ力りよくから逃れられるはずもなく、次第に顔色は赤黒く変色していく。

「しらばっくれんじゃねぇ。『クリスタル・トリガー』だ。このハコでおまえが捌さばいてるとタレコミがあったんだ」

　黒瀬は肋ろつ骨こつの痛みに顔を顰しかめながら鬱うつ屈くつを晴らすように売人を締め上げた。つい先日、確かに目の前で起きた舎弟である桑原の変貌──。

　常識では考えられないバケモノと化した桑原とやり合った黒瀬はすべての根源となったと思われるヤクである『クリスタル・トリガー』の出所を探し出すため血ち眼まなこになって猟犬のように情報を追い、ついにこのクラブがもっとも臭いと嗅かぎ当てたのだ。

「おまえのようなチンケな三下がおろせるシロモンじゃねえだろ。どこの組だ。ウチのシマを堂々と荒らすような阿あ呆ほうはよ」

「わ、わかりました……話すから……話すから……一旦下ろしてくれよう」

　黒瀬が手を離すと売人は狭いトイレの個室から転がり落ちるように外に出ると、汚れたタイルに尻を着けたまま激しく咳せき込こんだ。

「お、おれは、ただよう。クラブに来るおかしなガイジン女によ。クスリと金を渡されて、それを流してただけなんだ……」

「女だァ？」

　黒瀬は売人がその女から受け取っていた報酬を聞くと顔を激しく歪ゆがめた。ケチなクスリの横流しにしては桁けたが違い過ぎる。下へ手たをすれば四鷹会が一年で稼ぎ出す資金に相当する額だった。

「テメェこの期に及んでフいてるわけじゃねえだろうな。マジで東京湾に沈めんぞ」

「ホント、本当なんだって。けど、あれだけの札束目の前に積まれちゃあ、誰だって──？」

「──！」

　会話の途中で売人はカッと両眼を見開いた。

「おい、おまえ──」

　咄とつ嗟さに異変を感じた黒瀬が後方に跳とび退すさって距離を取るとトイレの入り口を見張らせていた舎弟たちがバラバラと駆け寄って来る。本能的に危険を感じ黒瀬は怒声を上げて制止した。

「テメェら！　来るんじゃねぇぞ。コイツはマジでやばい！」

　その声と同時に売人はすっくと立ちあがると自分の口元に両手を当てた。黒瀬は一瞬、売人が嘔おう吐とするのかと思い小鼻を蠢うごめかせたが、その考えは一瞬で裏切られた。

　売人の顔はまるで内側から巨大な棘とげが打ち出されたように奇妙に歪みはじめた。

　ぼごごっ

　とトイレの水洗が詰まるような音が流れたかと思うと、ほぼ同時に売人の頭部は内側から突き出た無数の突起に突き破られる格好で爆はぜた。

　パッと真まっ赤かな霧がトイレ内に広がり鉄臭い独特の臭気がむんと立ち込めた。

「クソが」

　黒瀬は袖口に付着した血と肉との塊を太い指先でこそげ落としながら、悪態をつく。

　頭部を失った売人は糸の切れた繰り人形のようにその場に膝から倒れ込んだ。

　一進一退か──。

　胸の奥底で疼うずく痛みに軽いイラつきを覚えながら売人のジャケットから転がり落ちた茶色の小こ瓶びんに気づいた。手に取って蓋を開け逆さまにする。とろりと流れ落ちた液体は薄く蒼あおく奇妙な色合いで輝いていた。




　上総は定時連絡のため紅と待ち合わせていた喫茶店に飛び込むようにして駆け込んだ。

　駅前から随ずい分ぶん離れた住宅街に存在する『カフェ・ボルケーノ』は、その筋の人間のみが入店を許される特別な場所でもあった。

　時刻は十六時ちょうどくらいである。軽く汗ばんだため上着を脱いで店内のボックス席を見渡すとちゅーちゅーミルクシェイクを吸っている制服姿の紅がジト目で上総を睨にらんでいた。

「セーフだろ」

「ちょっと遅すぎるんじゃないの上総。二分十八秒の遅刻よ」

「……んなこといわれたってさぁ。中央快速が遅延するのが悪いんだ」

「社会人ならそのくらい予測して、あらかじめ余裕をもって行動するのがジョーシキでしょ」

「まぁまぁ兄さんとりあえず茶でも飲みねぇ。けど紅の気持ちもわかってやって欲しいんだよな、オレっちとしては。なにしろ授業が終わり次第文化祭の仕事を放り投げーの念入りに化け粧しようをしーのでよう、実に健けな気げに一日千秋の思いで兄さんが来るのをスタンバってたんだからさ」

「外道丸。アンタよっぽどこの場でくたばって異世界に転生したいみたいね」

「ひゅう、ちちちだぜ。紅さんよう、いつもいつもこのオレが暴力に屈すると思ったら大間違いだ。だいたいさっきまで何度もメイクを確認してたのは事実だろう」

「そりゃ、ま、事実だけど。でもでも淑しゆく女じよとしてこれくらいは最低限のマナーよ。別に相手がこのポンコツ上総じゃなくったって……あたしは別に」

　外道丸はテーブルの上にぴょーんと飛び乗るとしっぽを鉤かぎ型がたに曲げてニヤリと笑ったかのように思えるほど口元をひん曲げた。

「アンタね……！」

「まー、待った待った。これ以上揉もめるのはやめよう。俺が悪かったからな、な！」

「おうおう、今日という日はとことんやってやんよ、シュッシュッ！」

　上総は止めに入るが今日の外道丸は一味違って仁王立ちの状態で短い前足を交互に突き出しジャブの真似をしている。上総は紅が立ち上がって摑みかかろうとするのを背後から両肩を押さえて制止する。

（それにしてもこの管狐が絶対君主の紅に逆らうとはどういう風の吹き回しなのだろうか。もしや死期が近いのか？）

「兄さん、今もしや、かなーりオレに対して失礼なことを考えてるのかな？」

「え、いや、ただ埋める場所とかどこにしたらいいかなぁ、と」

「それひど過ぎますよねっ？」

「かーずーさー、はーなーせー！　その白いのをコーヒーにジャブジャブつけるのが今のあたしの望みなんだからっ」

「そんな危ないやつを解放できるわけねーだろ」

　ちなみにこの喫茶店は陰陽機関御ご用よう達たしの会員制なので店員も妙な動物が人語を操っていたとしても驚きもしない。ロマンスグレーが似合う六十過ぎのマスターは品のいいティーセットを運んでくると静かに微笑ほほえんだ。

「で、どこまで話したかしら。あー、もう。アンタたちのせいで予定がしっちゃかめっちゃかよ。ホントにもう」

「しっちゃかめっちゃかって。……おまえいくつなんだよ」

「十六」

「さよか。じゃなくてだな。あー、とりあえず定時報告させてくれよ」

「どうぞ」

　紅は運ばれてきたティーポットから自分と上総の分を注いだ。馥ふく郁いくたる香りが卓上に広がった。カモミールティーだ。

　卓にはアフターヌーンティーセットであるスコーンと三種類のジャムが置かれていた。実に洒落しやれている。ジャムは、赤、白、黄色と色とりどり。おそらくはストロベリー、クロテッドクリーム、オレンジだろう。

　上総が革カバンから書類を出して読み上げていると、紅が慣れた手つきで焼き菓子にジャムを塗り、もしゃもしゃと食べ出した。ものすごい細身なのに見ていて気持ちいいほどの食いっぷりだ。外道丸はクロテッドクリームがお気に入りなのか、こってり塗ってもらったスコーンに抱き着きながら必死で格闘している。

「随分健啖家なんだな」

「この商売身体が資本なのよ。食べなきゃもたないわ」

　紅はほそっこい小指についた真っ赤なジャムを意外に長い舌先でぺろりと舐なめた。無作法であるがどこか妖艶で上総はどきりとした。紅は年齢にしては幼さが残る顔立ちだが、たまにあっと思わせるような色気の滲にじんだ仕草をする。

「あら、上総は食べないのかしら。ここのスコーンとってもイケるのよ」

「ん、んん。まぁ食べるけどさ。こんなに食ったら夕食が入るかな」

「なによ、男のくせにだらしないわね」

「俺はおまえと違って、胃がいたって虚きよ弱じやくなんだよ」

「あら、そう」

　紅は現代っ子にしてはほとんどスマホに目を落とさない。ぽっかりと空あいた時間でも気にならないのか、両手を膝の上に置いて店内の調度をゆったりと眺めている。整った姿勢やいつ会ってもほぼ乱れのない髪形や服装を見れば、リリアーヌに通ずる抜群の育ちのよさを感じずにはいられない。

「と、そういえばあなたに話しておくことがあったわね」

「……とりあえずたまには早上がりというものをしてみたいんだが」

「今日は追加委託はないわ。そうびくびくしないの。で、話しておきたいのはこれのことなのよ」

　ごそごそと紅がカバンを漁あさってテーブルの上に取り出したのはなんの変哲もない透明な小瓶であったが、上総は内容物から発する魔力の残ざん滓しにいち早く気づき眉を顰ひそめた。

「コイツは……？」

「今、新宿界かい隈わいで流は行やっているらしい薬物よ。その筋では『クリスタル・トリガー』と呼ばれているらしいわ」

「その筋って。相変わらずのよくわからん情報収集能力だな」

「ん」

　紅は口をへの字にすると小瓶をぐいと押しつけて来た。外道丸はふんふんと鼻を鳴らして小瓶を嗅ぐとなにやら神妙な顔つきになる。

　上総は栄養ドリンク剤くらいの小瓶をつまむと手のひらで弄もてあそびながら視線を落とした。瓶自体が透明なのでわかるが中身は綺麗な水色だ。傾けるとさらりと内容物が移動しきらりときらめいた。蓋を開けるとわずかに魔力の残り香を感じ取ることができた。

（コイツ、どこかで嗅いだことがある──どこだ、思い出せ）

　上総は眉間にシワを寄せてわずかに唸ると、つい先だって外道丸とともに赴いた天井下がり退治の屋根裏で見つけたガラス瓶のことに思い当たった。

　つまり、昨今新宿を騒がせているクリスタル・トリガーの件と、件くだんの天井下がりを解決したときに見つかった女子高生たちの事件は間違いなくリンクしている。

　怪異は怪異を呼び寄せる──。

　上総がふたつの事件の関連性について話すと、紅はさもありなんとばかりにうなずき、わずかな時間、自らの考えに没頭するように押し黙った。

「紅──」

「早くいいなさいよ」

「はいはい」

　上総は大人なので自分が引くことにした。

「紅、こいつはやばいぞ。少なくともこの世界のものじゃない」

「でしょうね。上のほうでもこのドラッグからは危険な成分はまったく検出できなかった。つまり検査上は、ただの水なの」

「これがただの水だって……？　ンなわけあるかよ」

　小瓶は上部へゆくに従って湾曲し口が狭くなっている。傾けて人差し指ですくい上げ目の位置まで持って来て目を細くしジッと見やる。

「ヤバいな。果てしなくヤバいシロモノだ」

　舐めてみる気にはなれなかった。上総は並みの人間より薬物や魔力に対する耐性ははるかに強いが本能的にコレを口に入れるなと五感が告げていた。

「同意見。これがなんらかの呪術を施された危険物であることは機関のほうでも意見は一致なのだけれど、成分不明、由緒不明。おまけに相当力を入れて探っているけど出所はまったくわからない」

「これはかなり強力な術式が編み込まれている。俺は魔術は専門じゃないけど、手ェ出していいかどうかくらいは判別つくぞ。結論。コイツは相当に危険だ」

「そんなにアラームを鳴らさなくったってわかってるっての。この新種のドラッグは短期間であっという間にアンダーグラウンドに広がっているわ。化学検査でもまったく成分が検出できなかった。そして、上総もいっていたように、これにはかすかな魔力の残滓がある」

「それで今度はこっちにお鉢が回って来たっていうのか」

「時期が時期だしね。この『クリスタル・トリガー』が出回り出したのは、あたしたちが秋葉原のダンジョンを攻略し終えてすぐよ」

「で、コイツをやるとどうなるってんだ。お上が右往左往するってんならタダの薬物じゃねーんだろ」

「当たりよ。もう新宿ではコレが引き金になってとんでもない数の暴力事件があちこちで起こってる。今のところ箝かん口こう令れいが敷かれているらしいけどメディアが食いついて、このことで世間がお祭り騒ぎになるのも時間の問題よ」

「しっかしコレの解析に俺の力をあてにしてるなら無理だぞ。正直、このドラッグは地球のもんじゃないってあちらさんも勘づいてるんだろ」

「あーのーね。陰陽機関があたしたち下請けにそんなテクニカルなこと頼むはずないでしょうが。アンタとあたしに求められてるのはあくまで猟犬の役。新宿であちこち嗅ぎ回って『クリスタル・トリガー』をバラ撒まいてる連中の黒幕を見つけ出すことよ。もうほかの組は取りかかってるみたいだし、ウカウカしてると前回の功績なんてあっという間に記憶の片隅に追いやられちゃうんだからね」

「まぁ、仕事とあらば否とはいわんが。そっちが優先なら今抱えてる退魔業は一旦ストップってことなんだな？」

「それはそれで適正に処理してください」

「は──？　ちょ、ちょっと待ってくれよ。今の状況でさえ結構アップアップなのに、加えてそんなよりにもよって地図の隅から隅まですり潰す作業にかけてる時間なんかないよ。なら、作業を分担するべきだ」

「分担なんてできないわよ。あたし、昼間は学校に行ってるわけだし」

「あのなぁ。なんでよりにもよってこの状況で」

　いつも強気なはずの紅が、わずかにうつむいてどこか気まずそうに視線をさまよわせている。

　そういえば文化祭の実行委員に選ばれたとかどうとかいっていたような──。

　思い返してみれば上総に気づかれないように、やたらと腕時計を確認していたような気がする。

　短い期間であるが上総は紅というやたらに面倒な少女と濃い時間を過ごして来た。

　よって彼女がそう簡単に、たとえば「学校行事を優先したい」などということを口にするなどあり得ないことを肌身で学習していた。

「なぁ、学校楽しいか？」

「はぁ？　な、ななな、なんでいきなりそんな年頃の娘とどう会話していいかわからない父親みたいな質問するのよ」

　紅は突如として立ち上がると両りよう拳こぶしを頭上に突き上げ大声を出した。

　が、途端に周囲を見渡して頰を紅潮させる。

　それから黙って見ていた外道丸を胸元に抱き寄せた。

「意味わかんないわよ。質問の意図が見えないんだけど」

「いやぁ、だってさ。以前、おまえは学校つまんないみたいなこといってたじゃんか。それでさ、うん。そうだな、わかった。とにかくやれるだけやってみるって」

「ん、んんん。ま、あたしもこう見えていろいろと忙しかったりするんだけど、その、手が空いたらすぐにでもそっちを手伝うから──それまでお願いしていいかしら」

　いつもと違ってどこか弱々しい紅の態度がやけに可愛く映り、上総は妙な笑いがこみ上げるのを抑えられなかった。

「ああ、任せとけよ」

　どんと胸板を叩くと紅がやけにしおらしい態度でもじもじし出した。

　彼女はそれから聞こえるか聞こえない程度の声で感謝の言葉を述べる。

　いつもその態度ならばなんでも聞いてやるのになと上総は複雑な心境に陥った。




　上総は勢いで紅の依頼を引き受けてしまったが店を出た途端に深く後悔した。

「リリアーヌにどう説明すりゃいいんだ」

　実のところ、ここ数日、過剰に退魔業を引き受けてしまったことにより家庭内に不協和音が生じはじめているのだ。

「クリスはいいんだ。クリスはね」

　上総が見るところクリスのストレス耐性は非常に強い。彼女はひとりで行動することがあまり苦にならないのか、日本にもすぐに慣れ着々と行動範囲を広げ上総の知らない知人もかなりできている。

「だが、問題はリリアーヌなんだ」

　コミュニケーション能力の高いクリスに比べれば、リリアーヌはわりと人見知りするタイプであり、自分から新しい関係性をガンガン築けるタイプではなかった。そういった自分の殻からを破るために接客業を選んだのではないかと上総は察するのだが、仕事上の関係とプライベートではまた別問題なのだろう。

　リリアーヌは夕刻にアパートを出て深夜に至るまでホステスとして働いているため、以前よりも上総やクリスとコミュニケーションが取れていないことにストレスを感じはじめているようだった。

　おまけにリリアーヌはああ見えて自他共に知られる強情っぱりである。自分から「やる！」といい出した仕事を投げ出して、もっといっしょにいたいなどと素直にいえる性格ではない。

　こうと決めたらとことん自分の考えを押し通す。国や家族を捨てて異世界から日本にやって来た経緯や彼女の想いを知っているだけに、リリアーヌのさびしそうな横顔は上総の胸を打った。

　そのあまりにわかりやすい態度に上総は心を痛め、ついには「紅と談判して退魔の仕事を減らしてもらう」とまで宣言したいきさつがあった。

「ああ、その矢先になんで俺はあんなええかっこしいを……！　ばか、ホントばかっ」

　いい年をした大人が道端で自分の頭をぽかぽかやるのは、いうまでもなく異様な光景だった。

「なに、あの人」

「ダメよ、見ちゃ」

　仕事帰りのＯＬたちが歩道にしゃがみ込んでひとりごとをつぶやく上総をさけて横道に入ってゆく。

　上総は己の歳を考えぬ幼稚な行動にハッと気づくと、自分を見つめる群衆から口笛を吹きながらそっと遠ざかり、最後はダッシュで逃げた。

「仕方がない。こういう場合は利きけ者クリスに相談して善後策を練ろう」

　と思って帰宅すると珍しいことに自分を出迎えるメイドの姿はなく、代わりに急きゆう遽きよ秋葉原のメイドカフェに出勤しますという置き手紙のみが残されていた。

「うーん、こういうときに限って間の悪い」

　実際問題、金に困っているわけでもないのでそこまで出勤する必要もないのであるが、クリスもリリアーヌも妙に律儀で手を抜くということが得意ではない。ふたりとも頼まれれば後先考えず引き受けてしまう性格で、その意味で自分を含めてこの三人はどこか似ていた。

　人波に揉まれながら数駅を経由して夜の秋葉原に降り立つ。そこには異界に堕ちた際の名残なごりは微み塵じんもなく人々はいつもどおりの日常を過ごしていた。

「頑張った甲か斐いがあったな……」

　さまざまなものを求めて人々は秋葉原に集まっている。夜に入ったばかりの秋葉原の街は以前と変わらず賑にぎわっていた。肩にのしかかる昼間の疲労を感じながら通りを行く。

（いつ来てもこの街はリュック率が高いな）

　喧けん騒そうを抜けてしばらく移動すると、クリスの勤務しているメイド喫茶『グリモワールキングダム』のけばけばしい看板が見えてきた。

「うっわ、ドギツいな。ゆるオタはこれ見たら退散するんじゃないか？」

　これでもかと電飾で彩られたそれは、どこからどう眺めても怪しげなお店にしか見えない。

　けれども一部の粋人には一周回り切って「だがそれがいい」と相当に人気らしい。それを物語るように地下の店に続く階段には多数のご主人さまが列をなして並んでいた。ここでもリュック率は非常に高い。上総は一種の美意識を感じながら列の最後尾へとおとなしく並ぶ。前方には二十人ほどいるだろうか、上総が店に入れるのにはまだまだ時間がかかりそうだ。

　手にしていたスマホでクリスに連絡を取り、便宜を図ってもらえないかどうか聞こうと考えつく。だがロックの暗証番号を途中まで入力してやめた。居並ぶご主人さまを追い抜かして入店するのはやはり気が咎めるのだ。

（そうだな。ズルはやめよう）

　上総はスマホをしまい、地下を睨みながらジッと待った。耐えること、待つことは苦にならない。すべてが忍従と苦難の人生だった。人は耐えることによって自分を磨くことができる。そんな想いにしばし囚とらわれる。

　そうこうしているうちに列は徐々に進んでゆき、思っていた以上に早く上総は『グリモワールキングダム』に入店することができた。

「お帰りなさいませ、ご主人さま」

　カランコロンとベルを鳴らしながら入店すると、黒を基調としたメイド服に身を包んだメイドがふたりそろって上総を出迎えた。

「あ、はい。ただいま戻りました」

「ぷっ……あ、いえ。すみません。それではご案内させていただきます」

　上総のしどろもどろな受け答えがおかしかったのか、メイドたちは吹き出しかけるがそれも一瞬のこと。すぐに笑顔を取り戻すと上総を席に案内する。店内は剣と魔法のファンタジーをコンセプトにしているのか、それっぽいモニュメントで丁てい寧ねいに飾りつけられている。店名のグリモワールにちなんでか、魔法書をイメージしたなにやら古い書物が壁などに展示されていた。

「これは……飾りだな」

　席に座ってからメイドが注文を取りに来るまで時間があるのであちこちを触ってみる。テーブルに置かれていた魔法書は途中で開いたまま固定されていた。

「ちょっと！　それただの飾りよ。メニューなわけないじゃない。勝手にいじらないで欲しいんだけどっ」

「え、えええっ？」

　オブジェをさわっていると突如として現れたメイドに叱られ上総は驚きの声を上げた。

「ふん。冴さえない顔ね。ま、この店はアンタのような男でも、ご主人さまとして扱ってあげるけど、あんまり調子には乗らないことね」

　メイドは十代後半だろうか。やたらに高圧的な態度で接して来た。ツインテールにした長い黒髪がよく似合っている。猫のように大きな瞳で、小柄ながらスタイルがよくスラリとした細い脚は長く美しい。上総は日本人離れしたメイドの登場にこの店のレベルの高さを否応なしに見せつけられた。

「ナホトカよ」

「は？」

「ナホトカ。名乗ってるの。アンタも名乗り返すのが礼儀ってもんでしょ」












　とまどいながらメイドの胸の部分に視線をやると、丸っこいプレートにカタカナで彼女の名前が記されていた。

（なるほど。それがこの子の源げん氏じ名なってやつか）

　アイドル並みに容貌が整っているが少女はどう見ても生きつ粋すいの日本人だ。リリアーヌやクリスを見慣れた上総にはむしろあっさりとしていて落ち着ける雰囲気でもあった。

「で。早く」

　ナホトカと名乗ったメイドは腰に手をやって苛いら立だたし気に踵かかとを床に打ちつけている。

　客商売でこれはありなのか。

　が、結局のところ彼女の眼力に負けて上総は及び腰で名乗った。

「あ、ええ、うん。雪ゆき村むら上総です」

「あ、そ。じゃ、さっさと注文しなさいよね。仕事帰りで疲れてるんでしょ。さっさと注文しないと料理ができるのも遅くなるのよ、もう」

「じゃ、じゃあなんにしよっかな」

　気け圧おされるようにメニュー表を開く。だが、カラフルでいかにもメイド喫茶らしい料理がいろいろあって上総はとまどうばかりだ。見かねたようにナホトカがひょいとメニューを取り上げ、指先で一点を叩く。

「ちなみにあたしのおすすめはこれよ。オムライスね。基本だけど」

　ナホトカはオムライスとパスタとドリンクを指差し、ふんとそっぽを向いた。

　──ツンなのか？　ここはそういう店なのか？

　上総は勢いに飲まれないようあえて迷ったふりをしてメニューをパラパラめくる。

「ええと、でもほかにもいろいろあるなぁ」

「わかってるでしょうけど、基本ドリンクはぼったくりよ。カズサもこんな店で注文せずにコンビニで買えばいいのにっていうレベルだから。けどあたしたちはあんたたちを養分にして生きてるようなもんだから、世界って循環してるのよね」

　ナホトカの声はやたらに通るのか料理を運んでいたメイドたちがそろってびくりと震えた。

「メイドがぼったくりいうなよ。とりあえず、君の選んでくれたおすすめメニューを今日はいただくとするよ」

「は？　勘違いしないでよね。別にあんたが特別ってわけじゃないから。あまりーに気の毒だから情けをかけてやってるだけ……ちょ、なにするのよっ」

　上総がぼーっとしている間にナホトカは数人のメイドに脇を極められて退場していった。

「申し訳ございませんご主人さま。ただいますぐ別の者が参りますので」

「は、はぁ……」

　ぺこりとやや長身のメイドが詫わびる。どうやらナホトカの接客はこの店のスタンダードではなかったらしい。

「ああっ、勇者さま来てくれたんですねっ。なーんですぐこのクリスめを呼んでくださらないのですかっ」

「だああっ。ちょ、危ないっての」

　ほどなくして代わりに登場したクリスは店の端からダッシュしながらボックス席にダイブを決めて来た。なんとかテーブルのコップを落とさないように受け止めるが、座席のソファに押し倒される格好になる。周囲の客やメイドたちからドッと驚きの声が上がった。

「すりすりすりー」

「お、おい。マズいだろ。ここはそういう店じゃないだろーし」

　クリスは上総の胸に顔を埋めながらよくなついている犬のように、全力で身体をこすりつけて来る。どうにか身体の位置を変えようと苦心しているのだが、体術においてはクリスも素人ではないため、容易に押し返すことができない。むにゅりと妙なところを触ると「きゃんっ」と黄色い声が上がり、周囲から殺気のオーラが濃密に立ち昇った気がした。

「ちょっと気になって様子を見に来ただけだっての。もういい加減離れてくれよう」

「うーん。私としても勇者さまを困らせるのは本意ではありませんし。ここは一旦己を殺して全力でご奉仕させていただきます」

「な、なんでもいいから普通にやってくれ、普通にな」

「いえいえ。クリスの大事な勇者さまがご来店とあらばすべてを擲なげうってでもご奉仕せねば……」

「それは職務放棄……でもないな。けど厳密にいうと特定の客を異常に厚こう遇ぐうするのはよくないと思うけど。とりあえずなにか注文していいかな。ついでにここで夕飯を食ってくよ」

「それでは全力でおもてなしさせていただきますね」

「えーと、さっきのメイドがおすすめしてくれたこのオムライスと飲み物は──」

「ナホトカちゃんですか？　あの子はなんか独特なんですよねー。変わってます」

「おまえに変わってるっていわれたらおしまいだな」

「？　なにかおっしゃいましたか」

「いや、ひとりごと」

「飲み物は生でいいですか？　それともポン酒最初からいっちゃいます？」

「コスプレ居酒屋かよ、ここは。コーヒーとオムライスでいいよ」

「コーヒーはあちゅあちゅ、でいいですか？」

　クリスがメニューを指差しながら小首をかしげて訊たずねてくる。確かにメニュー表には各ドリンクの横に『あちゅあちゅ』と『ひえひえ』の二種が丸っこい字で書かれていた。

「なんだよそのおもくそぶっ飛ばしたくなるような表現は。ホットでよろしく」

「了解しましたっ」

　ばびゅん、とクリスが厨ちゆう房ぼうに飛び込んで十五分。疾風はやてのように注文の品を携えたクリスが同僚を弾き飛ばしながら上総の席まで戻って来た。クリスに弾き飛ばされたメイドたちは、お盆に載せた品を落とさず、コマのように器用にスピンしている。どうやら体幹は相当に鍛えられている少女たちばかりのようだ。

「お待たせしました。こちらご注文の品になっております。お間違えないでしょうか？」

「ん。問題ないよ」

「それでは失礼して」

「おい、なにをやってる」

「え？」

　クリスは注文の品をテーブルに置くとあたりまえのように上総の隣に腰を下ろした。

「なにって、おかしなことをいいますね勇者さまは。モチのロン、これから勇者さまのお食事を手伝うためスタンバイするのはメイドとして当然の行為なのですが」

「おいおいおい、ほかのメイドはそんなことやっているように見えないんだが」

「そうですかぁ。クリスの位置からは上う手まく確認できないんでよくわかりませんが、別にいいじゃないですか」

「……わかったよ。とにかくこれ食い終わったら家に帰ってから話があるからな」

「ただそれだけを伝えるために来店してくださったのですね。電話やメールですむことを、わざわざ足を運んでくださって。クリスは勇者さまの深い愛を感じずにはいられません」

「どうでもいいけど、ほかの客とかメイドが凄い目で見てるのだが、問題ないんだよな。本当に」

「やですよぉ。もーう、もうもう。そんな小さなこと気にしてたらビッグな男になれませんよ」

　クリスはぴったりと上総にしなだれかかったままま、耳元に顔を寄せて目元を潤ませている。

「え。あの方は店長さんですね。なにか気になります？」

「大いに気になるよ。すんげぇ目でこっち見てるし」

　先ほどから店長がハラハラしながら自分たちの行動を見ている。

（すぐにストップがかかると思ったんだが）

　クリスのあまりに無茶苦茶な行動を目の当たりにして、脳にインプットされた情報が限界を超えているのだろう。数人のメイドたちが男の袖を引きつつ、行動を促しているのが遠目にもありありとわかった。

　やがて意を決したのか、男はつかつかと上総たちの前まで来ると威厳を取とり繕つくろって瞳に強い意思を込めた。

「お客さま、たびたびもうしわけございません。ウチのキャストに少し話がありまして。さあ、クリスくん。ちょっとバックヤードまで来てくれないか」

「え、ヤです」

「は」

　クリスはこともなげに男の指示を無視すると、ふんふん鼻歌まじりにケチャップを手に取り、オムライスの上に落書きをはじめた。どうやら上総の似顔絵をデフォルメして描いているらしい。特徴を的確に捉えた再現度に上総は一瞬で心を奪われ、今の状況を忘失しかけた。

「……じゃなくてだね。このお客さまは君の知り合いかね？　お店でこういう行動を取られちゃ困るよ、ほかのお客さまの手前もあってだねぇ」

「もーう、わかりましたよう。通常営業で対応すればいいんでしょう」

　クリスは不満げに唇を尖らせるとブツブツつぶやきながら座席から立った。

「わかってくれればいいんだよ……ああ、お客さま大変失礼いたしました。それではごゆるりとグリモワールキングダムでおくつろぎくださいませ」

　店長はひとしきり常識を説といたことで満足したのか、静かな動きで上総の席から遠ざかってゆく。そのうしろ姿に、クリスがロムレス語で聞くに堪えない言葉で罵ののしったのを上総は聞かなかったことにした。

「それでは勇者さま。あーんなさってくださいませ。クリスが口移しで食べさせてあげますよう」

「おまえやっぱ全力で喧けん嘩か売ってくスタイルなんだな」

　クリスがオムライスをもっちゃもっちゃ咀そ嚼しやくしながら顔を寄せて来るので、上総は全力で逃げた。




「ええと、つまりは勇者さまがお仕事であまりお帰りになられないという背信行為を姫さまに無理強いしてでも納得させろ、と。そういう鬼畜的案件ですね」

「そこまでのことなのかよっ」

「甘いですねえ。とってもとってもスイーツなお考えです。なぜならば、姫さまは勇者さまが想像している以上に超絶甘ったるいプリン脳なのですよ」

「おまえってリリアーヌがいないと案外メチャクチャにいうのな」

「クリスは勇者さまがなにをおっしゃられているのかこれっぽっちもわかりません」

　クリスは上総が飲むべき食後のコーヒーに無断で砂糖とミルクをどちゃどちゃっと入れるとぐーるぐーると掻き混ぜはじめる。漆黒の液体はみるみるうちにクリーミー化されて、上総は口をつける前に口腔全体が甘ったるくなったような気がした。

「あの、クリスさん。ちょっと糖分過多なのでは？」

「ええ、だっておコーヒーはたーっぷりお砂糖さん入れないと、にーがにがで勇者さまの味覚破壊が行われてしまいます。これぞ忠義心の発露ですよね。あやや、そんなに褒ほめてくれなくってもいいのですよう。クリスは勇者さまとこうやっていられるだけで充分しあわせなのですから」

　クリスはそういうと自分の頰に手を当てながら、矢継ぎ早にカップへミルクを注ぐ。

「浸ってるのは個人の自由なのだが、カップの表面張力限界に挑まないで欲しいよ」

「ま、とにもかくにも姫さまのことはこのクリスにお任せして、勇者さまはご自分のなさるべきことに集中してくださいませ。そうなると残念ですがお店のシフトは減らさなければなりませんね。クリスはこのカフェの主戦力なので、朋友の皆さま方にもご迷惑をかけてしまうことになるので心苦しいのですが」

　上総は離れた場所でメイドたちが「とっとと連れ帰れ！」と書かれたカンペをこれ見よがしに突きつけてるのを目にして少し悲しくなった。

「クリスさぁ……まあいいや」

「いいかけて途中でやめるのはおよしになってくださいな。すっごく気になるじゃないですか」

「おまえはもう少し他人のことを気にしたほうがいいな」




　結局のところ上総は閉店まで腰を落ち着けることになり、クリスといっしょに帰宅することとなった。

　店の外でなにをするわけでもなくただ着替えが終わるのを待つ。といっても『グリモワールキングダム』の制服からいつものメイド服に戻るだけなので外観はあまり変わらない。終電までにはまだだいぶ時間の余裕がある。風に吹かれて店の前に立っていると、通りの向こう側から近づいて来た五人ほどの男に取り囲まれた。

「おい、おまえ。そこのおまえだよ！」

　視線を転ずると陰キャのオーラを全身から発散させた二十代と思おぼしき面々が怒気も露あらわに威い嚇かくしている。みなが示し合わせたように黒っぽい服を着ている。人のことはいえないがこいつらも服装のセンスはないなと上総はむしろ親しみを感じていた。

「えと、俺のことかな。ここでちょっと人を待たせてもらっているんだけど」

「かあっ。それが許せなくておれたちはいってるんだよ。第一、アンタ一いち見げんさんだろ？　調子に乗るのもほどほどにしてくれないかなァ」

　どうやら脅しをかけているらしいのだが、男にしては妙に声が甲高くちっともそれらしく聞こえない。

「いや、いってる意味がわからないんだが……」

「これはこれは。ここ聖地グリモワールキングダムはメイドとの小粋なお喋しやべりとファンタジックな世界観を愉たのしむお店。おまえのようなチャラいリア充が蹂じゆう躙りんしていい場所じゃねぇんだよ」

「そうだそうだっ」

「二度と来るなっ」

　カマキリのように細っこくて長身の男が叫ぶと周囲の男たちが追従して猛たけっていた。どうやら先ほどクリスと異様なまでのスキンシップを取ったことが、常連客である彼らの反感を買ったらしい。上総を一方的にメイド喫茶の和を乱す害物と決めつける糾弾にカチンと来ないわけでもないが、不必要に争って波風を立てる必要もない。

　──こういう手合いは相手にすればつけあがるだけ。

　言葉をかわす意味も見み出いだせなかった上総が無言で踵きびすを返すと、男たちは自分たちの威嚇が覿てき面めんに効果を発揮したと思ったのか勝かち鬨どきを上げ出した。

　さらにあろうことかその場を去ろうとする上総の前に数人が立ちはだかって見下すような目つきをする。上総は困ったように大きくため息を吐いた。

「おっ。見てくだされ皆の衆よ。リア充もどきが退散しましたぞ」

「これぞおれたちグリモワール自治会の勝利でござるっ」

「これもポンスケどののご威光があってのこと」

「いえいえ、ＣＯＯＬ36さんの決きめ台詞ぜりふが──」

　言葉の端々を捉えればどうやらネットかなにかで集まった極めてゆるい繋つながりの集団のようである。

（オフ会でメイド喫茶なんか来るなよな）

　そもそも成人している人間がみょうちきりんなハンドルネームで呼び合うこと自体、上総はひとごとながら強烈な羞しゆう恥ち心しんを覚えるのだ。

（やむを得ん。クリスにはＬＩＮＥしとくか）

　上総がスマホを取り出すと男が図々しくも隣に立ってジロジロと覗き込んで来る。

（不ぶ躾しつけなやつだな）

　と、思いつつも上総は我慢して男の存在を無視した。

　いつも使っている強烈なライトグリーンが目印のＳＮＳを立ち上げると、目め敏ざとく見咎めた男が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ややっ。コイツはあろうことかクリスちゃんとＬＩＮＥをやってござるぞ！」

「んだとっ」

「間違いない。この顔画像、間違いなく我らの女神たるクリスチャンでござるうっ」

「おれらが何度聞いても教えてくれなかったのにィ」

「いつの間に……！」

「許すまじ。さては上手いこと我らのクリス姫を騙した挙句、パコろうなどとしているのでは」

「没収、ボッシュートなりよおおおっ」

　ニタニタと小汚い笑みを張りつかせながら、カニのような横幅のある顔をした男が上総のスマホに手を伸ばして来る。

　さすがにこれ以上はマズいと思い手首を摑んで軽く振る。

「あいんっ！」

　カニ男はでぷっとした身体を回転させながら宙に舞うと、背中を道路に強く打ちつけ吐と瀉しや物ぶつをあたりに撒き散らした。

　上総はもしゃもしゃとした自分の髪を掻くと首を左右に振ってコキコキ鳴らした。

「あのな。おまえらいいかげんにしろよ」

「オニオン大佐、オニオン大佐ーっ。傷はまだ浅いでござるぞおおっ！」

　気絶して泡を吐くカニ男を髭ひげダルマのような巨漢が介抱にかかる。

「アヤつけてきたのはそっちだかんな。それと仲間はちゃんと連れてけよ。いい加減目障りだ」

　軽く威を込めて睨むとそれだけでも相当に激しい恐怖を感じたのだろうか。男たちはオニオン大佐を担ぎながら蜘く蛛もの子を散らすようにその場から去っていった。

「なんだったんだよ」

　呆ぼう然ぜんとその場に突っ立っていると店先から制服を着た小柄な少女がひょいと現れた。

「やるじゃない、あなた」

「え、確か君は……」

　猫のような目は最初に上総を接客したナホトカという源氏名の少女であった。制服を着ているところを見れば高校生なのだろう。

「兎うさぎ島じまりん、よ」

「やっぱりナホトカっていうのは源氏名ってやつか」

「そうよ。大体そんな名前の日本人がいるわけないでしょう。あれはお店の名前。あたし仕事とプライベートはきっちり分けてるの。メイド服を着てないときはオフなの」

「ああ、それは、どうもお見それしました」

「でも、結構度胸あるのね。オタとはいえフツーはあの人数に囲まれたらヤバいでしょ」

「はぁ、まぁ」

「なんだかハッキリしない態度だけど、あなたよほど自分に自信があるのね。最初はただボーっとしてるだけのオジサンかと思ったけど、そういう物事に動じないところは加点ね」

　そいつはただボーっとしてただけなのであるが。だが聡さとい上総は状況的に口を差し挟むことをやめた。

「それとお店の子たちに代わってお礼をいわせてもらうわ。ありがとうね」

「なんの話だよ」

「あのキモオタたちよ。あいつら勝手に自じ治ち厨ちゆう名乗ってこの店を仕切ろうと企んでたの。お店の子たちをランク付けして少しでも自分たちのグループ以外の人間が仲よくしようものなら、あたしたちの知らないところで圧力かけてたみたい。店長もあいつらお金だけはやたらに落としてくから注意しにくかったみたいで。でも、あんたがガツンとやってくれてスカッとしたわ」

「まぁ、やつらもたいした怪我はしてないみたいだし、これに懲こりれば勝手なことは慎むんじゃないかな」

「うんうん。あんたってば話がわかるじゃない」

「ふっ。そうかな」

「オッサンにしては」

「……」

「ああ、もう変なところで傷つかないでよ。冗談よ、冗談」

「君ってばホントはそういう性格だったんだな」

「ん。お店のアレ？　えーと、あたしバイトはじめたばっかで実はメイド喫茶ってまだわかってなかったんだよね。仲のいい子が今日したみたくやればウケるっていったんでやってみたんだけど、ダメだったかなぁ」

　ふ、とりんは困ったように顔を曇らせる。

「ま、別にあれはあれで需要があるかもしれないが、普段通りの君を出せば問題ないんじゃないかな」

「え、ほんと？　じゃ、あたしカズサのいうとおりにするねっ」

　りんは猫のような瞳を細めて笑みを浮かべた。初見ではきつかったイメージが払ふつ拭しよくされて上総はりんのあいらしさに打たれて若干どぎまぎした。

「い、いや。別に俺のいうとおりにする必要は……」

「でも、あたしの出待ちしてくれてるなんてちょっとうれしかったな。そういうことってなかったから」

「は？」

　上総はあくまでクリスが出てくるのを待っていただけなのであったが、このりんという少女はやたらに早とちりをしているようである。訂正しようと一歩前に出るとネクタイを摑まれぐいと強制的に顔を下げさせられた。

　ちゅ

　と唇に淡い感触を覚えハッと顔を上げると上総は状況を再認識した。

「じゃねっ。また来ないとダメなんだから」

　我に返るとりんが走り去りながら手を振っているのが見えた。

（なんだこれ、なんだこれ。もしかしてこれがモテ期ってやつですか？）

　胸ポケットを見ればりんが瞬間的に差していったのかメモがあった。開いてみるとかわいらしい丸文字でＬＩＮＥのアドレスと携帯の電話番号が書かれていた。

「ふふふ。近頃のＪＫは積極的ですなぁ」

　紅のクールな魅力やリリアーヌのグラマラスさやクリスのコケティッシュさとも違うりんの明るいかわいらしさに思わず鼻の下が伸びる。

「へぇー。勇者さまはさすがに天下の英雄ですね。私の目が届くところでもお手がお早い」

　烈風のように吹きつけて来る殺気に全身が強張った。おそるおそる階段の方向に視線を向けると、そこには今まで見たことのないような微笑みを浮かべるクリスがいた。
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「あの、お茶ください」

　食後のひととき。

　上かず総さはおそるおそる湯のみを上げ、クリスに対し要望を伝えた。上総、リリアーヌ、クリスが三人そろって久々の夕食である。たっぷりとした肉料理に舌した鼓つづみを打った後はやはり香気の漂う茶で舌を洗いたいというのが風情だろう。

「あの、クリス。カズサさまがお茶を所望されておりますよ。早く用意なさいな」

　隣にちょこんと座っていたリリアーヌがいぶかるような視線をクリスに向けた。一方、クリスはなにごともない様子で台所に向かうと、ほどなくして盆にお代わりであろう新たな湯のみを載のせて静々と戻って来た。

「あ、ありがとう」

　どこか引き攣つった顔で礼をいうがクリスはひたすら無言である。上総は額にぷつぷつと細かな汗を浮き立たせながら茶を口元に運んだ。いつもどおりの達人級の美う味まさだ。が、折角の茶の味もギスギスした空気の中では判然としない。理由はわかりきっているだけにどう対応していいかわからない。上総の女性に対する経験値の低さが否応なしに浮き彫りにされた。

「もう、なにをそのように不ふ貞て腐くされているのですか。カズサさまに失礼ではありませんか。それにカズサさまもカズサさまで、ふたりとも昨晩からなにやら様子がおかしいですよ。クリスもなにかあるのならわたくしに包み隠すことなくお話しなさいな！」

「う、うううっ。だって、だって勇者さまが酷ひどいんですよーっ。よりにもよって私の朋輩をお店の前で口説くんですものーっ」

「は？」

　リリアーヌは胸の中に飛び込んで来たクリスを受け止めながら乾いた声を上げた。

　──ヤバい。これはよくない傾向だ。

「ちょっと待った。クリス、君は誤解している。昨日も説明したように俺にもなにがなんだかわからないが、あれは不可抗力だ」

「殿方はそうやっていつも私たち女を踏ふみつけの上にぽーいするんですぅ。こればっかりは、こればっかりはいくら広大無辺な慈母のごとき寛かん恕じよの心を持つクリスでも限界です。なんでよりにもよって同じメイドを味見なさろうとするのですかーっ」

「……そういえばカズサさま。昨夜はクリスが奉公する店まで赴かれたそうですか。もしやと思いますが、まさかそのような場所で浅はかに花を摘まれようと思ったのでありますか？」

（な、なんだこのプレッシャーは!?　違くて。これはいつものやさしい慈悲あふれるリリアーヌじゃない）

　リリアーヌの背後に突とつ如じよとしてゴーゴーと凄すさまじい勢いで吹き荒れる業ごう火かと不動明王が現れたような錯覚を覚えた。凄まじい覇気である。幻視された猛火が実体を持つように思われ上総は自然と腕を上げて身を守ろうとする。その怒りのほど、激烈だった。思わず腰を浮かしかけてテーブルに膝をぶつけた。涙目になる。恐怖が上総の全身を支配した。リリアーヌがずいとテーブルを挟んで前に出る。自己主張が強すぎるたわわなふたつのスライムが、ぷるるんと震えてドレスから飛び出しそうになるが、それどころではなかった。

「説明していただけますよね」

「……はい」

　上総はいとも簡単に屈服した。




「いいですかカズサさま。誤解を招くような行動を取る。すなわちそのメイドにつけ込まれたのはそういった隙をカズサさまが見せたからなのですよ」

「はい……はい……」

　リリアーヌは処女に貞操の神聖さを説くようにくどくどと説教を続けていた。さしもの上総もこれには閉口し苦り切っている。はじめは「やったね！」とばかりに顔を輝かせていたクリスもリリアーヌのあまりのくどさにげんなりして今や死に体になっていた。よほど暇なのか先ほどから表情が精巧な人形のようになっている。

「って聞いているのですかカズサさま！」

「あ、はいっ。聞いてます。きちんと聞いておりますよ」

（やれやれ。これがなければリリアーヌも完かん璧ぺきなんだけどなぁ）

　素直で美しく完璧なスタイルを持ち、抜群の気品と清せい楚そさを持ち合わせているリリアーヌの欠点のひとつに極度の説教癖があった。

　これが長い。

　ひたすら長いのだ。

　一度導火線に火がつくとリリアーヌはそれこそ古今東西のロムレスの故事を引き合いにして延々と話を続ける。なまじ修道院で学んだ数年の過去がそうさせるのか、果てしなく続くくどい話はあらゆる人間を辟へき易えきさせた。リリアーヌのうしろに正座のまま控えているクリスは完全に飽きたのか時折口を繰り人形のようにパクパク動かしながら上総をからかい、完全に遊んでいる。

（あのなぁ。リリアーヌが振り向いたら半殺しにされんじゃないのか）

「──と、カズサさまも理解してくれたようですし、これ以上のお話は蛇足になってしまうでしょう。よいですか。これからは見も知らぬ女性とはお仕事以外ではあまり親しくならないよう気をつけてくださいませ。そうでなくてもカズサさまほどの殿方は市し井せいの女性からすれば垂すい涎ぜんの的まとなのですから」

「オーケイ。しっかり理解したよ。これからはどのようなときも隙を作らないよう努力してゆくよ」

「本当ですか？」

　リリアーヌがへの字口でジッと上目遣いをする。とにかくかわいいので上総は胸がきゅんとした。

「ホントホント。俺が約束破ったことある？」

「ありますよ。ロムレスに残るっておっしゃったのに、勝手に帰ってしまわれました」

（しまった。墓穴掘ったわ）

　当時のことを思い出したのかリリアーヌは、小さく呻うめいて今度は唇を強く嚙かみ締しめ泣き出しそうになる。とかくロムレスの女は感情過多だ。日本にいるとそういったことを忘れがちになる。

　上総はどうにかリリアーヌを落ち着かせると時間を置くために一旦部屋の外に出た。中ではクリスがいつものように情緒不安定なプリンセスを慰めているのだろう。やはり家の中に女性がふたりもいると大変だ。だが少なくともひとりぼっちのときと違って胸にジワジワと広がってゆく空虚な気持ちはなくなっていた。上総はそれがうれしい。アパートの前の公園に入ってベンチに座る。こういうときタバコでも吸えればいいのにな、と思いつつ空を眺めた。東京の空は灰色がかって薄く曇っている。青空ではないが上総の心はいつになく安定していた。




「それで、あの件の調査、少しは進展したの？」

　場所はいつもの陰おん陽みよう機き関かん御ご用よう達たしの店『カフェ・ボルケーノ』だ。

　紅くれないにしては区切るようなテンポの悪い問いに上総は一瞬呆ほうけた顔のまま固まった。

「えと、どうしたのよ、その鳩はとが機き銃じゆう掃そう射しや喰らったような顔は」

「え、あああーっ。そうね！　調査ね、調査。あはは、うん、そうだよ。暇を見てコツコツやってるんだけど、敵さんも中々しっぽを現さないもんで」

（やばい。百二十パー完全に忘れてたわ……）

「ん。悪いわね。こっちが無理いって振ってしまった仕事なのに、急せかすようなこといってしまって。そうよね。そう簡単に目鼻がつくなら誰も苦労しないもんね」

　紅は細く整った眉をひそめるとアイボリーのカップに口をつけ、上総から不自然に視線を逸そらせた。

（ったく、隠しごとの下へ手たなやつだな）

　冷静を装っているようであるが、これだけ時間をともにすれば少しは紅の気持ちも読める。

　現に今でも紅はテーブルの下で両脚をせわしなくぶらぶらと動かしている。基本、礼儀正しい彼女がまるで小さな子供のように脚を動かすのは、相手にいい出しにくいことがあるときや心にストレスが溜たまっているときに限られた。

　──つーか、そろそろ動き出さないとマズいよなぁ。

　先週のリリアーヌが泣き出した一件から上総はあきらかに仕事の能率が落ちていた。具体的にいうと、紅から受けている退たい魔ま業ぎようも延ばせるものはできるだけ先延ばしにして、できるだけ家にいる時間を設けリリアーヌやクリスとコミュニケーションを取るようにしていた。別に特別なにかをするというわけではない。金の心配はなくなったが、それでも時間の余裕はないので、三人家に籠こもってともにいる時間を増やしたのである。それも特別なことをするわけではない。レンタルショップで借りてきたＤＶＤを日本語の勉強も兼ねて見たり、そのあとは話の内容を批評し合ったり、三人で近所を散歩してみたりと誰でも行うような些さ細さいなことだ。

　最近クリスは写真を撮ることにハマりはじめていた。といっても本格的なカメラを購入したわけではなく、スマホに元々ついている撮影機能を使ってパシャリと気の向くまま撮るだけだ。けれども、スマホの動画機能で映画を撮る監督もいるくらいに最近のものは画素からいっても馬鹿にできない。クリスはスマホで撮影した画像を店で写真に起こしてアルバムや部屋のあちこちに貼るのが好きであった。風景写真や、野良猫、散歩中の犬などを好んで撮り、それ以上に上総やリリアーヌ、そしてクリス本人を含めたものを撮ることにこだわっていた。

「ねえ、なにボーッとしてるの。大丈夫？」

　長く物思いに耽ふけっていたのだろうか。対面にいた紅に心配され上総は慌てて顔を上げ、ぶるるっと身体からだを小刻みに揺らした。

「なーにやってんの。びっくりした犬か。でも、ホントに平気なの？」

「え、あ、あはは。平気だ。俺は平気だぞ。全然問題ない」

「業務を山積みにしたあたしがいうのもなんだけど、キチンと睡眠時間は確保しなさいよ。えと、仕事が多過ぎなら、少し減らしましょうか？　なんか、悪いし」

「いや、いや、平気だって。にしてもなんか今日は調子悪いのか」

「は？　別にあたしはフツーよ。いつもと同じじゃない。どこか変、かしら」

　──妙に物わかりがよすぎるところが気になるんだが。

　上総が黙ったまま百面相をしていると紅は呆あきれたような顔つきで化け粧しよう室しつに立った。テーブルではスコーンと格闘していた管くだ狐ぎつねの外げ道どう丸まるがふーっとこれ見よがしに息を長く吐き出して後ろ足を使って器用に立つ。

「兄さん。紅はなんかガッコで上う手まくいってねーみたいなんでさ」

「え、なにそれ。もしやイジメかっ」

「ないない。紅はイジメをするよーなやつを半殺しにすることはあっても、イジメられるなんてないでしょー」

「半殺しとか普通にいうなよ。てか、そうだな。紅がクラスメイトをしばき倒す図は想像できるが反対はないな。じゃあ、その悩みってのはもしかして、恋愛関係とか……？」

「兄さん。紅は聖ヴェロニカ学園ってとこに通ってんの。女子高だよ」

「え、なにそのエロゲ臭い名前の学校は……なんか胸がドキドキするんだけど」

「オレもよく知らんけどカトリック系じゃね？　けどロクに出席しない紅が在籍できてるってことは機関の息がかかってるからだかんなー。ああ、えと、話が脱線しちまったか。でさ、でさ、前に紅が文化祭の実行委員やってるって話しただろう。つまりは悩みってのはそっち方面なのよ」

「ふーん。でもあいつぜんぜん愚ぐ痴ちをこぼさないからなあ。相談に乗ることはできても、俺自体がロクに学校も行ってないし、中学のときとはまた違うんだろう？　アドバイスとかできそうにないしな。外道丸、ゴメンなあ」

「だーっ。謝んなくていいってばさ。第一、紅は仕事の進しん捗ちよく状況で悩んでるんじゃなくて、問題は人間関係らしいんよ。あいつってば、一応兄さんにばっか仕事を割り振ったの悪いと思ってわかりにくーいやり方で退魔業のほうも処理してるんよ」

　外道丸の言葉は上総の胸に強く響いた。このところリリアーヌたちにばかり気をとられていて紅のことはほとんど忘れていたからだ。紅の不器用な心遣いを思えば、なんのかんのと理由をつけて仕事を後回しにしている自分がひどく不実に思えてならない。急に、馥ふく郁いくたる香気を放っていた口中のコーヒーの苦みがくっきり浮き彫りになった気がして上総は顔をしかめた。

「そのせいでホントはてんてこまいなんだ。オレっちとしてはガッコも仕事も頑張ってる紅にやめろっていえねぇよ」

「なんだ。外道丸なら止めると思ったんだが」

「だって、紅、すっごく楽しそうなんだもんよ」

「……そっか」

　思えば紅も名門退たい魔ま士しの重圧に耐えながら十六という年齢にそぐわない気苦労で日々身をすり減らしている。上総も運命のいたずらで青春を魔王討とう伐ばつに費やしあたりまえの青春を味わうことなくこの年齢になってしまった。

　──青春には思い出の一ページが必要だ。

「わかったよ外道丸。なら、俺はせいぜい愚痴の聞き役に徹するよ」

「苦労かけるな兄さん」

「そいつはいわない約束だぜ」

　ニッと笑った外道丸が前足を突き出して来る。上総はひょいと拳こぶしを合わせて、なにか洋画のワンシーンみたいだと奇妙な満足感を覚えていた。




「あのですね勇者さま。私、ストーカー被害ってのに遭ってるみたいなんですよう」

「はぁ？」

　上総はクリスの「ちょっとコンビニ行ってきます」くらいのノリで伝えられた事実にビール缶を取り落としそうになった。紅の愚痴を聞かされリリアーヌの送迎を終えたばかりの上総は、ようやく一日の仕事が終わったと気を抜いた直後である。

「ほえ？　クリスのお知り合いでございましょうか。そのストーカーさんとは」

　リリアーヌは夜食の焼きうどんをちゅるりと飲み込み終えると、紙ナプキンで口元を優雅に拭ふいてわずかに首をかしげる。

「なぁちょっと待った。ストーカーって、あのストーカーか？」

「どのストーカーさんかはわかりませんが。勇者さま、その方はたぶんアパートメントの近くに先ほどまでいましたよー」

　なんでもないようにクリスはいってのけた。

「そいつはいつ来たんだよ……」

「ええと、ええとですね。勇者さまが姫さまをお迎えに出られてすぐですよ」

　上総はサッと顔を蒼あおざめさせると湯のみをテーブルに叩たたきつけ立ち上がる。脚の短いコタツ兼用のもので、起立したときに膝をガツンと打ちつけたが痛みも意に介さず台所のクリスに詰め寄った。

「な！　そりゃあぶねーだろ。なんでもっと早くいわなかったんだっ」

「ええ。でもでも、勇者さまは私の腕前をご存じでしょう？　並みの男なら自慢の格闘術でちょちょいのちょいですよう」

「そういうことをいってるんじゃない。相手が男ならもしかしてってこともあるだろーが。そんなこともわからねえのかよっ！　ここがロムレスじゃないからってなにが起きるかわからないだろがっ！」

　怒ど鳴なってしまってから気づいた。クリスは洗い物をしている途中であったのか、手には泡つきのオレンジスポンジを持ったままポカーンと口を開けて目を点にしていた。

（ヤバい。またカッとなっていい過ぎたか）

　そう考えて背筋に冷や汗を這はわせているとクリスはさっとエプロンで顔を隠してうつむいた。

「カズサさま……」

　リリアーヌが困ったような声を出す。クリスはその場にしゃがみ込むとエプロンで顔を覆おおったままぷるぷると背中を震わせている。すぐ横には泡を潰つぶしたスポンジが横たわり床をジクジクと濡ぬらしている。上総の焦りは加速がついて頭の中が真っ白になった。

（ギャー、泣く、泣いちまう。泣かせちゃったか？　マズすぎるぞっ！）

「あ、あああ、そうじゃなくてだな。俺は、ただ、純粋に世の中にはわるーいやつらがおにゃの子の身体を餓が狼ろうのように狙っているという事実を、そのシンプルに伝えようと、ただリキが入ってしまって──」

「うれしいですっ」

「はぁ？　どわっ！」

　顔を上げたクリスがロケットのように腰のあたりへと抱き着いて来る。その顔はよろこびに満ちあふれ涙など一粒もない。上総の上体は衝撃で崩れ後方に倒れかかる。それをあらかじめ予測していたのか背後からリリアーヌが両腕を伸ばしてがっちりと支えた。

「私のことを本気で心配してくださったのですねっ。だから、だから本気の怒りを見せてくれたっ。ああ、思えばここまで勇者さまが自分の気持ちを露あらわにしてくださったのははじめてかもしれないです……はじめて……勇者さまのはじめてを私が……ふひひっ」

「おい、ラスト部分で抜群に気持ち悪くなってるんですけど」

「気のせいです」

「むうう。ずるいですわ」

「おい、リリアーヌ。どこに行くんだよ」

「決まっていますの。これからわたくしそのストーカーさんを探し出して、わたくしのこともつけ狙うように交渉するのでございますよ」

「だああっ。余計なことはせんでよろしいっ」

「だってだって、クリスばっかりカズサさまに本気の気持ちをぶつけられてうらやましいんですもの。ここはロムレス王族の名誉に懸けてもクリス以上の脅威がわたくしに降りかかるよう手て筈はずを整えねば──」

「やーめーろー」

「いちゃいですの……」

「勇者さま、姫さまのうるわしきお顔を左右に引っ張らないでくださいー。なんか笑っちゃいますよう」

「とにかくだな。情報を整理しよう。そのクリスにつきまとっているストーカーってのはどこのどいつだ。てか、ホントにストーカーの定義をわかっていってるのか？」

「む。あまりバカにしないでくださいよう。間違いなく上総さまのお考えになられている、特定の相手をつけ狙う犯罪者ということで間違いはありませんよ。犯人が誰かはわかっているんです。よく来るお店のお客さんですよ」

「なるほど。ストーカーの犯人はグリモワールキングダムの常連客で間違いないんだな」

　上総は秋あき葉は原ばらにあるクリスが現在勤務するメイド喫きつ茶さの名を口に出した。

　改めて言葉に出すと、現実のものとは思えない地から足が浮遊する名についつい脱力しかける。

「カフェの常連ね」

　顎あご先さきに手を当てて黙考する。ストーカー行為。クリスの同輩である兎うさぎ島じまりんがいっていたような自じ治ち厨ちゆうがそういった人間を排除する役目を持っていたとするならば、数日前に上総が力をもってして懲こらしめたのは悪手であったのかもしれない。

「軽くとっちめればいいんだろうが……あまり暴力沙汰はな」

　チラリと視線をやるとリリアーヌとクリスはふたりそろって床に座りながら目を輝かせて上総を見ていた。

（どうしよう。こういう手合いがいって聞くような相手ではないだろうし。所詮俺は修羅の国帰りの人間として振舞うしかないのだろうか）

　上総はとりあえず紅に電話することにした。

「ちょっと。自分、テレフォンイイっすか？」

「お電話ですか？」

「どぞー」

　両人の許可が出たので上総はすかさずＬＩＮＥの無料通話を使用した。こういう部分が金がないときのくせなのでちょいちょいセコい。

「はい、白しら河かわですけど」

「なあ、ひとつ質問なんだがいいか？」

「あのね。普通いきなり……まあいいわ。アンタにいっても無駄でしょうから。で、こんな夜中に電話してきてなに？　あたし別にアンタの恋人でもなんでもないのだから迷惑なんだけど」

「ストーカーを秘密裏かつ平和的に撃退する方法ってなんかない？」

「アンタがまさに今あたしのストーカーじみてるけど」

「あのなぁ」

「冗談よ。で？　ストーカー？　雪ゆき村むらさん、知人として忠告させてもらうけど潔いさぎよく自首したほうが情状酌量の余地から罪が比較的軽くなる傾向があるらしい……冗談よ。普通に警察に連絡したらいいんじゃない」

「警察、そうだストーカー被害は普通警察案件だわなぁ」

　が、クリスには戸籍がない。身元を改められれば面倒になるのはお互いさまだ。

　できうる限り捜査機関とはかかわりあいになりたくないのが本当のところだった。

「警察とかかわりあいたくない？　それってモロ犯罪者の思考じゃない」

「おっしゃるとおり」

「もう、悪いこといわないから明日でも所轄にいって相談しなさい。あたしが機関から連絡しといて──」

　紅がそういいかけたときに視界の外から素早く指が動いて画面をタップし強制的に通話が終了された。そこにはなぜか被害者であるはずのクリスが含み笑いをしながら細い人差し指をぴんと立てていた。

「なっ。なんで切った！」

「私、たのし──いいこと思いついちゃいました」

　絶対ロクなことじゃないと確信して上総はガックリうなだれた。




　翌日の夕刻である。

　上総はクリスを連れゆったりと歩いていた。帰宅ラッシュには幾分早い時間で街の流れはややゆるやかだ。隣を行くクリスはふんふんと楽しそうに鼻歌を歌いながら笑顔を絶やさない。スーツを着込んだ上総とはもちろんのことバランスが取れていないが、他人に無関心な都内である。時折、ちらと視線を送る者もいるが特に人目を引くというほどでもなかった。

「勇者さま。こうしてふたりっきりーで逢おう瀬せを愉たのしむのってなんかドキドキしちゃいますね」

「あのな。これは一応作戦のうちだろ。それよりも例のやつはぴったりくっついてるみたいだな」

「ですね。ストーカーさんは尾行がへたくそです」

　上総もクリスも魔王討伐の旅という荒事の中で半生を過ごして来た。よって注意してあたりに気を払っている状態であるならば、背後を常に追って来るストーカーの動きなど手に取るようにわかるのだ。

「あのさ。こんなメンドくさいことしなくても、俺がいって聞かせれば二度とつきまといなんてしないんじゃね？」

「ダメですよう。そんな証拠は毛頭ないってしらばっくれられたら、今後相手も警戒してどんな陰湿な嫌がらせをされるかわからないじゃないですか。勇者さまは、私が気を抜いて道を歩いているときにおかしな体液をＢＵＫＫＡＫＥされて窒ちつ息そく死ししたらどーするんですかっ」

「……おまえ、また変な海外サイトのフェイクニュース見てただろ。ダメだっていってるのに。今後一か月はネット禁止な」

「えええっ。あの動画サイトを閲えつ覧らんするのがこのメイドの数少ない生いき甲が斐いでしたのにっ。小間使いのわずかな楽しみを取り上げるなんて、ひどすぎますようっ」

「別にネットするなっていってるわけじゃない。妙に噓うそ知識をプールしてリリアーヌに吹き込まないよう対処してるだけだっ」

「ああん。清らかで純白極まりない姫さまを泥どろ靴ぐつで踏みにじるようにこの世の悪徳で染め上げるのがクリスの趣味でしたのに……」

「マジでスマホ解約するぞ」

「噓々、スマホ取り上げられたら私死んじゃいますよっ」

「おまえはこの世界に毒され過ぎだ……とかなんとかいってるうちに店についたな」

「ですねー」

　上総たちは駅前の一等地に店を出している『ダイヤモンド・クロイシ』に到着した。

　全面ガラス張りで中が丸見えである。

　非常に洗練されていて非リア充の上総を威い嚇かくしてやまない店舗がそこにあった。

「いいですか勇者さま。作戦はフェイズ２に移行しますよ。ここで私たちはめっちゃイチャついてストーカーさんに可か愛わいいクリスはすでにお手つきであるととことん思わせ敵の気勢を削そぐのです」

「それ意味あんのかな……」

「し。真ま面じ目めにやってくださいよ。力がすべてではないとクリスもこの世界に来て学びましたので」

「本当かよ」

「ホントホント。愛はなにものにも勝る真実なのです。と、いうことで勇者さまはこのお店で私にとっても似合う婚約指輪を購入するのがベストなのですよ」

「説明臭い上に、なんか騙だまされてる気がしてきた」

　クリスの思いつきとは実にたいしたことではない。

　単に宝石店でエンゲージリングを上総に買わせ、そのシーンや物品そのものをストーカーに見せつけることであらゆる可能性を断ち切る作戦である。

（どっちにしてもこんな店は俺に不釣り合いなこと極まりないな。とっとと適当に決めて出よう）

　フリ、とはいえ婚約指輪を購入するのだ。上総は昨晩ネットである程度の平均予算を調べておいたが、本当にクリスと婚約するわけでもないので、超高価なものでなくともいいと考えていた。

（ま、二、三十万くらいのもんならなんとかなるか……）

　指輪の値段などピンキリであるが下限そのものが低くなく、上はそれこそ天井知らずだ。

「いらっしゃいませ。ご予約されていた雪村さまでございますね」

（ふ、アポを取るのはサラリーマンとして必須のマナー。フェイクといえどもこの程度しないのは愚ぐの骨こつ頂ちよう）

　スーパーで特売品を買うわけではない。こういった店に来る客層は冷やかしなど基本的に存在しないので上総はあらかじめ電話で予約をしておいてから訪問した。

「あ、あの……雪村さまでいらっしゃいますよね？」

「あ、ああ。そうですよ、はい、わたし雪村です」

「それではこちらへどうぞ」

　紺色の制服を着た店員がメイド服姿のクリスに一瞬表情を強こわ張ばらせたがすぐ立て直すと店内の隅に上総たちを案内した。

「しばらくここでお待ちくださいませ」

　ぺこりと一礼していく。さすがこういった高級品を扱う店なので女性も美人ぞろいのようである。

「勇者さまー。今日はどんなものを買っていただけるか、クリスはドキワクで夜も眠れず昼寝しちゃいましたよう」

「ふ。寝る子は育つからその意気はよし。てか、さすがにココではその呼び方はやめような。あの店員さん変な顔してたからな」

「うーん、そうですね。それじゃ私は姫さまを見習ってかずぴーって呼ばせてもらいます」

「一度もそう呼ばれたことはないな」

「もうー。いいじゃないですか。姫さまがお昼寝している隙を狙っての逢瀬なんですから、もう、すりすりしちゃいますよ。えいえいっ」

「……は！」

「どうなされたのですかカズさま」

「う」

　いきなり普段とは違う呼び方をされたので上総はドキッとした。かなり密着した状態でクリスが上目遣いで顔を寄せて来る。肌のきめ細やかさやふんわりとした香りとやわらかな感触に上総は動揺を抑えて深呼吸する。

「はうあ！」

　再び強烈な鬼気を感じ取った。

　今しがた覚えた違和感を探しガラス張りの向こうにある歩道を見やった。

「いや、気のせいかな。なんだか今、もの凄すごい殺気を感じたんだが」

「気のせい気のせい。今、このときを楽しみましょうよ、ね？」

　上総は無意識のうちに自分のもみあげを触りつつクリスの言葉に不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。




「雪村さま、ずいぶんと可愛らしい婚約者さまですね。それに、そちらのメイド服もよく似合っておられますよ」

「えへへー。そですか、そですか」

　女性店員のあからさまなお世辞にクリスはにこにこと満面の笑みを浮かべる。

「カズさまカズさま。クリス、可愛いって褒ほめられちゃいました」

「社交辞令だっての」

「いえ、本当ですよー。すごくきれいな髪の色に瞳ひとみ。失礼ですが、どちらのお国の方かお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「ええ？　ロムレス王国でございます」

「え、あ、はぁ……」

　店員は聞いたことのない王国名にどこか困ったような顔で視線をクリスから上総に移した

　まずい。このままじゃクリスは実在しない王朝名を連呼するサイコパスになってしまう。

「えーと、あの、彼女ヨーロッパの小国から留学して来まして。その、日本のサブカルチャーとかを研究してるんですよ。ほら、クールジャパンとかいってるじゃないですか！　今、僕もよく知らないんですけど海外じゃ日本のアニメとかコミックとかすごいらしいじゃないですか。その影響で彼女、メイド喫茶でバイトしてるもんで、ほら、なんというか、そんな感じで」

　上総は咄とつ嗟さに身振り手振りを加えて事実とは異なるしどろもどろないいわけをした。

「あ、はい。そうですね。フランスとか日本の漫画が大人気らしいですね」

「そうなんですよー、困ったなー」

「カズさま、なんでそんなに早口なのですか？」

「やあ、僕も彼女とはメイド喫茶で知り合ったもので。な！　な？」

「あ、はい、そうですよー。私はお客だった彼の強引なアタックに根負けする形になってしまいましてー。一緒に住むようになるまで三日かかりませんでしたっ」

「それはすごいじゃないですか。雪村さまも中々強引でございますね」

　クリスが片目でウインクしながら話を恋愛方向にシフトチェンジさせた。仕事であるとはいえ女は基本的に色恋話が好きだ。上総は上手くごまかせたと思ってホッとする。

「それじゃあおふたりはお知り合いになられてから、もう、長いのですか？」

「ええ。そうですねー。二か月くらいですかね」

「それでご婚約を。雪村さま、こんなお美しい方の心を素早く射止められるなんて──」

　店員が上総に最上級の世辞を引き続き述べようとしたところをクリスのぽつりとつぶやいた独白めいたものが遮さえぎる。

「そんなこんなで今ではお腹にふたりの愛の結晶が、もう」












　クリスが慈愛に満ちた顔で自分の腹部を撫なでさすりながら頰を染める。店員は「さっそく仕込みやがったのかよこの種馬野郎が！」という視線を一瞬したが、上総は横を向いて見なかったことにした。

「……けふんけふんっ。失礼。それでは雪村さま。本日のご用件はご婚約指輪をお探しということでよろしいでしょうか？」

「あ、はい」

　上総も流す。店員との意思疎通は自然と図られ話題は速すみやかに流れてゆく。

「それで挙式のほうの日取りはお決まりでしょうか？」

「あー」

　──そう来るか。

　確かに婚約指輪を送っておいて婚姻を考えないカップルというものはまずいない。婚約指輪を購入してから数か月から一年以内で式を挙げる人が多いと店員は独自の経験に基づいた予測を立て板に水を流すような淀よどみのない口調でぺらぺらと喋しやべり出した。

「いえ、クリスさま。ご主人に愛されてらっしゃいますね。近頃のカップルさんは意外と婚約指輪をご購入されないということが多いんですよー。特に、こういったものは一生に一回限りと思えば値が張りますからね。それをプレゼントされるということは、実にクリスさまが雪村さまに愛されているという事実なんですよ」

（まぁ、フリなんだけど。いや、どっちかっていや日頃の感謝の気持ちもあってだな……）

　上総がぼさぼさした自分の髪を照れながらぐしゃぐしゃやっているとクリスのポッとなった横顔に気づいた。上総は鈍感なほうであるが他人の気持ちがまったく読めないというわけではない。

　──これ、フリなんですけど。おいおいおい。

　うっとりとした表情をしているクリスを見つめ続けているうちに奇妙な罪悪感が上総の胸のうちに広がっていく。それと同じくらいに熱い高揚感が全身に高まっていく。こうして店員が差し出すパンフレットを見ていると、まるで自分とクリスが本当に結婚を間近に控えているカップルのような気がしてくる。ふーっと鼻息を荒くし呼吸を整えるためチラと表通りに面するガラス窓に顔を向けると、そこにはなんの躊ちゆう躇ちよもなく顔をべたっとくっつけているリリアーヌと、ちょっと引いた場所で腕組みをしている紅の姿が目に入った。

「あ、あ、あ」

「どうしたんですかーカズさま。ちょ！」

　上総が慌てふためいていると振り向いた紅が吹き出した。店員もあきらかに舞踏会に出るような白ドレスを着た少女の行動に気づき硬直する。リリアーヌは頰をぺったりとガラス窓に密着させながら唇をもごもご動かしている。背後ではセーラー服姿の紅が頭に手をやりながら顔をしかめていた。

　そうしているうちにリリアーヌはすっとガラスから顔を剝がすと悠然たる足取りで紅を従えるようにして店内に入って来る。上総を見る店員の顔つきが先ほどまでとまるで違うものになっていることに気づき嘆息する。

「い、いらっしゃいま──」

「まあ！　カズサさま。こんなところでお会いするなんて偶然でございますわ。わたくし、ちょうど、ほんのたまたま、ほんっとーに偶然クレナイとお買い物をしていたら、ちょうどお見かけしましたので！」

　リリアーヌから「それ以上はやらせんぞ」という確固たる意志を感じる。紅の足元では外道丸がカートゥーンアニマルのように二本の前足を広げてしょうがないなというようなジェスチュアをしている。ブッブッとスマホが震える音に気づきＬＩＮＥを開くと紅から「知らんからな！」と怒りのメッセージが入っていた。メッセージを読み込むとリリアーヌはいなくなった上総たちを探すため紅を動員したらしい。

「あらクリスじゃない。いったい、これはどういうことでしょうか？　あらあらあら。……ふーう、さーてと。少し歩き回ったので疲れてしまいましたわ。わたくしひ弱なので、ひとりにされた挙句のさびしさとせつなさによって疲れてしまいましたのー」

「姫さま、どうぞ」

　主人にここまでいわれてクリスも無視するわけにはいかない。座っていた椅子から立ち上がるとリリアーヌがニコニコ顔で当然のようにその場所に大きな尻を据えた。リリアーヌは安産型である。椅子がみしりとわずかに揺れた。

「あ、あのー。お客さま」

「リリアーヌですの」

「はい？」

「リリアーヌですの。以後お見知りおきを」

「はぁ……ええ、大変もうしわけないのですが雪村さま。こちらの方たちは──」

「わたくしとカズサさまは将来を誓い合った仲ですの！」

　リリアーヌが長く美しい髪を長い指先を使ってうしろに払いながら豊かな胸を突き出す。

　背後に巨大な波は濤とうが断崖絶壁の岸にぶつかって砕けるシーンを上総は幻視した。

　同時に店員が見てはいけないものを見てしまったという表情で凍りつく。

「姫さま。ナイショで行動したのは確かに私の落ち度でしたが、これではあまりにも──」

「抜け駆けはダメですよ」

「は」

　リリアーヌは大きな目を見開いたまま無言で上総をジッと睨にらみ据えた。責めているわけではない。ただ悲しみを訴えているだけだ。リリアーヌの瞳の縁にみるみる涙が盛り上がってゆくのを確認して、上総はガックリと首を前に折り情けない声を出した。

「黙ってて悪かったよ。なんでもするから許してくれ」

「勇者さま弱ッ！」

　リリアーヌはレース柄のハンカチで目元を拭ぬぐうと、幾分元気を取り戻した声でいった。

「そうですわね。クリスだけではなくわたくしたちのものも誂あつらえてくださるのでしたら、特別に許してあげないこともありませんわ。ねえ、クレナイ」

「はぁ！　なんで同意を求めるかっ。て、てゆーか、あたしはただのつきそいで──ねえっ。ちょっとそこの店員っ。聞いてるのかしら？　勝手にパンフレットを用意するなーっ！」

　呆あつ気けに取られていた店員であるが、これを好機と逆手に取ったのだろうか。行動は素早かった。店員は人数分のパンフレットとリングや石が詰まった見本用の箱を並べた。女性陣一同は途端に押し黙る。彼女たちは瞬く間に宝石とリングの輝きに心を奪われ物言わぬ彫像と化した。

　店員は幾つものリングが繋つながった束を鳴らしながら上機嫌で目を細めている。上総が見るところによると、あれで各人の指輪のサイズを計るのだろう。店員の目は間抜けな獲物を目の前にしたハンターそのものだ。勝利を目の前にした歓喜で濡れていた。上総は狩られるというピンチの空気を痛いほど肌に感じながらもその場を逃げ出せないままでいた。

「さあ、皆さま方。当店では一流の匠たくみによるリングとお石をそろえております。じっくり時間をかけてよいものを選んでくださいませ。それと雪村さま。三名様分のご婚約指輪となりますと、こちらとしても相当に頑張らせていただきますので、そのあたりはご期待くださいませ」

「う──くっ」

　上総は反射的に席を立った。こんなプレッシャーは異世界で数多あまたの上級魔族に囲まれたとき以来といっていいほどのものだ。

　が、同時にリリアーヌ、クリス、紅の三人は雛ひなが親鳥からのエサを待ちわびるように、一糸乱れぬ動きで上総を見上げると無む垢くな瞳で一心に見つめてきた。上総は世にも情けない顔で助けを乞うように店員に視線を移す。店員は小さめの冊子をパラパラめくったまま、あるページで止めた。

「ところでお石に刻まれます文字はどのようになされますか？」

「ス、スタンダードなやつで、お願いします」

　気迫にあっさりと呑のまれる上総だった。




　数時間後、憔しよう悴すいしきった上総は捕ほ獲かくされた小さな宇宙人のように、両手をリリアーヌとクリスに引かれながら路上を歩いていた。

　無理もない。年頃の娘三人がジュエリー店に集つどえば好みによって侃かん々かん諤がく々がくの議論になるのがあたりまえだ。特にリリアーヌなどは王族ゆえに目が肥えているのでこのような小規模な店の宝石では気に入らないかと思いきや、さにあらず。あるものはあるもので最善を選ぶという、上総には理解できない部類の方向で話を持ってゆこうとし、紅と熱い独自の理論を戦わせることになった。

　リングの材質、嵌はめ込む宝石の形やサイズや種類や、決められた予算の枠における最善手の選択──。

（も、もうダメ。頭の中で宝石がきらきらくるくる回っているよ）

　幾つもの宝石を延々と見せられ上総の脳は激しい拒否反応を起こしていた。

「もう時間が遅いから今夜はラーメンでいいかしら」

「やった、やりましたー。クリスはニッポンのラーメン大好きですっ」

「わたくし、実はトンコツが好みですの。カズサさまは？」

「俺は……もう……なんでもいいです……あ、ギョーザはつけてね」

「余裕あんじゃないの」

　チェーン店に入るとテーブル席についた。俗にいうサブロー系と呼ばれるラーメン屋で、おすすめは、びっくりするくらいな特盛であるが、女性陣はなぜかこの店がお気に入りのようなので上総は口を差し挟めなかった。

　夜も遅いので人影はまばらだった。券売機で『ぶたラーメン』をそれぞれ購入する。上総はリリアーヌが『こぶたラーメン』を押そうとしているのに気づきギョッとした。

「ちょい待った。リリアーヌ、マジでそれ食べるの？　無理だよ」

「なぜですの？　これこぶたさんですよね。わたくしはこれがいいです」

「その理由は」

「語感がかわゆいのです」

　こぶたに騙されてはいけない。なぜなら普通よりはるかにチャーシューの量が多いからだ。

「それ普通にびっくりするほど出てくるからよしたほうがいいって」

「むう。嫌ですの。それにカズサさまはわたくしのおなかを侮あなどり過ぎですの！　ロムレス王家の名に懸けて見事食べきって御覧にいれますの！」

「だああっ、押すなっての」

「じゃあクリスも姫さまに倣ならいますー。ポチっとな」

「あ、あ、あ、あああ」

　しゅぱぱっと食券が下方の口から吐き出されて来る。上総はリリアーヌたちがそれを店員に渡すのをわたわたしながら見守ることしかできなかった。

「もうほっときなさいよ。あとで後悔すればいい薬になるんじゃないの」

　紅は無難に小ラーメンを選んでいる。上総はその選択になんだか安心した。

「そういうわけにもいかんだろーが。俺はつき合い長いからこいつらの食える量なんて把握してんだよお。てか、なんでこの店をチョイスしたんだよ、あいつらは」

「グチグチいわないの。男でしょ！」

「痛いよっ」

　紅に背中をバシッと叩かれておとなしくテーブル席に向かう。しばらく経たつと「お待ちィ！」と威勢のよい店員のかけ声とともに目を見張るような量のラーメンが人数分運ばれてきた。

「これは……」

「はやー。しゅごいですねぇ姫さま」

　リリアーヌとクリスはくるっと上総に顔を向けるとニコッと実にいい顔で微笑ほほえんだ。それから両手を重ね合わせて頰の横に置き、首をわずかに傾けると降参の意を示した。




「だからいわんこっちゃない」

「はいはいはい、雪村さん一家は頑張ってくださいねー。じゃ、いただきます」

　紅はパキッと割り箸を分離させるとハフハフしながらラーメンの山を崩しはじめた。上総たちが軽い絶望に打ちひしがれていると、近くの卓からははっと人を蔑さげすむような笑い声が響き渡って来た。

「まーた、ド素人さんはこれだからぁ」

「わかっちゃない。サブロー系というものをちいっともわかっちゃおりゃせんがな」

「くくく。せいぜい抗あらがってくれよ？　この小宇宙と呼べる現代の芸術品に」

　三人の男たちはそろいもそろって肥え太った青年たちだ。示し合わせたようにチェック柄のシャツを羽織り、たるんだ下っ腹からはゆるんだ贅ぜい肉にくが放り出されている。店で用意された籠かごに放り込まれたザックは「どこで見つけたの？」というような個性のない安っぽいものであるが、どこか美意識のようなものが垣間見られなくもない。

（間違いない。こいつらサブロリアンだ……！）

　巷こう間かん伝わる噂うわさによると、いわゆるサブロー系と呼ばれる都内各地に点在する大盛り系のラーメン店にはこの手の常連を気取った男たちが出没し、初心者たちの食事風景をひととおりくさして悦に入ることがあるという。最悪のマウンティングであるが「ブロガー」という実体のない権力に酔う男たちは、自らを超越者と見なしてほかの客を見下すのが習性なので、一般人として上総はどうすることもできずただ耐えるか無視するかの二択しかない。

「カズサさま、さあ、気にせずお食事にいたしましょう」

「そうですよー。気にしない気にしない。ウチはウチ。よそはよそ、です」

「おやおや食いきれない量を頼んだお嬢じようさんたちが果たしてどこまでやれるものか」

「これはぼくたちとしても今後の業務に関する試金石となるやもですね」

「お手並み拝見、とゆきましょうか。フォヌカポウ」

　リリアーヌたちが気を取り直すように声を上げると常連三人衆は、ぎしりと椅子を軋きしませてあからさまにこちらの食事風景を見物しようとしていた。

（つーか、食い終わったんならとっとと帰れよな）

「あのねぇ、アンタたち──」

　もっとも気が短い紅がテーブルをがたつかせてサブロリアン三人衆に文句をいおうとしたところで、カウンターの席に座っていた男が急に立ち上がった。

「なあ、兄ちゃんたち。もうメシ食い終わったのか」

　──こらヤベェ。

　と、上総が一瞬で判断できるほどの風貌をしたスーツ姿の男はあきらかにその筋の人間だった。

　かなりよい仕立てのダークスーツを着込み、口には爪つま楊よう枝じを咥くわえていた。

「は、はひ……」

「食い終わったんなら店を出る。ガキの頃カアチャンにいわれなかったのか？　ほかの人の迷惑になるようなことはしちゃあなりませんってよ」

　男は分厚い手のひらを常連三人衆のテーブルの上に置いた。力はまったく込めていないのでコップにさざ波ひとつ立たないが、男の指に嵌められた多数のリングは金色に輝いてそれだけで充分威圧的だった。

「すぐ出ましゅ、今出ましゅ、すいやせんでしたーっ！」

　狂きよう暴ぼう過ぎる威に打たれたことでサブロリアン三人衆は嵐に遭った木の葉のように吹っ飛ぶようにして店を出ていった。男は上総たちの視線に気づくとどこか困ったように頰をゆるめた。どこからどう見ても強こわ面もてのヤクザであるが、どこか大型の気のいいクマを思わせるような愛あい嬌きようのある表情だった。上総が礼をいおうと腰を浮かしかけるとリリアーヌがそれに先んじた。

「ありがとうございます。大変助かりましたわ。一同に代わって感謝の意を述べさせていただきます」

「お、おう。別にどうってことねぇよ」

「わたくしリリアーヌ・フォン・ロムレスと申すものです。失礼ですが貴公の尊名をお伺いしたく存じます。この功、他た日じつ厚く報むくいたいと──」

「そんなことされるほどの真ま似ねはしちゃいねぇ。ただ、メシを食うときに御ご託たくを並べられんのがオレはガキの頃から嫌いだっただけでね。リリアーヌさんよ。オレは黒くろ瀬せってもんだ。じゃあな」

　黒瀬はそれだけいうと足早に店を出ていった。

「随ずい分ぶんとシャイなお方ですね、勇者さま」

「え？」

「アンタも鈍いわね。あの男耳が真まっ赤かだったわよ。たぶんお礼をいわれることに慣れてないんじゃないかしら。男ってホントに単純」

　紅がレンゲに載せた麺めんをちゅるんと吸い込む。上総は首を左右に振って鼻をヒクヒクと蠢うごめかせる。一瞬だけ表情が獲物を見つけかけた猟犬のそれに変化する。それを見逃さなかった紅が丼どんぶりをテーブルに置いて胡う乱ろんげな視線を上総に向けた。

「なにやってんの？」

「いや、なんだろう。なにか引っかかるんだがな。なんだろう？」

「勇者さま、口開けてください。はい、あーんですよ」

「ちょっと待った。その位置だとレンゲのスープが、熱ッ！」




　上総はクリスの勤めるメイド喫茶『グリモワールキングダム』へ続くビルを見渡すことができる対面の路地でジッと息を潜めていた。襟えり元もとのボタンをはずしてネクタイをゆるめる。夕方の秋葉原はゆきかう人々であふれていた。

「で？　あたしを呼び出しておいてなんの用かしら。まさか、わざわざこんな汚いところで押し倒そうって腹積もりなの」

　スマホをいじっていた紅が顔を上げて億おつ劫くうそうにいった。上総は首を左右にコキコキ鳴らすと声を幾分潜めて片方の眉を上げた。

「違うって。第一、電話で説明しただろ。今日はお店でイベントやるって。その機に乗じてストーカーくんがなんかひと騒動起こすかもしんないだろ」

「なんの根拠があっていってるか」

「いやあ。実はさ、昨日クリスとふたりでそのストーカーくんに会ったんだよ。場所変えて理性的にな。まあ、ブラフだけど店で買った婚約指輪を見せてさ。これ以上プライベートでつきまとうのはやめてくれってさ。……でも、納得はしてなかったみたいだから。なーんか心配でさ」

「それってまだやってたの？　そもそもアンタはクリスばっか構って新しん宿じゆくの仕事は全然進めてないないみたいだしい」

「うぎっ」

「調子のいいことばっかいっちゃってさあ。上総ってホイホイ女のいうことには従うフリするけど、実行力が伴わないのよね」

「ぐっ、ぐうっ」

「実がないっていうか？　あーあ、騙されちゃった。どーせあたしのことなんて子供だと思ってはいはいいってりゃイイって思ってるんでしょ」

「や、やめてくれ紅。その術は俺に効く」

「兄さん、兄さん。あんま気にしてやんなよー。紅はさびしんぼの上にアマノジャクなんだよー。構ってもらえないから拗すねてんだぁ。けど、そのあたりは兄さんが、こう大人の包容力でぎゅーっとしてやれば、元々がチョロインなんで──」

「あ、の、ね。誰がさびしんぼですって？　あたしはコイツがまったく依頼をこなそうとしないから、お尻を叩きにね」

「やーん。紅ってばそういう趣味があったんかー。で、兄さんはやっぱＭなんかな？　ダメだぜ、性的嗜し好こうの押しつけってのはあとあとで問題になるしな！」

「この──っ！」

　真っ赤になった紅がエアコンの室外機の上にいた外道丸を捕まえようと手を伸ばす。だが、白い管狐はひらりと見事に紅の攻撃をかわすと、素早く上総の肩の上に攀よじ登のぼって器用に尻を向けて盛んに挑発した。

「へへーんだ。いっつもいっつもねじねじ雑巾にされてたまっかよ！　この外道丸さまの生まれ変わったフットワークを見よ」

「このっ。あんまし調子に乗るんじゃないのっ。待ちなさいっ」

「やーだよっ」

「おい、ちょっと待った。おまえら暴れんなって。わぷっ」

　不意に紅のタックルを喰らう格好になって上総はどっと路上に倒れ込んだ。紅は上総の腹の上でもがきながらも外道丸を捕まえようと躍起になっている。揉もみ合いになっているふたりを覗のぞき込こむように大きな影がぬっと現れた。

「よう。この前の兄ちゃんたちじゃねぇか。どうでもいいけど世間の皆さま方の注目を浴びてるぜ、おい」

　上総が顔を上げると、そこには先日ラーメン店で知り合った黒瀬という巨漢が呆れ顔をしていた。

「うおっと、とと。これはこれは、たはは……」

「ばかっ。あんたどこ触ってんのよっ」

「だっ。誤解を招くようなこというなってばっ！」

　上総は図らずもぎゅっと摑つかんでしまった小振りな胸の感触にどぎまぎしながら立ち上がる。

　周囲を歩く通行人たちは都心の常で特に上総たちの行動に気を取られることなく、ズンズン歩き去っていくので精神的なダメージはそれほどなかった。

「先日はどうもありがとうございました。確か、黒瀬さんですよね」

「おう。あんときはどうってこともねえけどよ。なあ、兄さん、名前はなんていうんだ。どうも相手の名前がわからねーと話がしにくくてたまらねぇや」

「ええと、申し遅れました。自分は雪村です。ええと、見てのとおりのただのサラリーマンですよ。あはは」

「はは、ま、そんな感じだわな。で、雪村さんよ。ちょいと聞きたいんだが。あんたはこのあたりに詳しいんか？」

「詳しいってほどではないですが。まあ、秋葉原はよく来ますけど」

「んーん。オレぁ見てのとおりでこのへんのことはよくわからんのだが。ちょっと知っていたら教えて欲しいんだがよ。萌え系ってやつか？　ホラ、よくテレビでたまにやってるメイド喫茶ってやつか。そいつを探してるんだわ。オレはこの格好だろ。あっちゃこっちゃにメイドが立ってるが、オレが話しかけるとみーんな逃げちまって話にならねんだわ」

「ああ、メイド喫茶を探してるんですか？　俺もそんなに詳しいってわけじゃないけど、まあなんとかなると思いますよ。それに店によっては半地下になったりしててわかりにくい場所もありますしね」

「そーかそーか。メイド服なんてヘルスかデリヘルでも行かんと拝めんと思ってたからな」

　そういうと黒瀬は野太い笑みを浮かべるが、傍かたわらにいる紅が仏頂面をしているのに気づくと咳せき払ばらいをしてごまかそうとした。

　──どうやらこの男は見た目よりもずっと人当たりがよい感じだ。

　上総がそう感じて話を戻すと黒瀬はぴくとこめかみのあたりを一瞬だけ引き攣らせて周囲を窺うかがうように視線を巡らした。

「なにか？」

「いや、気のせいかな。近頃、ちょいと訳ありでな。神経が過敏になってるんだよ。で、よ。このあたりで『グリモワールキングダム』って店を知らないか？　ひらひらを着たメイドの姉ちゃんがたくさんいるような店らしいが」

「ああ、それならすぐそこですよ。この前ラーメン店で一緒にいたメイド服の子覚えてます？　俺の知り合いなんですけど、ちょうどそこで働いてるんですよ。わかりにくいけど、店はそこの階段を──」

　上総は黒瀬に場所を指し示すため振り返ったとき激しい違和感を感じた。道路を挟んだ向こう側の店の前をひとりの男がフラフラと歩いている。昨日、クリスを伴って懇々と道理を説といた青年ストーカーにほかならない。右肩に乗っていた外道丸が全身の毛を逆立てると同時に飛び出していた。

「おいっ。兄ちゃん！」

　ストーカーはどこにでもいるありふれたオタクを体現するようなスタイルだ。チェックのシャツにどこか野や暮ぼったいザックを背負っているが、両手に持ったコンビニの袋からはドギツい油の臭いが漂っていた。

　ほとんど全力で駆けていた。短距離の金メダリストも舌を巻く上総のダッシュスピードに負けないほどの早さで振り返ったストーカーの目は青白い炎がゆらりと激しく燃え盛っていた。

　瞬間、ストーカーの身体が素早く動いた。手にしていたコンビニ袋を投げたのだ。

「兄さんッ」

「外道丸、隠れてろっ」

　上総は素早く外道丸をジャケットの内側に隠すと凄まじい勢いで投げつけられたコンビニ袋を両手でキャッチした。予想通り中にはガソリンがたっぷり詰まった即席の火炎瓶が入っていた。

　ホッとする暇もなく、ストーカーは姿勢を低くすると流れるような動きで屈かがみザックの中身を放り投げる。

「しまっ──」

　不意を突かれた形で路上にバラ撒まかれた火炎瓶が音を立てて割れ、あたりには目も眩くらむような炎の海が一瞬にして広がった。
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　ゴーゴーと音を立てて燃え上がる炎に上かず総さは思わず顔を覆おおった。夕暮れの秋あき葉は原ばらの街は一瞬で人々の怒号と悲鳴のうずに飲み込まれた。

　すぐ近くの歩道にいた数人が巻き込まれ火だるまになって絶叫を上げる。

「くっ──！」

　上総は上着を脱ぐと倒れ込んだ男に着いた炎を消しにかかった。

「おい兄さん、どくんだっ！」

　近くの飲食店から消火器を調達した黒くろ瀬せが男に向かってノズルを向け薬剤を放射する。

　上総は素早く店の出入り口に視線を戻した。燃え上がる炎の中で両手を開いて薄笑いを浮かべるストーカー青年を目にして下唇を嚙かむ。

「な、なんだよう、アレは？」

　救急車を呼ぶこともせず一心不乱にスマホで現場を撮影していた野次馬のひとりがその異形に気づき怯おびえたようにいった。

　ぎちぎちと身体からだを軋きしませながらストーカー青年の身体がみるみるうちに膨ふくれ上がってゆく。

　伸ばした両腕はみるみるうちに丸太のように太く長く伸びると、青年の脇腹のところに木と木を飛び回るムササビが持っているような飛膜が現れた。

　頭部は子供がお遊びで粘土をいじくりまわしたようにゴツゴツと変形し、無数の突起がウニのように出現していた。

　上総の背後に立っていた若いＯＬが悲鳴を上げながらスマホをすべらせアスファルトに落下させる。視界の端で跳はねた液晶へと蜘く蛛もの巣状の亀裂が入ったことを確認しながら構えを取った。

「こいつは、桑くわ原ばらのときと同じだ」

「桑原？」

　ヤクザの黒瀬が喉のど仏ぼとけを動かして生なま唾つばを飲み込んでいる。上総にとっては見慣れた異形であるが、黒瀬にとってもどうやら初見ではないらしい。

　どちらにしろ『グリモワールキングダム』にはクリスをはじめとしたメイドたちが多数いるのだ。上総はネクタイをゆるめると無言で呪じゆ符ふを取り出していた紅くれないにいった。

「紅、フォロー頼む」

「ん。キッチリやりなさい」

「おい、ちょっと待った──！」

　呼び留めようとする黒瀬を無視する格好で上総は走り出した。異形の怪物と化したストーカー青年は身体を半身に開くと丸太のような腕を勢いよく振るった。

　ごう

　とムササビのような飛膜で煽あおられた炎が上総に向かってまっしぐらに飛んだ。

　上総は素早く右に動いてかわす。

　背後では放たれた炎のうずに呑のまれた野次馬たちが絶叫を上げている。

　上総はだんっと地を蹴けって飛び蹴りを繰り出した。

　怪物は肥大化した両腕をクロスさせて上総の蹴りを防いだ。

　が、勢いは殺し切れず後方に吹っ飛ぶ。店の出入り口の柱に身体をぶつけると癇かんに障さわる奇声を発してビルの上空へと跳び上がった。

「このムササビ野郎め」

　いかなる秘術を用いているのか、ムササビ怪人は両腕の飛膜を使ってビルからビルへと器用に飛び移り瞬く間に小さくなってゆく。だが逃げ出したわけではない。気配は消えない。上空で脅威たる上総を狙っているのは見え見えだった。

　上総が構え直すと同時にそれは来た。

　頭上から急降下爆撃を行うようにムササビ怪人は凄すさまじい勢いで突っ込んで来る。

　右──。

　上総は超人的な反射神経でムササビ怪人のタックルをかわすと激しく舌打ちした。

　手首から肘ひじまでの前腕部が綺き麗れいに切り裂かれている。

　地面すれすれまで落下し再び急上昇したムササビ怪人がすれ違いざま食い破ったのだ。

　腕から血を滴したたらせながら上空を見やると影は素早く左右のビルに飛び移りながら上へ上へと登ってゆく。

　素早く飛翔するあの怪人をどうやって攻撃しようかと迷っていると、後方で控えていた紅が激しく叫びながら振りかぶる姿が目に映った。

「なにやってんのよ。だらしがないわねっ」

　紅は身体をやや仰のけ反ぞり気味にしながらムササビ怪人が登っていった上空へとサイドスローでなにかを放った。

　手裏剣──？

　人並み外れた上総の動体視力が捉えたその物体は折り紙で折った紙手裏剣だった。

　最初、それは目の錯覚だと思った。

　だが、折り紙の手裏剣は夜の闇やみを切り裂いて飛翔するうちに、手のひらサイズだったものから座布団大に変化したのだ。

　赤と青との二枚の折り紙で作られた手裏剣は頭上で飛び交うムササビ怪人目がけて異様な唸うなりを響かせ迫ってゆく。

　紅の術でグレードアップした巨大手裏剣は、ビルの窓枠にへばりついていたムササビ怪人を掠かすめることもなく明後日あさつての方向の窓を突き破って轟ごう音おんを響かせた。

「ああ、もおおっ。惜しいっ」

「なにやってんだよ。ぜんぜん惜しくないよ、このノーコンっ！」

「うるさいわねっ。アンタを助けてやろーと頑張ってるのにその言い草はないでしょっ」

「どこがだよ。って、いってる間にまた来たーっ！」

「え、噓うそ々。あ、このーっ。待ちなさいよ。この白しら河かわか藤ふじ浪なみかといわれた抜群の制球力を見せてやるんだからっ」

「コイツ、まったく当てる気がねぇーっ！」

　樹上から樹上へと華麗に飛び移る野生動物のようにムササビ怪人は紅の方術手裏剣をひらりひらりと嘲あざ笑わらうかのようにかわしてゆく。

「嬢じようちゃん、コイツをぶつければいいんだな？」

「え、ええ、そうだけど」

　紅の投とう擲てきに業ごうを煮やしたのか黒瀬が紙手裏剣を奪うと振りかぶって投げた。

　大柄な黒瀬は惚ほれ惚ぼれするようなフォームで太い腕を鞭むちのようにしならせ紙手裏剣を虚こ空くうへ放った。

　誰が投げても折り紙にかけられた方術効果は発揮されるのか。

　紙手裏剣は瞬く間に巨大化すると素早く左右のビルに飛び移って狙いを絞らせないでいたムササビ怪人に直撃して絶叫を上げさせた。

「すっげー！　黒瀬さん、一発じゃないですか！」

「へ、これでも元は甲子園球児よ」

　上総の感嘆の声に黒瀬は照れくさそうに鼻の頭をこすって笑う。紙手裏剣はムササビ怪人の胴体部に喰らいつくと肉を引ひき千ち切ぎりながら激しく回転し血潮の雨を降らせた。

「やったか……？」

「いえ、まだよっ」

　黒瀬の安あん堵どの声を否定するように紅が両手に呪符を構えた。ムササビ怪人は身体を袈け裟さ懸がけに刻んでいた手裏剣を無理やり押しやると、今度はやや離れた位置にいた黒瀬に向かって急降下爆撃を浴びせた。

　それを黙って見ている上総と紅ではない。紅は手にした呪符を舞い降りるムササビ怪人に叩たたきつける。

　が、ムササビ怪人は炎と化して身に纏まとわりつく呪符をものともせずに突っ込んで来る。

　上総がフォローしようと身を乗り出すが早いか、ビルの五階に位置する窓ガラスが轟音を立てて吹き飛んだ。

「いやあああっ！」

　飛び出した影。

　クリスだった。

　メイド服を纏った少女は高さをものともせずに横合いから急速に落下するムササビ怪人に向かって飛び蹴りを放った。

　靴くつの爪先がムササビ怪人の頭部に触れる。いかなる気が込められていたのか、ムササビ怪人の身体は横へ吹っ飛ぶとビルの壁面にぶつかってぱぁんと軽やかな音を立てた。

　熟したトマトを全力でぶつけたような最期である。

　上総はムササビ怪人の染みから目を逸そらすとよく血を吸ってパンパンになった蚊が壁に叩きつけられたさまを想起しゲッとばかりに舌を出した。




　後刻──。

　上総たちは陰おん陽みよう機き関かん御ご用よう達たしである『カフェ・ボルケーノ』に移動すると、黒瀬に対して一連の事件にまつわる成り行きを説明していた。

「するとなにか。あのバケモノは今新しん宿じゆくで流は行やってるクリスタル・トリガーのせいだっていうのか」

　黒瀬は金のリングが嵌はまったゴツい指でグラスを揺らすとわずかに顔を歪ゆがめた。

「ええ、間違いないわね。機関の調査の速さと正確性は疑いようのないものだから」

　紅が冷たさすら感じる瞳ひとみで黒瀬の言葉に応こたえる。

「あのクリスタル・トリガーを使用することによって、人間はさっきあたしたちが戦った怪物へと変異を遂げる。まったく余計なおまけまでついてきて、大迷惑よ」

「にわかには信じ難がてェが──目の前に喋しやべるイタチを持ってこられちゃあ、降参するしかねぇようだな」

「だーかーら、オレはイタチじゃなくって由緒正しい管くだ狐ぎつねだっての！」

　管狐の外げ道どう丸まるはすでに情報解禁ということでテーブルの前でぴょんぴょん跳ねながら黒瀬に対して遺い憾かんの意を表明していた。

「ふん。アンタがイタチだろうがなんだろうが、とにかく新宿に顔が広い黒瀬さんの力を借りられるのであればこっちも願ったり叶かなったりってもんなの」

「オレの人権は？」

　紅がオレンジジュースをちゅーっとストローで吸い上げながらすげなく外道丸の意思表示を無視する。

「しかし、陰陽機関にバケモノ退治か。コイツはますますオレらの領分を超えてやがる。陰陽師だのモンスターだのはワケがわからん」

「その黒瀬さん。俺と紅もお遊び半分で首を突っ込んでるワケじゃないんです。さしつかえなければ、黒瀬さんがなぜ、アレを追っていたのか話してもらえませんか？」

「リュウでいい。その代わりといっちゃあなんだが、オレもおまえらを呼び捨てにさせてもらうからよ。第一、そこのメイドの姉ちゃんにゃ命を救ってもらったからな。こっちも腹割って話さにゃ筋が通らねぇぜ」

「はにゃー？　クリスは別にたいしたことはしていませんよう。どーも表が騒がしいと思ったら勇者さまたちが悪者退治をしていたので、ほんのちょびーっとお手伝いさせてもらっただけですし」

　すでにグレープフルーツジュースを飲み切り、ストローを包んでいた紙の袋に水滴を落としながらうにょうにょするのを眺めて楽しんでいたクリスが小首をかしげながら返答する。

「そういうわけにはいかねぇ。ま、ハッキリいっちまえば恥ずかしい話だが、オレは身内のケジメをつけるため、あの店を探していたんだ」

「えっと、じゃあリュウさんて呼ばせてもらうけど……あの怪物に心当たりとかあるんですか？」

「そういうわけじゃねぇんだが。まず最初に、オレが探していたのは桑原って男でな」

「黒瀬さん。あなたが探していたのは新宿四し鷹よう会かいの準構成員である桑原洋よう治じ。年齢は二十二歳。組内でご法はつ度とであったクスリに手を出したことで、あなたが直じき々じきに追っていた。それで間違いないわね」

　紅の言葉を聞いた途端、黒瀬の目つきがスッと細くなった。上総はホットコーヒーをスプーンで混ぜながら厚みを増した黒瀬の言葉をジッと待った。

「嬢ちゃん。人が悪いぜ。いつからそれを知っていたんだ……？」

「正確には今ね」

　紅はピンクケースに入ったスマホを片手でフリフリさせながら物憂げにいった。

　どうやら上総が危き惧ぐしていたようなスマホアプリで遊んでいたわけではなかったらしい。

「機関のデータベースにあなたたち四鷹会の動きを調べてもらったの。ま、かなり派手にやってたみたいだから、裏はすぐに取れたわ。ああ、悪く取らないでちょうだい。別にあなたの存在を馬鹿にしているわけでも下に見ているわけでもない。あたしたちが追っているのはクリスタル・トリガー。あなたが追っていた桑原という男も、そしてさっきのムササビもどきも、それが事件の根底にある。なら、あたしたちは互いに協力もできるんじゃないかしら。新宿に肥ひ沃よくなシマを持つ四鷹会と組むのこちらとしても悪くないわ。そちらも怪物に関する機関の情報は必要でしょう。そうよね？」

「ずいぶんと頭が切れるんだな」

「そうでもなくってよ」

　黒瀬がいうと紅は素そっ気けない態度で返す。

「あー、悪いなリュウさん。紅のやつは対人経験不足で、どーも礼儀とかに疎うとくってよ」

　上総がヘコヘコ頭を下げる。

「そそそ、オレっちからもよくいって聞かせるんで、今日のところは勘弁してくれよう」

　外道丸は紅の頭の上に乗っていった。

「はーなーせーっ！　なにすんのよっ！」

　上総と外道丸に頭を押さえつけられながら紅が「うぐぐ」と呻うめく。

「うるっせ！　だいたいおまえは口の利き方を知らねーんだよっ」

「紅ー。これから協力関係を結ぼうって相手にそりゃないだろってオレは思うー」

　先ほどまで黒瀬の全身の筋肉を覆っていた異様な強こわ張ばりが取れて、空気がフッとゆるんだ。

「オレも余裕がなかったな。確かに嬢ちゃんのいってくれた情報で間違いない。オレはクリスタル・トリガーでキマっちまってた桑原だったものを以前に目にしているんだ──」

「もーう、手ぇどけろ！　って、あの怪物を以前にも見ているですって？」

　クリスは上総の手を叩くと素早くスマホを操作し電話をかけはじめる。

「はじめは単純に今、新宿で流行ってるヤクに手を出した桑原にケジメをつけさせるだけのつもりだったんだが。だが、ことはそう簡単じゃねぇってことがさっきのことでもようっくわかった。オレは歌か舞ぶ伎き町ちようの路地裏とヤクをさばいてるって噂うわさのクラブで、もう二度ほどありえないものを目にしている。一度目は、バケモノになっちまった桑原と、便所で泥みたいに溶けちまったクリスタル・トリガーの売人」

「そして三度目はクリスの──ああ、この子のストーカーをしていたメイド喫きつ茶さの常連の男ですね」

「上総。ストーカーくんは近ごろやたらと新宿をうろついていたって、同じ大学のゼミ生から裏が取れたわ。やはりクリスタル・トリガーのことを自慢げに話していたそうよ」

　スマホの通話を終えた紅がふぅと気だるげに息を吐き出す。

「やっぱ一連の怪物変化や人体融解事件にはクリスタル・トリガーが絡んでるんだな」

「ねぇねぇ勇者さま。私の本名とかぶっていてなんだかヤな気持ちですぅ」

「我慢しろよ」

「本名？」

　なぜか黒瀬が話題に食いつく。反応が得られたことがうれしかったのか、クリスはにぱーっといい顔で笑うとずいと前に出て自分の存在をアピールした。

「あ、リュウさま、リュウさま。私、クリスタル・ザラっていうんです。ザラ家の麒き麟りん児じってこう見えても故郷では知らぬものはいないほどだったのです」

「……そいつは、まぁ、夏場に消費されそうなもんだな」

「いや、ビールの話はしていないんだけどさ。リュウさんも相手にしなくていいから」

「で、黒瀬さん。あなた、あの場所でメイド喫茶探していたわよね。つまり、あのストーカーくんがクスリの常習者って情報でも得てたワケなの？」

「いや、違う。あの店には桑原の妹がバイトしてるって聞いてな。桑原は両親を早いうちになくしていてな。身内を順繰りに当たっていただけだ」

「その身内ってのはなんて子なんですか」

「確か、桑原の両親はあいつがガキだったころに離婚してて、桑原は父親が、妹は母親が引き取ったそうだ。だから苗字は別で、ええと、名前は、なんつったか、そうだ。りん。兎うさぎ島じまりんとかいったな」




「ん、住所は間違いなくここね」

　紅のスマホ地図アプリに従って上総たちは桑原の妹である源げん氏じ名なナホトカこと兎島りんの住むアパートにたどり着いていた。

　上総たちは『カフェ・ボルケーノ』で一旦解散すると最寄り駅で集合し、学生であるりんが在宅しているであろう早朝を狙ったのである。

　始発で動いたので道行く人もまばらである。上総は茶色の雑種犬を散歩させる老人に道を譲りながらグッと視線を上に向けた。

「日につ暮ぽ里りかよ……」

　上総は『グリモワールキングダム』で美麗なメイド服に身を包み、生き生きと働いていたりんの姿を目ま蓋ぶたに思い浮かべた。りんと目の前にあるアパートの雰囲気がそぐわないのだ。

　それくらいに、りんが住むアパートは華やかな都心にあるとは思えないほどの劣悪な部類に入るものであった。

「なによ上総。日暮里のどこが悪いの？　古来よりある繊維の街よ」

「いや、別に日暮里がどうこうってわけじゃなくてだな」

「兄さん、兄さん、紅ってば実は手芸が好きでよくひとりで買い物に来てんだぜー」

「余計なこといわないっ。それじゃあたしが寂しいやつみたいじゃない」

「酷ひどっ。オレってば真実を告げただけなのにィ！」

　紅がポカっと外道丸の頭を叩く。それを見ていた黒瀬があくびを嚙み殺しながら伸びた不ぶ精しよう髭ひげをゴリゴリと掻かいた。

「で、どーでもいいが、なんか人数が増えてるんだが」

「リュウさま、姫さまを仲間外れにしちゃイヤン、なのです」

「ですわ！」

　黒瀬の大きな背に隠れるようにしてクリスとリリアーヌが元気いっぱいの声で答えた。

　もちろんのことクリスはメイド服でリリアーヌは純白のドレスを纏っている。

　普通の住宅が密集する地域では異質過ぎた。

「すまないリュウさん。こいつらどーしてもついて来るって聞かないもんで。ただ、腕のほうは知ってのとおり相当に立つから」

「そういえばそっちのお姫さまもラーメン屋で会ったな。まあオレとしては目的が果たせりゃんなんでもいい」

「んんーっ。ついに大捕り物ですかーっ。わたくしの腕が鳴りますわよ！」

「姫さま姫さま、クリスも及ばずながらお手伝いしますーっ」

　リリアーヌはグッと両腕に力を込めて気張っている。クリスはクリスで意外に素早い正拳突きをぼひゅっぼひゅっと繰り出しながら構えを取っていた。

「……それじゃあ姫さんたちはウチのもんと外回りを張っててもらえねーか。万が一に備えてだ。オイ」

　黒瀬が目配せをすると、舎しや弟ていらしき男たちが四人ほど無言で散ってゆく。全員が二十代前半と若く、服装もいたってシンプルなのはその筋の者であることを隠すために黒瀬が指示していたのだろうが滲にじみ出る暴力の気配のようなものは消せていなかった。

「上総。オレの顔見たら桑原の妹は通報しかねない。おまえが先に行ってくれ」

「おう、任せてください」

「あら、よかったじゃない上総。アンタの顔ならなにかあっても手配書作りにくいでしょうしね」

「なにがいいたいんだよ、紅」

「人畜無害だっていってるのよ」

「……自分は人畜有害のくせに」

「……」

「いでっ。無言でケツを蹴るなよっ」

「兄さんも紅もよう。黒瀬のアニキが呆あきれて見てるぜー。オレっち恥ずかしい」

　上総はブツブツ文句をいいながら部屋のブザーを鳴らした。味も素っ気もない音が鳴るが室内からは誰も出てくる様子がない。上総が一種常識外れともいえる紅たちの暴走じみた朝駆けを止めなかった理由のひとつには、りんの身の安全を図る必要性を感じたことにあった。使用したことによって人体を人間ならざるものに変えることができるクリスタル・トリガーの存在。四鷹会の準構成員であり今や追われる身となった桑原洋治の妹であれば立ち寄っている確率が高い上に、なんらかのゴタゴタに巻き込まれている可能性も高かった。

　昨晩の黒瀬の話からすると、桑原洋治は自分の身の上をまったく話そうとせず、そのため四鷹会として、まず最初にやらなければならなかったのはクリスタル・トリガーの売人を抑えることであった。よって桑原の妹であるりんの存在はある意味盲点であった。

「出ないわね」

　紅がふむんと小首をかしげ不満そうに鼻の頭へシワを寄せた。

「……リュウさん。桑原にはほかに立ち寄りそうな友人とか恋人とかいなかったのかな」

「最初に組員のヤサ。次にアイツの女だったキャバ嬢に当たった。けどな、そもそもが一緒に暮らしてた女ですら桑原が誰かと連絡を取り合ったりしている場面を見たことは一度もなかったといっていた。アイツはとにかく陰気で組内でもロクすっぽ口を利こうとはしなかったが、いいつけだけはよく守ったからな」

　黒瀬は桑原の名誉を傷つけないようにして、上総たちに人となりを説明した。上総はその風貌に似合わぬ細やかな神経に好感を抱く。

（きっと、こういう部分が人を惹ひきつけるカリスマってやつなのかな？）

「ふぅん。桑原って人、上総と同類じゃない。でも仲よくはできなかったんじゃないかしら。似た者同士は反発し合うっていうし」

「俺はすっごく社交家だと自分では思ってるんだが」

「それは、錯覚」

「そんな……？」

　話している最中に室内でガタガタと物が動く音が聞こえた。ガチャと小さく扉が開くとドアチェーンとの隙間に兎島りんの警戒しきった瞳が光っていた。

「よ──どわあっ！」

　上総が自分のことを覚えているかと、まずそこから話をはじめようかと唇の口角を上げるなり、素早くドアが大きく開いた。次いで外されたチェーンから現れたほっそりとした腕に電光石火の勢いで内側に引っ張り込まれた。

「は？」

「上総？　ちょっと上総！　アンタなにやってんのよおおおっ」

　バタンと閉じられたドアの向こう側で紅の間抜けな声がくぐもって響いた。上総は勢いよく引かれたことでバランスを崩して土間に顔を埋うずめる形で突っ込んだ。

「あ、あのなぁ。なにすんだよ……って！」

「アンタ、あのヤクザたちの仲間だったのね……！」

　ひたり

　と首筋に冷たい刃物の感触を覚え背筋に嫌な汗が流れた。

「騙だましたな騙したな騙したな騙したな──！　いい人だと思ったのに。あんたを一瞬だけでもカッコいいって思っただなんて、あたしは自分で自分が許せないっ」

「わ、ちょっと待った。ウェイ、ウェイ、ウェイトぉおお！　俺は君を助けに来たんだ──ッ！」

「助け──？」

　必死な叫びに一瞬だけ包丁を持ったりんの集中力が途切れる。それを見逃す上総ではない。素早く中指と人差し指だけで首筋に添えられた包丁を摑つかみ取った。それから刃の中央と先端を指先で持つといとも簡単にへし折った。

「え」

　登校の準備をしていたのか制服姿のりんが固まった。あたりまえである。プレスで打った大量生産品の文化包丁であっても、まるで漫画のように指先だけで真っ二つに割ることなどできるはずがないのだ。だが割れた。現実問題として上総は割って見せた。

　敵対心、恐怖、怒り、混乱などあらゆる負の感情で覆い尽くされていたりんの心中に一片の隙が生じた。

　そこに上総は

　するり

　と入り込むような笑みを不器用に浮かべた。

「とりあえず話だけでも聞いてもらえないかな？」

　──特に笑うということが得意なわけではない。

　上総たちがりんを訪ねたのはクリスタル・トリガーによって生じた危険から保護する意味合いもゼロではないが、基本的に仕事に関しての手前勝手な理由が大きい。

　だが、上総は目の前で怯えた子ウサギのように震えているりんを見たときに、調査の意味合いだけでは割り切れない感情が確かに生まれていた。

　ドアの向こうではノックする音が徐々に大きくなり、狼ろう狽ばいしきったような紅の声が大きくなる。

「ちょっとお！　アンタ、ここ開けなさいよーっ。上総、もしかしてその子の弱みにつけ込んで朝っぱらからいやらしい真ま似ねしてるんじゃないでしょうねーっ」

「ええっ。それは本当なのですか、クレナイさま？　ゆ、ゆ、勇者さまの色情魔！」

「カズサさま？　もしそういった劣情を催したのであるならば、不ふ肖しようこのわたくしが王家の誇りにかけてすべて受けとめて見せますからお気を確かにーっ！」

「わああっ。紅もみんなも朝からご近所さんに聞こえるようなこと叫ばんでくれよーっ。オレっち恥ずかしくて顔から火が出そうだぜえええっ」

　紅たちはいつもどおりの平常運転だ。

（つーか、普通に恥ずかしいんだが）

　上総はドアを激しく蹴り上げるたびに鳴る音に無常を感じた。

「……ちょっと警察に電話していいかな。表で不審者が騒いでるって」

「え、え」

　りんはとまどいながら青筋を立てて静かに怒る上総の顔をジッと見つめていた。




「ふうっと。とりあえずはこれでよし、と」

　上総はＬＩＮＥで紅に、一同外で静かに待機するよう命ずるとようやくひと息吐ついた。

　耳を澄ませればドアの前で息を潜めている少女たちの気配が強烈に伝わってきたので、とりあえず離れて部屋に上がる。

「で、だ。こっからどうするかだな」

　部屋の隅でくまのぬいぐるみを抱えたまま怯えているりんの姿が目に映った。メイド喫茶では明るくはきはきした接客を行っていた彼女は不審の籠こもった目で上総を見つめていた。どうやらりんは恒常的に兄である桑原関係のいざこざに苛さいなまれて育ったらしく、隙間から見えた黒瀬の姿を異様なまでに忌き避ひしていた。

「来るなっ」

「お、落ち着けって。俺のこと覚えてるか？」

「ヤクザの仲間」

「違うって」

「じゃあ首謀者？」

「あのなぁ」

「あたし、身体を売ったりなんて絶対しないんだから」

「はぁ？」

「人のいい振りをしておいて、あたしが隙を見せたらガブッといくつもりだったんでしょう。最初から。知ってるんだ。アンタみたいな人畜無害を装った草食系ほど鬼畜なぷれいを好むって……兄さんがなにをしたかなんて知らないけど、あたしが、あたしがそんなことの尻しり拭ぬぐいなんてする責任まったくないんだから……」

「とりあえずいっておくけど、俺は君に兄さんの肩代わりをさせるために朝っぱらからやってきた借金取りでもヤクザもんでもないから安心してくれ」

「じゃ、じゃあ、なんなのよ……」

「うん。とりあえずなにから話せばいいか」

　アパートの部屋は和室であった。張替えを随ずい分ぶんと行っていないのか畳はかなり古びていたが、手入れは行き届いていた。りんは立っている上総に向かって座布団を差し出して来る。その挙動はしつけが行き届いており、家の貧しさを補ってあまりある高い品性を上総に感じさせた。

（俺は招かれざる客だってのに。やっぱ、この子いい子だな）

「ども、ありがとな」

「ん。別に、このくらい……」

　上総が座布団に座るとりんは素早く席を立ってちゃぶ台に飲み物を入れたマグカップを用意した。アニメ調の猫や犬が踊っているいかにも若い少女が好みそうなかわいらしいものだ。

「あの、アイスコーヒー嫌いだった？」

　上総が黙ったまま正座していることを、出した飲料が口に合わないからかと、りんが心配して聞いてくる。

「あ、いや、そんなことないよ。いただきます」

　喉が渇いていたのでやたらに美お味いく感じる。上総が喉を鳴らしてグビグビとアイスコーヒーを飲み干すと、りんが無言でタバコ盆を脇に寄せてきた。

「俺は吸わないから。──そうか、来ていたんだな」

　上総がサイドボードに視線を向けると、わずかに地方の土産みやげであろう民芸品で隠してあるが、少年と少女が仲よく笑っている海での写真があった。満面の笑みで拾った貝殻を手にしている少女のほうはりんであろう。

（と、すると純じゆん朴ぼくそうな少年が昔の桑原か──）

　りんは上総が写真立てに気づくとカッと頰を赤くし視線を逸らした。

　紅の調査情報からりんの家が母子家庭であることはわかっていた。彼女の養父は三年ほど前に鬼籍に入っていた。

　そしてこの部屋に入ってすぐであったが、タバコのにおいが確かにあった。

（メイド喫茶で彼女が接客していたときはタバコのにおいはまるでしなかった。常習的な喫煙者は隠せたと思っていてもタバコの臭気はそう簡単に隠せるようなものではない。となれば、決めつけではあるが部屋に残っているタバコのにおいは、すなわち、桑原洋治のものと考えられる）

「決めつけられるのは好きじゃない。もしかしたら、あたしの彼氏が喫煙者かもしれないじゃない」

　りんは形のよい唇を吊つり上げてわざと意地の悪い表情を作ろうとしていたが、失敗していた。上総から見れば、りんはどこか泣くのを我慢しているように見えた。

「それはないね。だいたい君は噓を吐くのが下手すぎる」

「噓なんて吐いてない！」

「少なくとも動揺はしている」

「してなんかない！」

「自分じゃわからないだろうけど右目蓋がかなり痙攣してる。視線もやたらとキョロキョロしてるし、呼吸もわずかに荒くなった。それにさっきから頻繁に口元や髪を触っている。少なくともこの話題に強いストレスを感じている」

　りんは上総にいい込められたのが不満なのか、ぷくっと頰をふくらませそっぽを向いた。

「すまない。まず最初に謝らなきゃいけないよな。ほとんど初対面の俺が朝から貴重な時間を使わせてしまってすまなかった。その上で、本当に申し訳ないんだが、あと十分ほど時間を俺にくれないだろうか。これは、君の安全にかかわる話なんだ」

　ぐいと頭を下げてりんの瞳を真まっ直すぐ見た。まず、人間として向き合わなければ話にすらならない。彼女の瞳は未知のものに出会ったかのように、震えていた。




　上総は今現在新宿で蔓延はびこっているクリスタル・トリガーの話を、かいつまんでりんに聞かせて、彼女の兄である桑原洋治の居どころを訊たずねた。

　無論、その薬の効果である怪物変化に関しては濁してだ。りんは苦虫を嚙み潰したような顔をすると無言で首を左右に振った。

「俺は君のお兄さんの組とは関係ないが、理由があって彼に会わなければならない。それにこのまま放っておいたら、君のお兄さんはますます悪くなってゆくだけなんだ」

「確かに、兄さんは体調が悪そうだったけど……自分が今どこでどうしているかとか、そういうことは全然教えてくれなかったわ」

「うーん、そっかぁ。そうだよなぁ……」

　聞いておいてなんだが、追われている桑原が立ち寄り先の妹に自分の潜伏先を教えるはずがないのだ。

「じゃあ、アレだ。ヒント。なんかヒントみたいなワードを残していかなかったかな？」

「さあ。兄さんはあたしに調子はどうだ、とかそういった世間話程度のことしか喋らなかったし、訪ねて来ていくらもしないうちに、そこでゴロリと横になって寝てしまったからわからないわ……」

「んー、だよなぁ……」

　両腕を胸の前で組んで唸る。もしかしたら都合よく、次のステージに進む手がかりなどが聞き出せるかと淡い期待があったのだが、現実はそんなに上手くはいかない。上総が天井を向いたまま唸っていると、りんはぷっと小さく吹き出すと笑っていた。

「な、なんだよう」

「だ、だって、あなたあたしのいったことぜんっぜん疑わないんだもん。それで本気で考え込んでるのが、なんか、笑えて」

「え、え？」

「兄さんもお人好しだったけど、あなたも相当なものよね」

「あのなぁ」

　ふたりの間に和なごやかな空気がふわっと流れ出た直後にそれは起きた。

　早朝の住宅街に似つかわしくない男たちの怒号と悲鳴がドッと上がった。

「な、なんだ！」

　立ち上がりざま上総は全身が総毛立つのを感じた。間違いなく、尋常ではない邪気が表に立ち込めている。ものが強力な力で破壊される音が響いて、散発的に放たれた銃声まで聞こえてきた。

　そう思った瞬間、奥の窓ガラスが粉こな微み塵じんに砕くだけて黒い塊かたまりが上総目がけて突っ込んできた。

「くっ──」

　咄とつ嗟さに顔の前で両腕をクロスさせて直撃のダメージを減らすため、腹部へと魔力の薄皮を張って防御する。

　どずん

　と巨大な鉄の塊のような体当たりに上総は小さく呻いた。咄嗟に防御陣を張らなければ生身のままでは悶もん絶ぜつコースであろう直撃弾である。上総はそのまま後方へ吹っ飛ばされながらドアごと玄関前の廊下へと弾はじき出された。古めかしい玄関扉が楽々とふたつ折りになる強烈な衝撃だった。

「ぐ」

　上総は廊下の鉄柵ごと宙に舞った。

　──このまま急降下し地面に叩きつけられれば重傷だ。

　瞬時にそう判断した上総は突っ込んできた黒い塊を蹴り飛ばした。どうにか距離を取ってトンボを切り地上に着地する。

　さすがにこれだけの猛烈な攻撃を喰らっては無事ではすまない。激しく咳せき込こみながらその場に片かた膝ひざを突く。

「上総、大丈夫っ？」

「カズサさま、お怪け我がは──！」

　アパート前では紅たちが待ち構えていた。

「平気だ。って、こりゃあなにがあったんだよ」

　上総が驚くのも無理はない。あたりには傷ついた黒瀬の舎弟たちが、あちこちに倒れていた。

　離れた場所で拳銃を手にした黒瀬が肩を荒く上下させていた。額がザックリ割れているのか顔の右半分が血に染まっている。

「リュウさん──！　その怪け我がはッ」

「オレはなんてことねぇ。それよりも上総っ。上だ！」

　上総は黒瀬の言葉を聞くよりも早く、上空から急降下して来る存在に向かって素早く着ていた上着を投げつけた。

　それが一瞬の目め潰つぶしになったのだろう。わずかではあるが黒い塊が怯ひるむ。上総は身体をたわめて跳躍すると五メートルほどの高さで敵を迎撃した。

　右足をしならせて蹴りを放つ。スーツの上着に絡まった塊に魔力で強化された上総の右足が深々とめり込んだ。

　げえっ

　とカラスが呻くような声がして黒い塊はアパートの屋根へと逃げた。

「逃がすかよ」

　上総は鉄柵に片足をかけると敵を追って屋根へと飛び移る。

「おまえは……！」

　──それは早朝の住宅街にふさわしくない異形の怪物だった。

　身長は二メートルを超えているだろう。爬は虫ちゆう類るいのように全身が黒い鱗うろこでびっしりと覆われている。頭部はカモノハシのようにくちばしが平べったく大きいが、そのファンシーさと全身から放射されている邪気がアンバランスで不気味さに拍車をかけていた。

　上総はこのような事態で、今更我を失うような男ではない。問題は、目の前のカモノハシ怪人が小脇にりんを抱えていることだった。

「その娘を放せ」

　言葉をかけると同時にカモノハシ怪人はガルバリウム鋼板の屋根をめきりと凹へこませながら逃走を開始した。

「あ、待てよ、この──！」

　砕けて飛び散る鋼板の破片をかわしながら追撃がはじまった。上総は超人的な身体能力を駆使して怪人を追いかけて跳ぶ。

　カモノハシ怪人はその巨体からは想像もできぬ素早い動きで住宅の屋根から屋根へと飛び移りながら凄まじい勢いで移動してゆく。

　跳躍。

　跳躍。

　跳躍──。

「ほっ、とっ、たっ、あ──やべっ！」

　元勇者である上総はバッタのような跳躍力で逃げる怪人を追うのだが、悲しいかな、そこに人間の限界がある。カモノハシ怪人は足裏に無数の突起があるので屋根に飛び移ったとき、しっかりと重心が固定されるので体幹がブレることがない。一方、上総は通勤用の革靴なので、着地するたびに身体が斜めになり屋根からすべり落ちそうになる。

　苔こけの生えた屋根瓦をすべりながら雨どいまで落ちると、無理な態勢で踏ふん張ばって跳ぶので自然に差がついてゆく。

「てか、ピョンピョンピョンピョン跳ねやがって！　南なん京きん虫むしか、テメェは！」

　上総はガガガッと屋根を駆け下りながら宙に舞った瓦を摑んで魔力を込め、前方をゆくカモノハシ怪人目がけて投げつけた。

　魔力を帯びた瓦は放物線を描いて飛翔すると三十メートルは先行していた怪人の左肩を直撃した。

　ただの瓦ではない。魔力でコーティングしているだけあって刃物のようによく切れる。バッと赤黒い血ち飛沫しぶきが舞って怪人の動きが止まった。

「つーわけでサーバルちゃん、君に決めたっ！」

　上総は前回秋葉原ダンジョンのガチャガチャマシーンで手に入れた『リーゼントアニマルシリーズ』の『サーバルキャット』を繰り出した。

　このカプセルトイに封じ込められた獣は、某ポケッ○モンスターのように主人の意志によって放たれ戦闘の手助けをしてくれるお役立ちアイテムである。

　大きな耳が特徴で全身に黒い斑点があるサーバルキャットは素早くカモノハシ怪人の目前に立ちふさがると牽けん制せいのため鋭く吠ほえた。

　魔獣の範はん疇ちゆうにあるサーバルキャットは当然ながら跳躍力を含めたあらゆる身体能力が強化されており、足場の悪い屋根の上も自由自在に動ける。このような生物を見慣れていない怪人は無理な戦闘を嫌ってか、ついには地上へと飛び降りた。

「今度は下かよ。絶対に逃がさないからな」

　上総は十メートルを超えるであろうマンションの配管を直滑降で駆け下りながら車道を走ってゆくカモノハシ怪人を追跡する。

「おわっ、なんだ！」

「バケモンだよ！」

「どわーっ。あぶねえええっ！」

　通勤時間帯が幸いしたのか広い車道には速いスピードの車はない。

　ノロノロと渋滞で留まっていた車両が駆けてゆくカモノハシ怪人の餌え食じきとなった。

　やわらかいボンネットの上を怪人が乗り降りするたびに、ドライバーや街の人々が騒ぐ。上総とサーバルキャットもカモノハシ怪人を追って駆けるが凹まされた車両の上をさらに行くのはさすがに気の毒で気が引けるのでわずかにスピードは落ちた。

「えへへ。すいませんね」

　綺麗に磨き抜かれた国産高級車のドライバーに愛想笑いをしながらぴょんぴょん跳ねてゆくとカモノハシ怪人は次第に日暮里駅へと進路を向けた。沿道の通勤者たちはにわかに起きた上総たちの活劇を好機とばかりの勢いで盛んに撮影している。

（こりゃあとで絶対ＷＥＢに流されるな。あとで紅に情報統制してもらわんと）

　ついに上総は日暮里・舎人とねりライナーの高架上へと跳び上がった。

　カモノハシ怪人は小脇に抱えていたりんをその場に横たえると、巨大なくちばしを二度三度開閉して虚うつろな目で上総を見た。

「桑原洋治か？」

　当て推量であるがカモノハシ怪人──桑原は注意していなければ気づかない程度にうなずいた。

「その子はおまえの妹だろう。一体どこに連れてゆくつもりだったんだ」

「──黒瀬の兄貴には悪いことをした」

　その姿形からは想像しえない極めて理性的な声だった。

「よくやった。戻れ」

　上総はサーバルちゃんにカプセルトイを向けて念を込めた。カプセルから青白い波動が流れてサーバルキャットの身体に降りかかる。次いで獣の身体は光とともにカプセルに戻った。上総は桑原から視線を切らずに一連の動作を行うと、いつでも攻撃に移れるよう半身を開いた。

「俺は雪ゆき村むら上総。ちょっとした縁があって今回の事件にかかわらせてもらっている。なぁ、桑原さん。アンタをそんなふうにしてしまったのは、やっぱりあの薬なんだろう」

「そうだよ。クリスタル・トリガーのせいだ。僕だって、はじめはこんなものを使い続けるつもりはなかった。ただ、四鷹会のシマで中国人とやり合った際に下へ手たを打ってしまって、気づけばヤクを決められてこのありさまだ。なあ、知ってるか。コイツを打つとな。頭ン中がぱぁーっとするんだ。真っ白な花火で自分のすべてが埋め尽くされて、嫌なことぜーんぶ忘れられる。トリガーだよ。頭の中で強烈な銃をぶっ放すんだ。何度もやめようと思ったけど、ああ、この快楽を知っちまったら、もう無理だな。ホント、兄貴には悪いが……僕はもうそっち側には戻れないって伝えてくれ」

「りんは、アンタの妹だろ。どうするつもりだったんだ」

　上総が訊ねると桑原はぐっと激しく呻き右腕で自分の頭を摑んだ。

「──声がするんだ。良質なマナを集めろって……この声には……逆らえないんだ……誰を連れてゆけばいいかは……声が教えてくれる。それに、マナを集めれば、また、またクスリが……もらえもらえもらえ、もらえ、もらえるんんだあああっ！」

　異形の怪物と化した桑原は途方もない大声で叫ぶと右腕を振りかぶって襲いかかってきた。

　振り下ろされた桑原の右腕が、シオマネキのように一瞬にして巨大化した。

「ぐっ──！」

　上総は打ち下ろされた右拳を寸前でさけると、桑原の左に回ってガラ空あきの脇腹へと右ストレートを叩き込んだ。

　魔力でコーティングされた上総の突きは桑原の巨体を軽々と浮かせて五メートルほど後方へと吹き飛ばした。

（カテぇ。鋼鉄を殴りつけたみたいだ。クソ、こっちはおもクソ魔力を込めてるってのに）

　上総は見かけは細いが拳は下手な力士やレスラーよりもはるかに大きい。握り込んだ拳げん骨こつはコンクリートくらいは軽々と砕くが、強化された桑原の硬度の方が勝っていた。

　思考する暇を与えない動きで後退した桑原が再び突っ込んで来る。

「勝負ってのはな、力や重さだけじゃ決まらんぜ」

　上総は右拳に刺さった桑原の全身を覆っている鱗を引き抜くと不敵に笑った。

　桑原は一気に距離を詰めると、今度は両腕で摑みかかってくる。

　逃げずに迎え撃った。

　だんっ

　と高架を蹴って自ら突っ込む。

　上総は桑原の懐に入り込むと半回転した。

　左手で桑原の右手首をがっしり摑み、右腕をかける。

「うおおおおっ」

　上総は一本背負いの体勢になると勢いを利用して投げを打った。

　桑原の巨体は地響きを立てながら高架に叩きつけられると、二度三度跳ねてはるか前方へと転がってゆく。

　破壊されたコンクリ片や砂すな埃ぼこりが濛もう々もうと立ってあたりに白い霧きりを作る。

　上総は追い打ちをかけるように吹っ飛んだ桑原へと飛び膝蹴りを放った。

　仰向けになったままの桑原はなんの防御姿勢も取ることはできない。そもそもが過剰なダメージで一時的にスタン状態に陥っているのだ。真っ黒な瞳。強烈な怯えが見えた。

　情なさけ容よう赦しやなくダメ押しの一撃を叩き込んだ。上総は桑原の鳩尾みぞおち目がけて膝を叩き込むと、絶叫を聞きながらチョークスリーパーに移った。

　上総のシャツがみちみちと膨れて今にも破れそうになる。桑原の巨木を思わせるような太い首に回された腕が一気に絞り上げられた。

「むん」

　桑原が巨大な腕を以もつてして上総を引っぺがそうとするが、万力のように食い込んだ上総の腕がギリギリと喉を締め上げているために普段の半分の力も出せないのだろうか、状況は変わらない。

　さらに力を込めようと上総が右腕を引き上げようとすると、桑原の首は前触れもなく、

　ずるり

　と落ちた。

「どわっ！」

　さすがの上総もこれには驚いた。しまった、力を入れ過ぎたかと後悔する暇もなく桑原は軽やかに立ち上がった。

　確かにカモノハシそっくりの首は落ちたのであるが、それは昆虫が変態するために残した抜け殻のようなものだった。

　桑原の顔は剝むきたての玉子のようなものに変貌していた。

　目鼻はなく、人間の皮を剝はいだ形相で桑原は上総をひと睨にらみすると口元からぶっと黒い墨すみのような液体を吐き出した。

「ぐっ。こ、こりゃなんだっ」

　液体は高架上に散らばると、真っ黒な霧を濛々と立ち昇らせ上総の視界を封じる役目をした。遁とん走そうする前準備だ。

　ぬっと黒い霧の中から長い腕が伸びる。りんを奪われてはならじと上総は素早く手刀を叩きつけて桑原の右腕を切って捨てた。

　耳じ朶だを打つ激しい叫び声とともに高架を揺らしながら遠ざかってゆく気配を感じた。

「逃がしたか」

　上総は横たわったりんを抱え上げると桑原が去っていった方角をどこか物悲しげな瞳で見つめた。




「ま、逃げられちゃったものは仕方ないわね。考えなくちゃいけないのは、これからのことよ」

　紅はそういって湯のみを分厚いガラステーブルに置くと、物憂げな表情でしきりに自分の髪をいじっていた。

　場所は新宿にある四鷹会の事務所である。いかにもなその筋の一室で上総たちは黒瀬とこれからのことを話し合っていた。

　日暮里で怪人と化した桑原を撃退した上総たちは、警察が到着する前に手配したバンでその場をあとにしていた。

「嬢ちゃんのいうとおりだ。オレたちは後手に回り過ぎた。これからはこっちから攻めてかにゃあならないだろうな」

　黒瀬はごつい指で額に巻いた包帯を鬱うつ陶とうしそうに触っていた。上総が、うわぁ痛そうという目で見ていると黒瀬ははみ出した血の塊を削り落としている。顔を顰しかめているところを見ると、かなり深く切れているのだろう。

「で。なによ上総。さっきからやたらにキョロキョロしてるけど」

「そうですよー。勇者さまも、お茶をお飲みになって落ち着かれてはいかがですか」

「このカントリーモアム、とっても美味しいですわ」

「あ、あのなぁ。ここは組事務所だぞ。おまえらも少しは緊張しろよ」

「アンタビビり過ぎ。どんだけ肝が小さいのよ」

「うるさいな。俺は小市民代表なんだよ……」

「勇者さま、クリスにはこのお部屋、いたって普通に見えるのですが」

「雰囲気だよ、雰囲気」

「ま、そう固くなるなよ上総。ここが組事務所だからってなにがどうってわけじゃねぇ。表向きは普通の会社として登録してあるわけだ。別段どうってことはない。オイ」

　黒瀬が声をかけると扉の前で控えていた舎弟の山やま本もとが礼儀正しい動きで空からになった上総の湯のみに茶をそそいでゆく。上総は愛想笑いをしながら山本を見るが、かなり深い鬼ゾリの入った髪形を別にすれば堅気の人間と変わった部分はないように思えた。

（にしても、こんなとこでのんびりお茶飲んでていいのかな）

　ずずっと音を立てて上総が茶を啜すすると対面のソファに浅く座っていた紅がキュッと眉を寄せていった。

「兎島りんは機関の本部で匿かくまっているから大丈夫。変異体の桑原洋治はアンタがたっぷり痛めつけたんなら、すぐに再襲撃はないわ。あたしたちはこれから黒瀬さんと相談して新宿でクリスタル・トリガーをバラ撒まいている大本を探し出すのが先決よ」

「それは確かにそうなんだが──」

　リリアーヌから差し出されたカントリーモアムを受け取った瞬間、階下から男たちの叫びが響き渡った。

「な、なんだ、なんだ？」

「騒々しいですわ」

「姫さま、これが噂の喧嘩でいりってやつです！」

「黒瀬さん、状況を」

　上総たち異世界組が慌てふためくのと対照に紅は落ち着き払った態度でいった。

「おい、ちょっと見てこい」

「は」

　舎弟が外へ出ようとするよりも早く、もの凄すごい勢いで銀縁眼鏡めがねをかけたパッと見は都市銀行に勤めていそうな男が飛び込んできた。

「若わか頭がしら？」

　部屋に飛び込んできた男は四鷹会の若頭である及おい川かわだった。続いて及川の世話係である武む藤とうが部屋に入って厳重に施せ錠じようする。これはただごとではないと感じて上総はソファから腰を浮かせた。

「黒瀬ェ！　一体全体こりゃあどういうことになってやがるんだ！　表をワケのわからねぇ連中が囲んでやがるぞ！」

　及川は客人である上総たちの目の前にもかかわらず、黒瀬の胸元に摑みかかると血相を変えて怒ど鳴なった。

「ちょっと待ってください。とするとウチの組がよその組からカチコミを喰らったってことですかい？」

「そうじゃねぇ、そうじゃねぇが。とにかく見たほうが早い！」

　上総は黒瀬や及川と連れ立って窓際に移動した。外からの攻撃をさけるため、五階の部屋はブラインドを下げてある。目め敏ざといクリスが先んじてブラインドを巻き上げると階下の情景が一同の目に晒さらされた。

　深夜の新宿である。

　しかも週末であるならば、多少の人込みはあたりまえの光景ではあったが、四鷹会ビルの玄関口はさながらゾンビ映画の冒頭シーンのように群衆であふれ返っていた。

　事務所は日本有数の繁はん華か街がい歌舞伎町の近くである。その事情を考えても道路の敷石が見えないほど人が密集しているのは異常事態だ。

「今日はなにかイベントでもあったか？」

「いえ、聞いておりませんが」

　黒瀬が舎弟に訊ねるが当然そのような話はなかった。上総は眼下の群衆から放たれる鬼気に魔術的要素を感じわずかに表情を曇らせる。

「リュウさん。アイツら普通の人間じゃありませんよ」

「──なら、下のやつらはそっち関係ってことなのか」

「おまえたち呑のん気きに喋くってる場合じゃねぇぞ！　様子を見に行った組の若いもんが袋叩きにされたんだっ。おれらの組が的まとにかけられてんのは明々白々じゃねぇか！　黒瀬もとっととアレをどうにかしろやっ」

「若頭、とにかく落ち着いてください。オレたちでなんとかしますんで」

「よりにもよって、なんで頼りになる幹部たちが出払ってるときにこんなことが起きんだよォ。ついてねぇ……えひんえひん」

　及川はヤクザのくせによほどメンタルが弱いのか、机に両腕を突いて泣きべそらしきものをかきはじめた。そのあまりの情けなさに母性本能が刺激されたのかリリアーヌが慰めに入る。

「組長さま、お気を確かに持ってください。わたくしたちにはカズサさまがついていらっしゃいますわ」

「姫さま、この方組長さんじゃございません。若頭さんですよう」

　メイドのツッコミはさておき。

　高齢の組長が半ば引退同然の四鷹会では、黒瀬直属の上司に当たる若頭の及川が実質上のトップであった。

　だが、及川はいわゆる資金集め得意でのし上がった経済ヤクザであり、こういった事務所襲撃などの荒事にはまったくの不向きである。

　まとめ役で事務所の各種処理を請け負う本部長の新しん藤どうがこの場に不在の今、現場に出て迎撃の総指揮を執とれるのは黒瀬しかいなかった。

「情けないわね、ヤクザのくせに。アンタがここの頭なら若いもんの先頭に立ってワケのわからん連中をどやしつけてやればいいじゃない」

「く──紅さぁああああんっ？」

　紅がネイルの具合を確認しながらつまらなそうにいった。上総がまるで物もの怖おじしない彼女の暴言に激しく動揺して叫ぶ。

（ちょ──ここはヤクザの組事務所なんですよ？　言葉を選んでくださいよおおおっ！）

　実際、元勇者である人間兵器の上総からしてみれば日本中のヤクザが総まとめで襲ってきてもたいした脅威にはならないのだが、それはそれとして幼少期から『ヤクザ＝恐怖』のイメージが刷り込まれているのでこのような過剰反応になってしまうのである。

「ぷ。なにアンタ面おも白しろい顔してんのよ。なんか笑えるんですケド」

　紅が上総をからかっていると、黒い陰いん鬱うつな妖気を纏った及川がゆらりと立ち上がった。

「姉ちゃんよう、退たい魔ま巫み女こだかお役人だか知らねえがおれを誰だと思っていやがる」

「喧けん嘩かの弱いヤクザ」

「ちょ──！」

　上総が奇声を発する。及川は机の上にだんっと足を置くと叫んだ。

「あー、そうだよっ。おれは喧嘩が嫌いな現代のヤクザだよ！　いっつもことあらば銭と黒瀬に頼って解決してきたんだ。そして、そいつはこれからも変わらん。未来永えい劫ごうにな。正直、クリスタルなんちゃらっていう新種のヤクなんざどうでもいいが、ここまで組の看板に泥塗られて黙って引き下がれるかってんだ！　──てなわけで、あとは頼むぞ黒瀬。おれは隠れる」

　及川はそういうとゴキブリのような動きで部屋中央のガラステーブルの下へと逃げ込んで丸くなった。

「若頭……」

　黒瀬がガックリと首を折ってうなだれる。上総は黒瀬の筋肉で盛り上がった広い肩をポンポンと叩いた。

「リュウさん。とにかく今は下のやつらをなんとかしないと」

　リリアーヌはポカンとした表情でテーブルの下で震える及川を見つめたあと、黒瀬に向かっていった。

「わたくし、正直に自分の弱さを認められる人間は偉いと思いますわ」

「姫さんにそういってもらえると、オレもいくらか気が楽だぜ」

「てか、アンタたちのコントなんてわりとどーでもいいんだけど。ホラ、そこの雑兵。状況を報告しなさい」

　紅はシュガーステックの袋を指揮棒のように動かして茫ぼう然ぜんと立っている武藤に命じた。

「う。それが、ついさっきですが、ビルの出入り口で妙な目をした堅気の兄ちゃんたちが棒切れやらバットやらを持って騒いでいたんで、軽く追っ払おうとしたところ、多勢に無勢ってやつで囲まれてタコ殴りに。なんとか逃げ出してここまで来たものの、ご覧のありさまなんで……」

　武藤がそこまでいうと黒瀬が肩を揺すって渋い声を出す。

「武藤よ。今、事務所に残ってるのは、おまえ以外に五人だけか」

「へ、へい。ただ、尾お関ぜきは半殺しにされたんで下の部屋で休ませてます」

「クソ」

　黒瀬の話によれば、今階下の最前線に残っているのが今いま井い、吉よし川かわ、原はら西にし、細ほそ野のの四人のみである。尾関は負傷により脱落。応接室にいる黒瀬と及川、それに若わか中ちゆうの武藤と山本を加えて総勢八名が、今現在における四鷹会の全戦力であった。

「手薄なところを狙って来やがったな」

「──あとの連中は新宿で例のクスリ探しを。連絡もしているんですが、どうも携帯に繋つながらないやつもいるんで」

「武藤よ。もし連絡がついたらそいつらには事務所に戻るなと伝えろ。二十や三十、外から集まったって相手がこれじゃあ焼け石に水どころかかえって危険だ。外のやつらは数百どころじゃねぇ」

　上総は鷹よりも鋭するどい視力で表の群衆をジッと凝視した。確かに黒瀬のいうとおり、外の人間たちは身体から発するオーラに色濃い魔力を帯びていた。魔力の質は異世界のものと同じ。これは明らかに、異世界側の者が操っている証拠である。それにこれだけの強いものとなると、いやでも先日に起きた秋葉原のダンジョンマスターレベルの敵が出現する可能性がチラついた。

「上総。どう考えても外の連中はオレたちと同業のもんじゃねぇな」

「ええ。どこでどう俺らのことを嗅かぎつけたかはわかりませんが、新宿にクリスタル・トリガーを撒いて、桑原さんやクリスのストーカーをあんなふうにした敵の黒幕の差し金と考えていいでしょうね」

「しかし妙だな。このビルはただのオートロックだ。なんでやつらはガラスをぶち破って無理やり入って来ねえんだ？」

「黒瀬さん。それはあたしがここに来たときちょっとした結解を施しておいたからよ。でも、敵が本腰を入れてきたら外の群衆が雪な崩だれ込こんでくるのは時間の問題ね」

　紅がひゅっと口笛を吹くと天井の排気口から身体をくねらせながら外道丸が姿を現した。

「様子はどう？」

「いやぁー、まいったまいった。オレっちもさすがにあの数はびっくりだよ。なんせ、通りの向こうまでみっちり人で埋まってるんだもん。二、三千は集まってるって」

「イタチが喋った……！」

　及川が人語を器用に操る外道丸を見て激しくうろたえる。武藤も目を見開いて驚いていた。

「だーかーらオレはイタチじゃなくって管狐の外道丸さまだっていってるだろ。頭固いヤクザ屋さんだねぇ」

「しかし三千とはなあ。一個旅団はあるな」

　上総が具体的な数を口に出すと及川たちの顔に怯えが走った。通常の団体が抗争に至ったとしても、今は戦国時代ではない。よくて数人から十数人程度の殴り込みしか予測していない及川たちにとっては想定外過ぎる数なのだ。

「そうだ！　警察は？　こういうときのためにつけ届けをしてるんじゃないかっ！」

「若頭。ヤクザがサツに頼るようじゃおしまいですぜ」

「こんなもん極道の範はん疇ちゆうとっくに超えとるわいっ。恥もクソもあるかっての！」

「さっきから警察や機関に連絡しているんだけど、電波自体がジャミングされてるわ。ついでに事務所の回線も切られてるみたい」

　紅が「頼んだピザがまだ来ないの」という世間話程度の口調でいうと、若頭の及川は再び素早い動きで移動しテーブルの下に怯えて縮こまった。




　闇の中、桑原は激しくあえいでいた。

　人ひと気けのないかび臭い路地裏を這はいずるように進んでゆく。

　表通りからは人が行きかう気配や雑多な人々が出す音が騒がしく響いている。

　桑原は汚れ切った地面に両膝を突くと、げえと口から赤黒い血の混じった胃液を吐き出した。

　ギリギリだった。無理やり引っこ抜かれた顔は皮だけであったが、この身体に変貌してからはじめてといっていい強烈なダメージが蓄積している。

　なんだあれは、なんだあれは──！

　クリスタル・トリガーを常用してから得た無敵の肉体もあの雪村上総という男にはまるで通用しなかった。

「クスリ……もっとクスリを……！」

　のっぺらぼうに剝かれた顔の皮ひ膚ふはすでに元通りになっているが激痛は消えない。

　特に酷かったのは鳩尾に喰らった膝蹴りだった。

　腹部が消えたかと思うほどの衝撃は毒のように身体の芯に残り痛みが消えない。

「ぐう……うるぐっ」

　あれほど恐ろしいと感じていたステゴロでは最強の黒瀬も自分の新たなる力の前では赤子の手を捻ひねるようなものだったのに──。

　桑原は薄暗い通りで目的の店を見つけると、おぼつかない足取りで階段を下りてゆく。

　地下にある店は「ＣＬＯＳＥＤ」の看板が下げてあるが、構わずドアノブを力任せに引いた。

　今はもう営業していないはずの店の中では優雅なピアノの音がゆったりと流れていた。

　音楽に詳しくない桑原も耳にしたことのある曲名である。

　妙なる調べを搔き乱すかのように、コツコツと自分の足音が大きく響く。

　元はバーだったのだろう。埃ほこり塗まみれの店内で放置されたピアノに座って鍵けん盤ばんを叩く若く美しい女がそっと顔を上げた。

「あら、もうお帰りかしら。坊や、その分だと今回は上う手まくいかなかったようね」

　年齢は二十代半ばだろうか。雪のように白い肌の女は濃いブルーのドレスを纏い、やさしげな笑みを湛たたえたまま振り返った。

　驚くほど容貌は整っている。そしてやや垂れ目である。女の碧へき眼がんには見る者を魅了する力があり、ちらりとこぼれた白い歯と官能的な唇は男であるならば吸いついて思うさま嬲なぶりたくなるような魅力があった。

　腰まで伸びている長い髪は澄んだ湖底を思わせるような青である。あきらかに人外めいた色合いであるが、コーカソイド特有の顔立ちには似つかわしく、その幻想的な雰ふん囲い気きが独特の気品を生み出していた。

「クスリ……クスリを……っ！」

「しようがない子ね。ほかの子は、キチンといいつけを守ったというのに、あなたはママのいうことを守れなかったのかしら」

「お、お願いです。クスリを……！」

　桑原は崩れ落ちるように女に摑みかかるが、寸前で前のめりに倒れた。女は長く美しい脚を高く上げると椅子に座ったまま倒れ込んだ桑原の頭を踏みつけにした。

「お、おぐ、え……」

「いけない子。これはお仕置きしなくちゃ」

　ミュールの踵かかとは桑原の後頭部を踏みにじる。桑原は痛みとも官能ともつかない呻き声を上げながら、ひたすらあえいだ。

「お、お許しください……グランバジルオーネさまぁ」

　魔王五ご星せい将しようのひとりである水のグランバジルオーネはひとしきり桑原を虐いじめたのち、小さく指を鳴らすと空間に出現させた水流を使って仰向けにひっくり返した。

「ダンジョンの生成と私の魔力の確保のためには、濃いマナを持っている人間がたくさん必要なの。もっとも……あなた程度ではロムレスの勇者にはかなうはずもなかったでしょうね」

　美び貌ぼうの魔人グランバジルオーネはどこか遠くを見る目つきで暗い闇に視線をさ迷わすと、転がったままでいる桑原の口元目がけて手にしたボトルの口を開けて中身を振り撒いた。

「お……お……ぐおあっ……きく……これ……これ……んぐっ……んぐっ……っ」

　桑原は滴り落ちるクリスタル・トリガーを寝転がったまま飲み干すと恍こう惚こつ感かんに塗まみれた表情で目を爛らん々らんと光らせた。

　次の瞬間、桑原の華きや奢しやな身体は激しく震え出し、やがて異様な音を上げながら肉体すべてを変貌させてゆく。

「このクスリはあらゆる人間の根幹を書き換えてキメラに変える我が秘中の秘。カズサ、あなたをずっと待っていたの。そろそろゲームをはじめましょうか。私とあなただけの、ね」

　グランバジルオーネは明らかに欲情した瞳でそうつぶやくと、新たなる力を得た桑原の姿を楽しそうに眺めた。
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「とりあえずすべてを否定的に捉えるのはやめよう。なにごともすべて上う手まくいくとイメージするんだ」

「なにインチキ自己啓発本みたいなこといってんのよ。これ、気合でどうにかなる数じゃないわよ」

　上かず総さが皆を励ますために柏かしわ手でを打つと紅くれないがパソコンモニターに映る屋外カメラの映像を指先でトントンと突き水を差した。

「んー、たっくさんおりますねぇ。みなさん夜はお暇なのでしょうか。ねぇ姫さま」

「まぁまぁ。このように民草たちが寄り集まって。シンジュクは王都よりもはるかに大きな街なのですね」

　クリスとリリアーヌが競ってＰＣモニタに顔を突っ込むのでマウスをクリックして監視カメラを切り替えていた黒くろ瀬せが場所を空あけた。

「なんちゅうか、某ゾンビ映画を思い出す光景だな」

　上総は出入り口のカメラに映し出された人々を見ながらふぅと息を吐き出す。群衆は年齢も服装もまちまちで、上総が想像していたような麻薬に手を出すような人々とはどうも上手く結びつかないのだ。

「あたしたちだけでこの群衆を止めるのは不可能よね」

「紅。結界はもってあとどのくらいだ？」

「そうね。んー、この調子だと、あと十分くらいかしら」

「……あんま時間ないな。わかった。俺に考えがある。リュウさんは結界が破られたときのためにみんなとバリケードを作ってください」

　上総が当然のごとく指示命令を出す。普段はどこにでもいる今風のサラリーマンであるが、こういった場合の上総は命じられた人間に有無をいわさぬ威が備わっていた。

　声も口調も変わりはないが纏う雰囲気が違うのだ。

　黒瀬がややたじろぎながらうなずいた。

「おう、そっちは任せろ。いくぞ」

　黒瀬は山やま本もとと武む藤とうを連れて階下へと向かった。

「クリスも手伝ってあげて。もし群衆が突っ込んで来たら、殺さない程度に頑張って防いで」

「んんーっ。腕が鳴りますねぇ。了解です！」

　クリスはかわいらしくうおーっと叫ぶと両腕を風車のようにぐるぐる回しながら駆けてゆく。隠れていた及おい川かわはこちらが攻勢に出ると見るやテーブル下から這い出してきた。

「なんだかわからねーがリーマンの兄ちゃんも頼んだぜ。もし上手くこの場を切り抜けられたら新しん宿じゆくで一番のクラブで腹が裂けるほど飲ませてやるっ」

「え、マジで？　クラブってあの美女が一杯いるって噂うわさの」

　及川は上総が身を乗り出すや否ややけっぱちの状態で叫んだ。

「ああ！　店中の酒も飲み放題っ、新宿一の美女だって抱き放題だっ。なんなら四、五人まとめて因果を含めてくれてやるっ。好きにしやがれっ。オレは腕力はねぇが金なら新宿じゃ誰にも負けねェ！」

「酒、美女……はうあ！」

　一瞬、邪悪な欲望で上総の脳が満たされ、だらしのない顔になるが、リリアーヌと紅の冷たい視線を受けてすぐ我に返った。

「ぜんぜん違うからな！　酒とか女とかそういうのぜんっぜん興味ないんだからな！」

「そのだらしない顔で力説されても信憑性ゼロなんですけど」

　紅のツッコミが入る。

「ぐ──っ。俺は新宿の罪なき人々を救うために全力を尽くす」

　上総が拳こぶしを握り締め、天井を凜り々りしくも睨にらむが紅たちの視線は冷たいままだ。

「サイテー」

「……カズサさま」

「ああっ。紅はまだしもリリアーヌもそんな目で俺を見ないでくれよっ」

　上総は紅とリリアーヌを連れて屋上へ移動した。普段利用されていないのか、だだっ広い空間だけがあってなにもない。四方には転落防止の柵があるだけ。周囲にはこのマンションよりも高いビルが無数にあるので展望はそれほどでもないが、眼下の群衆を一望に収めることができた。

「紅にリリアーヌ。もう薄々感づいているだろうが、新宿に蔓まん延えんしているクリスタル・トリガーも今俺たちを襲うために集まっているやつらも、間違いなく魔王五ご星せい将しようがかかわっている、と思う」

「そこは断言しなさいよ。あほ。もっとも秋あき葉は原ばらでやっつけたエルアドラオーネの言葉が本当なら少なくとも異世界からやって来たバカどもはあと四人はいるはずよ」

「そのことですがカズサさま。わたくし、アキハバラ・ダンジョンを攻略したあと、ロムレスから持参した書物を紐ひも解といたところかつて封印された魔王の藩はん屏ぺいたる強力な四魔族の名が判明したのです」

「……あのねぇリリアーヌ。そういうことはもっと早くいいなさいよね！　このおたんちんっ」

「ああっ、紅の辛しん辣らつな言葉でリリアーヌが涙目にっ。謝って、そして褒ほめてあげてよ！　リリアーヌはストレス耐性ゼロに近いからどんな批判であっても耐えられないんだってば！」

「はぁ？　なにを甘ちゃんなことこの期に及んで……あっ。ちょっと！　噓うそだってば。あたし別にアンタのこと批判してるわけでもなんでもなく、ただ、そういう重要な事実は事前にわかっていれば教えてもらえないかなーって、そんだけで」

「ぐずっ……そうでずよね。わだぐじが、かくじょうがないからどいっで、だまっでいるなんでばんじにあだいじまずよねぇ……っながまにだいずる、うだぎりでごじゃいまずよねぇ！」

「ああ、泣かないで、泣かないでったら！」

「リリアーヌ、リリアーヌちゃあんんんっ。ほーら抱っこだ。怖いことなんてなにもないよーっ、おおーよしよしっ」

「ふえぇえ」

　上総はリリアーヌを抱き締めるといい子いい子と頭を撫なでさすり、彼女が不安がったり必要以上に自分を責めたりしないよう慰めた。

　姫が落ち着くまで多少時間がかかる──。

「で、そのあたしたちの敵になりそうな四魔族ってのを教えて欲しいんだけど」

「はい、クレナイさま。書物によれば、土のエルアドラオーネ、水のグランバジルオーネ、火のフルブレオーネ、風のストラトオーネが魔王五星将の内四名に相当するかと」

「あとのひとりは不明ってことね。なんかもやもやする」

「はい、わたくしも胸がもやもやして、なにかきゅーっとしますわ」

　リリアーヌはきゅーっといいながら自分の豊満な胸を摑む。煩ぼん悩のうに悩まされる上総の視線は自然とそちらに流れた。

「どこ見てるのよ淫いん獣じゆう」

「い……俺は淫獣なんかじゃありませんっ。じゃなくてだな。ともかくも早く、下のやつらを追っ払わないと」

「んで、具体的にはどうするつもりよ。当て推量はできてもこの状況をどうやって打開するつもりなの？」

「下に集められた人たちは薬でどうこうってわけじゃない。紅、おまえにもわかるだろ。彼らは大規模な魔術で操られている。たぶん、携帯が通じないのも俺たちを襲わせてる魔術師の仕し業わざだ。だから、そいつを探し出して叩たたき潰つぶす」

「探し出すってどうやって」

「やつらは必ずこの近くにいる。魔術師ってのは離れれば離れるほど魔力が薄くなるし、そもそもこれほどの多人数を動かすのなら、姿が見える位置にいなきゃ不可能だ」

「だからあたしはそいつを探し出す方法が──」

「紅、紅いぃいい！　やべぇぜやべぇぜ！　やつら突っ込んで来やがったぜ！」

　会話の途中でクリスに預けていた外げ道どう丸まるが屋上の扉から跳はねるようにして駆け込んできた。上総は持っていたノートパソコンを開くと監視カメラの映像を確認する。そこには防御結界を破って階段に雪な崩だれ込こんできた群衆が黒瀬たちが守る狭い通路のバリケードに殺到する光景が映し出されていた。

　音声はないがクリスがノリノリで机やパイプ椅子を無気力なゾンビのように襲ってくる群衆へとぶん投げている姿が見える。

　だが、黒瀬やクリスがどれだけ奮戦しても多勢に無勢である。

　もはや一刻の猶予もない。

「ろーむ、ろむ、ろむろむれす。我が血と盟約を結んだ無敵の魔人よ。今こそ、その力を我に貸したもう──」

　状況を察知したリリアーヌは素早く七十二柱の精霊ヴィネを招しよう喚かんした。

　屋上の中央には巨大な魔方陣が現れ、黒い霧きりとともに獅し子しの姿をした魔人が現れると黒馬に跨またがり悠然と歩を進めた。

「精霊さま。わたくしたちを苦しめている悪の居場所をなにとぞ教えてくださいませ」

　ヴィネは物憂げに夜空を見つめると片手を上げて瞳ひとみを閉じた。

　上総は専門の魔術師ではないが、精霊ヴィネが途方もない魔力を以もつてしてサーチを行っているのはわかった。

　ヴィネの全身から青白い光がまばゆいほどに放射されると、やがてその光は一条の綱となってするすると虚こ空くうを泳いでいく。

　光の綱は迷うことなく四し鷹よう会かいの斜め向かいにあるビルにまっしぐらに飛んでゆくと、ある地点で矢のように突き立った。

「あそこだ！」

　上総が叫ぶが早いか精霊ヴィネは手にした毒蛇を宙へと放り投げた。毒蛇は空をうねりながら這はうように進み、コンクリの壁を通り抜けるとすぅと消えてゆく。

　同時に、耳をふさぎたくなるような絶叫が流れた。

「な──なんなのよ、この声は！」

「カズサさま、敵はあそこでございます！」

　リリアーヌの指し示す窓からひとりの男が顔を覗のぞかせた。上総の超人的な視力が闇やみ夜よに捉えたその男の風貌は、一見してなんの特徴もないスーツを着た会社員に見えるが隠し切れない魔力の質から直感的に魔族であると理解した。

　上総は駆けながら屋上の鉄柵にたどり着くと、枯れ木をへし折るようなたやすさで鉄棒の手ごろな一本をもぎ取った。

「おおおっ！」

　激しく咆ほう哮こうしながら身を反らし、手にした鉄棒を魔術師目がけて投とう擲てきした。

　直線距離にして百メートルはある空間を鉄棒が閃せん光こうのごとき速さで駆け抜けた。

　窓ガラスが木っ端微み塵じんに砕くだけ散ちり鉄の矢が吸い込まれる。

　魔力を帯びた鉄棒は魔術師の胸元に突き刺さると稲光のように激しく発光した。

　ぐらり

　と魔術師の身体からだが虚空に躍った。

　線香花火が最後の輝きを見せるように、落下した魔術師の身体は赤く、白く明滅すると最後にパッと輝いて四散した。




「いつものことだけど、情報取る前にサクッとやっちゃってくれたわよね」

　紅が両腕を組みながら砕け散った魔術師を見てつぶやく。

「あ……まあ、いいジャン」

「よくないっ」

（なんなんだよ。てか、今回おまえなんの役にも立ってないじゃんか。それをいえる権利はリリアーヌだけだぞ）

　もっとも上総は思ったことをそのまま口にするほど愚かではなかった。紅は自分のことは棚に上げて上総をつつくプロフェッショナルなのだ。上総はお口をチャックして不満そうな紅をジッと見た。

「まぁまぁ紅もさぁ。兄さんは結果を常に出してるんだから、あんまガミガミいわないでおくれよー」

「なんでアンタがコイツの保護者みたいになってるのよ。はぁ、もういい。とっとと事務所に戻るわよ」

　外道丸が上総の頭の上でぴょこぴょこ跳ねて擁よう護ごすると、毒気を抜かれたのか紅は屋上の扉に向かって歩いてゆく。

「カズサさま、今回わたくし頑張りましたよっ」

　むふふ、とばかりにアヒル口でリリアーヌが自慢げに胸を張る。上総は揺れるたわわな双丘に視線を奪われながら彼女の功績を讃たたえた。

「おう、そういえば今回はほとんどリリアーヌの独どく壇だん場じようだったといえるな。飴あめをやろう」

「わーい、飴ちゃんです」

　リリアーヌは万歳しながら貰もらった飴玉を手に持ちくるくると回った。紅は舌打ちしながら目尻を痙けい攣れんさせている。どうやら上総をつついたのは今回自分がまるきり活躍できなかったことを自覚していた部分もあったかららしい。

（ここは俺がダンディな大人の対応でいなすしかないな）

「紅よ。おまえもそれなりに頑張ったということでハッカ飴をやろう。おっと、リリアーヌにあげたレモン味はあげられないぜ。そこんとこは立場をわきまえてくれよな」

「いらない」

「んなっ！　なんですと？」

　すたすた去ってゆく紅の背を見つめながら上総は軽いショックを受けた。

　気落ちしながら事務所に戻ると、黒瀬をはじめとした組員たちが65インチのテレビに張りつき騒いでいた。

「おい、上総。悪いがくつろいでる時間はなさそうだぜ。コイツを見てくれ」

「これは──！」

　それは想像を絶する光景であった。

　テレビに映し出される新宿駅西口はまるで大河の洪水をまともに受けたかのように水浸しになっていた。

　特徴的なロータリーまでもが激流によって水没している。車両がまるで木の葉のように激しい水流によってくるくる踊っていた。

「はい。こちらは現場の森です。現在、新宿駅西口は未いまだかつてない異常現象に見舞われており──」

　特大のテレビモニターではアウトドアブランドのハードシェルを着込みヘルメットを被かぶったリポーターが目をギラギラ光らせて背後の異様な光景を語っていた。

　上総は水攻めにあった古城のごとき情景である百ひやつ貨か店てんのたたずまいを網膜に焼きつけながらギリと奥歯を嚙かみ締しめ、知らず、唸うなっていた。そして胸の内でつぶやく。

　──紛れもなくこれは、新宿ダンジョンの出現である、と。

「なんだァ？　急に映りがおかしくなったぞ？」

　腕組みをしながら画面を眺めていた及川が鼻を鳴らした。上総が首を捻ひねって眉間にシワを寄せると同時に画面は一気にザラつき出した。

　電波の異常か、と一瞬考える。

　しかし次の瞬間画面は白っぽい空間に切り替わると鮮明になった。

　新宿駅の異変を映す報道番組からなんらかの理由で電波が混線したのかと勘かん繰ぐったが、とにもかくにもその映像は異質だった。

　真っ白な空間は目を凝らしてみると、四隅の境目が不明瞭な一室だった。画面からはピアノを演奏している女のうしろ姿が映されている。ブルーのドレスを着た女は長い髪を波打たせながら静かなしらべを奏でていた。

（この曲。確か王都で聞いたことがあるような……）

　上総が異世界での記憶を反はん芻すうしていると傍かたわらにいたリリアーヌがとまどったような表情で不安そうに自分を見ているのがわかった。間違いなく女が弾いている曲は地球のどこにも存在しない異世界ロムレスの音楽だ。

「はじめまして、というわけでもないのだけれど。見ているかしら、勇者カズサ。私からのプレゼントはお気に召しました？」

　ピアノに向かっていた女が振り返ると画面が前触れもなくズームした。４Ｋテレビの解像度をフルで活用していてもアップになった女の美び貌ぼうは損なわれるどころか、むしろ際立っていた。

　息を呑むような美女は、青い髪と青い瞳を輝かせながら、まるで目の前に上総がいるかのごとくニッコリと微笑ほほえんだ。

　九十年代末に流は行やったＪホラーのように、女が画面から出てくるはずもないが上総は反射的に仰のけ反ぞって画面から距離を取った。

　──目の前の女は間違いなく人間ではない。

「プレゼントってのは、あの品のないゾンビもどきとイカレ魔術師のことか？」

「ちょっとしたお茶目よ。あなたが私のお仕事の邪じや魔まをするから。ちょっと拗すねてみただけなのよ」

　美女は小指を嚙みながらゾクリとするような流し目を送ってくる。

「ま、さっきの新宿駅の光景を見りゃ想像はつくが。アンタが、今回の事件の首謀者。そして新宿駅のダンジョンマスターと思って間違いないのか」

「ご名答よ。私は魔王五星将のひとり、水のグランバジルオーネ。頭の回転が速くて助かるわね。私がいつも使っているおバカさんたちと違って、さすがは勇者さまね」

「その使ってるやつってのが、おまえが俺にけしかけてきた、桑くわ原ばらたちのようなやつらのことか」

「濁さなくてもいいのよ。バケモノで充分でしょう」

　グランバジルオーネがそういった瞬間、黒瀬の瞳が凶暴な光を帯びる。

「……改めて訊たずねる意味もないと思うが、クリスタル・トリガーを新宿にバラ撒まいたのはおまえなのか？」

「そう、あなたのご想像通り。私はこの街に秘薬を配って人々をキメラの先兵に変えてマナを集めていたの。すべてはダンジョンコアを成長させるためにね」

「よくもぬけぬけと」

「勇者カズサ。あなたが知っているとおり、ダンジョンコアとはダンジョンを形成させる魔力の核であり、私たちの力の源泉でもある貴重なもの。キメラを使って万物に宿る生命エネルギーを蓄えることによって無限に進化し、その能力に底はない。私たちダンジョンマスターはその力を行使することによって、この世界における勢力をさらに拡大させることが目的なの」

「堂々と目的を喋しやべるとは恐れ入ったな」

「どちらにしろあなたは来るのでしょう。私の城に。第一、あなたを呼ぶためにこうやって話しているのよ」

「宣戦布告とはな」

「私はあなたの持っている膨大なマナが欲しい。あなたは私の存在が許せない。白黒ハッキリさせたほうがお互いのためになるんじゃなくて？」

「舐なめられたものだな」

「舐めてなんかいないわ。あなたがエルアドラオーネを倒したのは知っているわ。その上で逢いたいといっているの。そうね。もし私があなたに負けるようなことがあったら、奴隷にでもなんでもするといいわ。生かすも殺すも、それ以上の扱いも思いのまま……」

　貴婦人めいた物腰であったグランバジルオーネは妖艶な目つきで真まっ赤かな舌をチロリと覗かせた。魔族である証拠に舌先が蛇のように分かれている。

　強力なチャームの効果があるのだろう。画面に見入っていた組の男たちが、黒瀬を除いて一斉に呻うめく。

「この街を、この世界をおまえたち魔族の好きなようにはさせない」

「とてもクールね、勇者カズサ。あなたが来るのを待っているわよ」

　グランバジルオーネは椅子の上で長い脚を組み替えると挑発するように腕を組んで、豊かな胸を強調する。

　上総は輝くようなグランバジルオーネの美貌に向かって拳を突き出し、次いで親指を地に向けた。

　グランバジルオーネは一瞬驚いたような表情を作り、それからあからさまに喜き悦えつを浮かべた。




「ん。機関の調査によると秋葉原のときと同じく、新宿駅とその半径五キロ圏内に、あちら側のものとしか説明のできない正体不明の怪物たちが多数出没。特に、駅構内においての怪物出現頻度からして今回の事案の危険度は特Ｓクラス。で、あたしたちの出番ってわけね」

　幾分、水の引いた小お田だ急きゆう百貨店を臨む中央通りで、紅はスマホを駆使して周囲の情景を撮影しながらそういった。もちろん彼女が撮影しているのは機関に情報を送るためであって、重度のＳＮＳ中毒者というわけではない。そもそもが、周囲は国によって完全な規制がなされ、上総たちを含む数名の関係者を除けばまったくの無人であった。

「で、リュウさん。最後にもう一度だけ聞くけど、考え直す気はないか」

　上総は機関の人間が小型のホバークラフトを軍用トラックから運び出しているのを横目で見ながら問うた。

「ああ。ハッキリいえば、もう、この次元は一介のヤクザであるオレがかかわっていいようなモンじゃねぇことくらい承知の上だ。その上で、首、突っ込ませてもらうぜ」

　黒瀬は物憂い表情で水没しきった新宿駅の異様な光景を見つめながら唇の端で咥くわえていたタバコを吐き捨てた。吸い殻は放物線を描いて水みず溜たまりに落ち、ジュっと鳴った。

　リリアーヌとクリスは紅を囲んでしきりにホバークラフトに関しての説明を求めている。

「オレらのシマを荒らされた上にやりたい放題やられちゃあな。それに桑原は阿あ呆ほうでもオレの舎しや弟ていには違いねぇ。この新宿でワケのわからんクスリをバラ撒いておいて、その上に駅までこのありさまだ。シノギにだって影響がある。どうあったって、オレぁ上総がいう、この一件の黒幕であるダンジョンマスターとやらの顔を直じかに拝まにゃあならねぇのよ」

　上総はニュース中継視聴のあと、黒瀬に対して一連の事件についてのあらましと、自分なりの推測を説明した。

　その結果として黒瀬は自ら新宿ダンジョンに同行するといい出したのだ。

「そう難しい顔をしなさんな。要は簡単だ。クスリを流してた黒幕が、駅の中にいる。オレも上総もそいつをぶっちめてぇだけなんだ。単純だろ？」

「なんか、リュウさんと話してると、難しく考えよう考えようとする自分が馬鹿らしくなってきますよ。ああっ、いい意味でね！」

「ま、異世界だのなんだのは、ゲームやアニメの中だけだと思ってたが、生きてりゃいろんなことがあると思って腹括くくるしかねぇ。それと、オレが足手まといになったら、切り捨ててくれて構わんぜ」

「いわれなくてもそうするわ」

「紅──！」

「嬢じようちゃんはシンプルでいいな。もちっと年が上なら是非ともおつき合いを申し込みたいところだ」

「結構よ。オジサンはそこの社畜崩れ一匹だけで充分すぎるわ」

　黒瀬は野太い笑みを浮かべるとニヤニヤしながら上総と紅を順番に見た。聡さとい紅は黒瀬の意図に一瞬で気づくと、用意されたホバークラフトを指差し高らかに宣誓した。

　上総は紅たちの話がひと区切りつくのを待ってから、聖せい剣けんの柄つかを軽く握って無駄に高ぶりそうになる己の感情を抑え込んだ。

　今から新宿ダンジョンに乗り込む。秋葉原以来の激しい戦いになるであろう。無意味な感情の起伏は努めて抑えなければならない。心を平らかにしてから戦いに赴かなければ、万が一の不覚も取りかねないだろう。

　不意に、この場にはあまりそぐわないポップな着信音が流れる。見れば、手にしたスマホを器用に操りながらクリスが小声でなにごとかを喋っていた。上総は耳がいい。聞こうとせずとも漏もれ出る声から相手がわかった。

「あの、勇者さま……」

　近づいてきたクリスがどこか不安そうな顔でスマホを差し出してくる。画面には兎うさぎ島じまりんと表示されている。わかってはいた。上総は差し出した手をわずかに強こわ張ばらせるが、すぐさま受け取った。

「雪ゆき村むらだ」

「……あたし。りん、よ」

　わずかに間を置いて、りんが名乗った。彼女を危険から守るため上総は陰おん陽みよう機き関かんに依頼し匿かくまってもらっていた。

「その、元気か」

　いっておいて自分の言葉のバカバカしさに自嘲が浮かぶ。りんは無言である。自分でかけてきたからには上総に対してなにか話したいことがあったのだろうが、かけてはみたものの上手く言葉が出ないのだろう。上総も決して社交的な人間というわけではない。また、人の感情の動きに敏感なわけではないが、なんとなく彼女の胸中は理解できた。

「どうだ。そっちのマンションは居心地は快適かな？」

「最悪よ。窓はないし、一面は真っ白な壁だけ。ずっと、こんなところにいたら頭がおかしくなっちゃう」

　返ってきた言葉は意外に落ち着いていて安心した。

「んん、まぁ、機関の部屋ってのは基本、人をもてなすための部屋じゃないからさ。ある程度の不自由は我慢してくれよ」

「テレビ見たわ。新宿──そこにいるのね」

　ストレートに突っ込んで来る。上総は迷わず答えた。

「ああ。俺やクリスたちは、今から新宿駅のダンジョンに突っ込むとこだ。けど、よくわかったな」

「あたし、子供のころから勘だけはいいのよ、ね。それで、なんとなくだけど、お兄ちゃんのこともあって、テレビを見てたら、そう思ったの。あてずっぽうだったけど……当たったのね」

「そうか」

　機関の人間が問われたとしてもぺらぺらと機密事項を漏らすわけもない。りんは自らの直感で兄の件と、テレビで大々的に報道されている新宿駅水没事件のふたつを結びつけたのだ。

「お兄ちゃん、そこにいるんだよね」

「ん……」

　りんも確実な部分には触れてこない。あのように変異した兄が元に戻らないことを覚悟しているのだろう。なにかを頼みたいのか、それがなんであるのかを自分でも計りかねているといった様子であった。上総はこういった場合、相手の表情が見えないことが電話の利点であると思っていた。電話のいい部分は声だけという点にあり、ときとして顔を見ながらでは話しにくいという事柄もある。

「たぶんいる。そして、俺たちと戦うことになるだろう」

　りんが息を呑のみ込こむ音が聞こえた。

　ふたりの間に無言が続く。上総は時折聞こえる呼吸の音で通話が続いていることを確かめながら、はじめて出会ったときの快活なりんの表情を脳裏で反はん芻すうしていた。語るべきことも今はない。そして残されていた時間も少なかった。

「じゃあ、用がないなら切るから。俺たち、もう──」

「待って。あの、ひとつだけ約束して欲しい。あたしたち、また、会えるよね……？」

　心細そうな。そして泣きそうな声に胸がグッと詰まった。

「ああ。きっと会える。必ずだ」

　──りんの言葉が示していたのは、単純に上総たちのことを指していたのか、それとも兄のことなのか。

　上総はもやもやを振り払うようにスマホの通話を終了させて、長く息を吐き出した。

「上総、もう電話はいいの？」

　紅が不安げな顔で訊ねてきた。

「ああ、もう大丈夫だ。悪いな、心配かけちまって」

「別に。あんたに調子落とされるとマズいだけ。心配なんてしていない」

　紅はぷいっと明後日あさつての方を向くと頰を膨ふくらませる。まったくもって素直ではないが、他人の心に寄り添える紅のやさしい気持ちに触れ上総は胸の内があたたかくなった。

「と、とにもかくにもこのヤマはあたしたちのもの。白しら河かわ組ぐみ、出動よ！」

「応よ」

「了解ですわ」

「お任せくださいー」

　上総はノリのよい仲間たちを見ながら準備を終えて帰ってゆく自衛官たちにぺこりと深く頭を下げた。




　新宿駅──。

　一日平均の乗降者数は三百四十七万を超え圧倒的に世界一を誇るモンスター駅ステーシヨンも、今や正体不明の敵によって、その全容を著しく変貌させられていた。

「わー、すごいです。姫さま、ほらほら。あんなところにお魚さんがっ」

「本当です！　カズサさま、クリスのいうとおり、あそこです。あそこにお魚さんたちの群れが──」

　幾分水の引いた西口中央広場から駅構内へと突入した上総たちは、今や新宿駅を支配したダンジョンマスターによって変えられた無限に続く駅構内をホバークラフトで移動していた。

　長々と伸びる連絡通路はわずかに傾斜がついており、上総たちは狭い川を遡そ行こうするように進んでいた。

　小回りが利くことを重点的に作られたこの上陸用舟艇は上総たち五人が乗り込んで荷物を積めばいっぱいの広さである。だが、リリアーヌとクリスは無邪気に水エリアと化した構内をすいすい泳ぐ魚たちのウォッチングに余念がなかった。

「あのねぇ。あんたたち。あたしたちはダンジョンを攻略に来てるのよ。幼稚園の遠足じゃないんだから」

「とかなんとかいいながら紅もはしゃぎたいんだろー。オレっちにはわかるっての。いるんだよねー、こういうノリ遅れた腹いせに嫌がらせをいうやつぅ、ひぎぃ！」

「外道丸。相も変わらずアンタは突入直後にリタイアフラグを立てまくってるわね」

　紅は外道丸のしっぽを摑んで船の縁から水面へと近づけたり遠ざけたりを繰り返す。

（が、確かにリリアーヌとクリスがはしゃぎたくなる気持ちはわかるぜ。駅構内は思ったほど水深がない。船を降りて進めなくもないな）

　今回は最初から聖剣持参である。上総は聖剣を抱えながら異様なほど青く澄んだ水面をジッと見つめ続けた。足元には事務所からの道々の店で購入した道具が満載されたザックがパンパンに膨らんでいる。さすがは新宿である。こんな状態であってもそろわないものはほぼないといえた。

「しかし、この通路はこんなに長かったか？　正直、向こう側を見るだけで頭がおかしくなりそうだ」

「リュウさん。もう、ここは新宿駅であっても日本じゃないと考えて欲しい。世間一般の常識は通じませんから」

「は、極道であるオレが堅気のおまえさんに諭さとされるなんざ不思議な気分だぜ」

「ははは──？」

　和なごやかに談笑していた上総は前方に凄すさまじい勢いで迫ってくる生物の気配を感じ、不意に立ち上がった。

「来ます。リュウさん、気をつけてください。紅、リリアーヌ、クリス！　戦闘準備だ！」

　空気を押し出す後部のプロペラ音に負けないくらいの声で上総が吠ほえると同時に奇怪なダンジョンモンスターたちが一斉に襲いかかって来た。

「なんだありゃ！　空飛ぶ、イカ？」

　事務所から持ち出した日本刀の鞘さやを払った黒瀬がとまどったように目を見開いた。

　はるか前方から飛来する青白い全長二メートルほどのイカの群れは、体内に貯えた水を噴出させながらロケットミサイルのように突っ込んで来る。

「勇者さま。フライ・スクイッドですっ。このままでは船が切り裂かれます──！」

　クリスが舳へ先さきで構えながら叫んだ。

　フライ・スクイッドは異世界ロムレスでは主に地底湖で活動するイカモンスターである。彼らのひれは異様に鋭く、不用意に触れれば人間の腕など簡単に切り落としてしまうほど鋭利であった。

　上総は低く唸ると瞬時に決断した。

「リリアーヌっ。いきなりで悪いが、デカいの一発かましてやってくれ！」

「お任せくださいませっ」

　上総の命令によってリリアーヌがクリスと場所を入れ替わり呪文を詠唱しはじめる。

「ろーむ、ろむ、ろむ、れむす──」

　本来であるならば、招喚魔術の回数制限があるリリアーヌの技はできるだけ節約しておくのが当然暗黙の了解であったが、上総は敢あえて初戦で惜しみなく使用することにした。

　フライ・スクイッド自体は確かに動きの素早いモンスターであり、その刃のようなひれも危険であるが、上総の身体能力からいって真正面から叩き落とすことは不可能ではない。上総が恐れたのは、目の前のイカ軍団が万が一にもホバークラフトのスカートと呼ばれるゴムクッションを切り裂いて航行不能に陥ることであった。

「おいでませっ。地獄の大公よ──！」

　リリアーヌは豹ひようの姿をした精霊ハウレスを招喚すると、まっしぐらに突貫して来る二十杯を超えるフライ・スクイッドに巨大な火球をお見舞いした。

　ぼひゅっぼひゅっ

　と重低音を残して火の玉は放物線を描いてイカの群れに殺到した。

「ぐ──づ！」

　上総はフライ・スクイッドにぶつかって生じた巨大な爆風からみなを守るため前方に出て聖剣を構えた。

　勇者にのみ扱えるとされる聖剣ロムスティンの刀身から青白いバリアが生み出された。魔力の保護膜は一瞬でホバークラフト全体を覆う。

　爆発によって吹き飛ぶイカの破片や通路や天井のコンクリ片はバリアにぶつかってすべて弾はじかれた。

（やった、か？）

　上総が水煙の収まった前方を見やると、ハウレスの炎をものともせずに飛来する巨大なイカのバケモノが見えた。

　あの速度とパワーでは聖剣のバリアは押し破られる可能性が高い。

　上総は聖剣を担ぐようにして構え直すと、自分目がけて飛んできたフライ・スクイッドに向かって水平に払った。

「んんん──ぎいいっ！」

　がちり、と奥歯を力強く嚙み込んで聖剣をフルスイングした。フライ・スクイッドは上下に切り分けられると真っ黒な墨すみをぶしゅーと吐き散らしながら激しい水煙を立てて落下した。

「ったく、おとなしく焼かれてりゃいいのによ。イカのくせに骨のあるやつだったぜ」

「ちょっと待って」

「お、ととと。なんだなんだよ」

　フライ・スクイッドの親玉らしきものを排除していい気分になっていた上総は紅の制止の声で我に返った。

「ほら、そこ。あんたが今やっつけたイカのバケモノの触腕に、なにか光るものが」

「んーどらどら」

　ホバークラフトのエンジンを止めて上総は目を凝らした。

（この状況で、前みたいなイルカ軍団が出現しませんよーに）

「おっと、勇者さま。ここはひとつ出番のなかったクリスめにお任せあれ」

　いうが早いか、クリスは積んであったロープで器用に投げ縄を作るときらきら光る目標物にひょいと投げた。

「おお、的中！」

　見事投げ縄は触腕にひっかかるときゅうと縮まった。上総が感嘆の声を上げるとクリスは鼻息も荒く船ふな縁べりで胸を張る。

「ふふーん。クリスは万能なのですよう」

「さすがわたくしのクリス。とても上手ですわ！」

「遊んでんじゃないわよ、まったく」

「てか、なんだこりゃあ。でっかい指輪か？」

　黒瀬が回収した輪っかをしげしげ眺めながらつぶやく。クリスがイカの触腕から引き揚あげたリングは普通車両のステアリングほどの大きさであった。

「これなんに使うんだろ」

　上総が顔を近づけると黒瀬がリングを手渡してきた。特に警戒することもなくリングに指先が触れる。避ける間もないスピードでリングは収縮すると上総の右手首にカチッと嵌はまった。

「な、なんだ？　なんだ──！」

「カズサさま、これは呪いのアイテムに違いありませんわっ。早くはずしてくださいましっ」

「こ、こうなったら私が勇者さまの腕を切り落としてでも──！」

「混乱してんじゃないわよっ。とにかくあんたたたち、ちょっと落ち着いて」

「え、ちょ、ちょちょちょ、マジではずれねぇでやんの！　く、このっ──わ！」

　上総が右手首のリングをどうにかはずそうと右往左往すると、リングは白く輝き人差し指からびゅーっと真っ黒な液体が噴き出した。まごうことないイカ墨は澄んだ水面を真っ黒に汚し、あたりは瞬く間に汚れ切った。

「わ、なんか出た」

「墨ですわ」

「墨ですねぇ」

「墨ね」

「墨だねぇ兄さん」

　三人娘と外道丸が目を点にしてボソッとつぶやく。黒瀬は困ったような顔で上総の顔を見た。

「勇者さま。どうやらこれが今回のドロップアイテムらしいですね」

　クリスがくりっとした瞳を輝かせて顔を覗き込んで来る。

（いらねーよ、こんな微妙過ぎるアイテム）

　なにやら幸先のよくないダンジョン攻略のスタートであった。




　新宿地域には「新宿」と名のつく駅が十も集まっている。さらには多数の路線や連絡口が毛細血管のように入り乱れ、あまつさえ意図的に乗客を惑まどわすように作られたとしか思えないほど内装が同一なのである。

　平時ですら新宿駅を使い慣れない人間にとっては充分に迷宮である上に、現在ではダンジョンマスターであるグランバジルオーネの手によって、改変に次ぐ改変が行われ、下へ手たに進めば二度と地上に出られないような構造に陥っていた。

「それにしてもこの連絡通路、一体どこまで続くのよ」

　上総は操そう縦じゆう桿かんを握りながらすでに軽くイラつき出している紅に苦笑していた。

「──嬢ちゃん。そんなこといってる間に終わりが見えてきたぜ」

　タバコに火をつけず唇の端に咥えていた黒瀬が片目を開けていった。

　確かに、水が満ちていた傾斜のある通路はようやく終わり、乾いた地点に到達した。

　上総たちは荷物をそれぞれ自分たちの背負うザックに移し替えると、徒歩に切り替えた。

「こっち、こっち。こっちで間違いないよ」

　先導する管くだ狐ぎつねの外道丸がしっぽを振りながら正しい道を選択してゆく。

「ふんふん。なにか妙なニオイがしますー」

　クリスが目を閉じてくんくん鼻を鳴らす。上総が警戒して聖剣の柄に手をかけたとき、前方右脇の通路から仔牛ほどもある巨大なタガメがバラバラと五体ほど飛び出して来た。

「やばい。カミナリタガメだ！」

　上総は叫ぶと素早く抜剣してリリアーヌたちをかばうように前に出た。

「なんなのあれ。キモッ」

　紅が甲高い声を上げて上総の背に隠れた。どうやら彼女はリアルな昆虫系は苦手らしい。

「リリアーヌ、クリス。こいつら覚えてるか？　沼地でやたらにポコポコ出てきたやつらだ」

「はいっ、わたくし覚えていますわ」

「う、うーん。どちらかというと私もご遠慮申し上げたいです」

　カミナリタガメはロムレス全土の沼地や湖畔など水辺に棲せい息そくする昆虫系モンスターである。

　全体に暗あん褐かつ色しよくでありゴキブリのように平べったく、水中の動きは素早い。

「となるとオレの出番だな。黙って置物になってるのも性に合わねぇ」

　黒瀬は日本刀を引き抜くと水平に構えた。彼が持つ刀は事前にリリアーヌが強化の魔術をかけており能力は著しく向上している。

「リュウさん。やつの前足に気をつけてください。下手に絡め取られると刃はぽっきりいかれますから」

　上総が警戒を促すように、カミナリタガメの前足は巨大な鉤かぎ状じようになっていた。タガメは前足で獲物を捕らえたのち、針状の口こう吻ふんを突き刺して肉をドロドロに溶かして喰らう。これによって捕食された獲物は骨と皮だけが残るのだ。

「へ。見た通り凶悪そうだな。オレの心配はいい。上総は好きに暴れてくれ」

「それと表面が光ったら離れてください。──と、これ以上はお喋りさせてもらえそうにありませんね」

　上総はガチガチと前足の鉤をしならせて襲いかかってくるカミナリタガメを見た。

　やつらは飢え切っている。

　久々に現れた獲物に対して捕食の欲望を抑えきれないのだ。

　上総は唇から鋭するどい呼気を吐き出しながら身を低くして駆けた。

　まさか逆襲されると思わなかったのか、カミナリタガメは一瞬だけその場に立ち止まると後ろ足で立ち上がり鉤を突きたてようと上方から振るってくる。

　素早く転がって無防備な腹部を切り裂く。癇かんに障さわる鳴き声を上げながら一体が倒れ伏す。上総は素早く立ち上がると、右左に細かく動き位置を考えずに聖剣を使った。

　向かって右側の個体は側面を切り刻まれるとなすすべなく絶叫を上げて動かなくなった。

　視線を動かすと、一体の頭部に黒瀬が日本刀を突き刺し倒している場面が目に入った。

（残り、二体だ）

　黒瀬よりも、瞬く間に二体を屠ほふった上総のほうが危険であると感じ取ったのか、後方に残っていた二体のタガメがまっしぐらに突っ込んで来る。タガメたちは突進しながら全身を青白く明滅させた。

「やばっ──リュウさん。逃げてくれ！」

　巨体に似合わず俊敏な動きで黒瀬が飛び退のくのが目に入った。

　カミナリタガメはその名前のとおり、危機に瀕ひんして自らの体内で電気を発生させて放出するという特殊攻撃能力を持っている。

　ばちばちと強力な電気に包まれながら激しくタックルをかましてきた。

　鉤の振り下ろしと強力な電気を帯びた強烈な体当たり。

　このダブルコンボはカミナリタガメにとってのフェイバリットであっただろうが、さすがに相手が悪すぎた。

　上総はすうと息を大きく飲み込むと、その身に受けるであろう電気ショックに備えた。ロムレスではいくさに使われるスレイプニル種、すなわち農耕馬の倍もある体格の馬を一撃で感電死させる発電力を持つカミナリタガメの雷を上総は敢えて受けて立った。

（来ると分かっていれば、耐えられない攻撃などこの世には存在しない）

　かつて異世界で勇者であった上総にとって戦闘は日常茶飯事であった。怪け我がをしていない期間のほうが短かった男にとって、この程度の攻撃は想定内である。

　カミナリタガメの巨大な鉤。

　上総の頭上から情なさけ容よう赦しやなく振り下ろされた。

「カズサさま──！」

「上総！」

「勇者さまぁ！」

　女性陣から一斉に悲鳴が漏れた。

　が、上総はその声も意に介せずカミナリタガメの攻撃を聖剣で受ける。

　鋭く巨大な鉤がギリギリと刃を圧迫する。

　上総の上半身が揺れたときカミナリタガメは激しく体内電気を放出した。

　青白い光が明滅して全身の毛が逆立つ。激しい電気の流れによって目の前にチカチカと星が瞬いた。常人であるならば当然意識が飛ぶ状態で上総はカミナリタガメの打ち下ろした鉤を受け止めたまま、ただ待った。

　高電圧・高電流を放射したあとは、大きな隙が生まれる。カミナリタガメは上総の予想通り、ひととおり体内の電気を放出し終えると目に見えて動きが鈍くなった。

　──ここだ。

　両腕に聖剣を握り込んで奥歯をガチッと鳴らすほど嚙む。気合一いつ閃せん。上総が二体のカミナリタガメの脇を通り抜ける。あとには胴体を輪切りにされた昆虫の骸むくろがどうと音を立てて崩れ落ちた。

「はぁ、キモい上にメンドイやつだった」

　上総はビリビリと未だ震える手のひらを見つめながらふぅと息を吐き出した。

　カミナリタガメの電撃は中々に堪こたえるものであったが、上総の耐久力が上回ったのだ。

「お怪我はないですかカズサさま！」

「さすがです勇者さま！」

「やったぜ兄さん！」

「あ、ちょっと待った。まだ俺には電気のビリビリが──」

　リリアーヌたちがダッシュで上総に飛びついてくる。上総は未だピリピリと帯電した左腕を伸ばして彼女たちを制止するが、間に合わない。

「んぎいっ」

「あばばっ」

「るるぶっ」

　姫とメイドと獣は残った電気を喰らうと出してはいけない種類の声で叫び、きゅうとその場に倒れた。

「──なーにやってんだかぁ」

　紅はあまりにお約束な光景に顔を覆おおって脱力した。




　イカ、タガメなどの水棲生物と連戦をこなした上総たちは小休止を取ることにした。

「といってもこの場所じゃあまり落ち着けないわね」

「いうな……」

　激闘を行っていた場所からすぐの場所はメトロプロムナードであった。上総たちは柱を背にし、銀マットを広げて腰を下ろす。周囲にきらびやかな広告が躍っているので、なぜか妙な気分になって落ち着かない。

「お茶を淹いれますよーあなたのメイドがーふんふふーん」

　クリスが妙な歌を口ずさみながら山用バーナーでお湯を沸かしている。事務所から駅へ来る途中で購入したばかりの新品なので、焦げひとつなく輝き方が違う。リリアーヌは上総に寄り添いながらカントリーモアムをうれしそうに齧かじっていた。

「ねえ。そういえばウチのアホの子どこに行ったか知らないかしら？」

「ああ？　外道丸か？　そういやどこに行ったんだろう」

　アホの子で通じてしまう外道丸の姿が見えない。紅はいつも邪険にしているふうでいて、少しでも外道丸の姿が見えないとやたらに落ち着きがなくなってしまうのだ。

「嬢ちゃんの白狐ならタガメの死骸を漁あさってたぜ」

　武骨な形のスキットルを呷あおりながら黒瀬が答えた。強い酒しゆ精せいの香りが漂ってくる。

「あたし、ちょっと見てくる」

「おい、ちょっと待った。ひとりで大丈夫か？」

「ん。平気。ちょっと待ってて」

　上総は紅が小走りで駆けてゆく姿を確認し、浮かしかけた腰を再び下ろした。黒瀬はつまみのジャーキーを嚙みながら、手にしたスキットルをぐいと向けてきた。上総は無言で勧められたスキットルの中身をぐいと飲み干した。喉のどが焼けるような度数の強いウイスキーだ。酒精が腹の底に落ちる。カッカッと身体があたたまった。

「イケるじゃねぇか」

「酒はそれほど強くないんですよ」

「オレは下げ戸こは信用しないようにしているんだ」

「それではカズサさま。わたくしにもお流れをいただけませんでしょうか」

「子供はだーめ」

「ぶー。けちーです」

「あらあら。喧けん嘩かはいけませんよー。そんな姫さまにはクリスが特製の甘酒を振舞っちゃいますよう」

「わ、わたくし、これ大好きですの」

「さっきからやたらに甘ったるい匂いがするかと思えば、酒さけ粕かす持ってきてたのか」

「はい、おつぎしますよー。クロセさまもいかがですかー？」

「いや、オレは甘いもんは苦手なんでな」

「むうう、クリスがせっかく腕によりをかけて作ったのにぃ。仲間との信頼感及び愛情などの紐ちゆう帯たいが途切れちゃいますう」

　などと疲労を軽減するために、ティータイムを楽しんでいると外道丸がぴょこぴょこ跳ねながらなにかを咥えて戻ってきた。

「兄さん、兄さんーっ。いいもん見つけたぜーっ」

　追うように駆けてきた紅が息を切らしている。

「ちょ、こらっ。待ちなさいってば、もう！」

「なんかさ、なんかさ、これがタガメのトコにあったんだよーっ。なんだろ、なんだろなーっ」

　外道丸は咥えていた玉をぽいと地面に落とすと好奇心に満ちた瞳で見上げてくる。

「まったくアンタは。単独行動しちゃ危ないって、なんどもいってるのに。わからないポンコツ脳ね」

「ええー。でも、オレが見つけたこの玉、なんか気になるじゃんかー？」

　外道丸は紅にひょいと抱きかかえられたまま、ふんふんと鼻を鳴らしている。外道丸は日ごろはどちらかというと臆病なくらいであるが、ときとして聞き分けのない少年のような好奇心を発揮するところがあった。

「てか、なんだこの丸っこいの？　外道丸、これどこで見つけてきたんだ」

「うーんとな。兄さんたちがやっつけたタガメのそばに落ちてたんだー」

「ふぅん」

　上総は玉を摑むとしげしげと眺めた。青黒く、持って見ると中々に重量がある。ペットボトルキャップ程度の玉はまん丸というわけではなく、上から押し潰したようにどこか歪いびつだった。

「これ、もしかしてカミナリタガメの電核かもしれませんわ」

「電核？」

　静かにしていたリリアーヌが唇に人差し指を当てながらいった。

「カミナリタガメに限らずいかづちを発するモンスターはこのようなものを体内に持っていると聞いたことがあります。錬金術士はこれらを用いて武器を作ったりすると書物で知りましたの」

「そっか。ま、リリアーヌがいうんなら間違いないだろうな。とりあえず保管しとくか」

　上総はいかづち玉をスーツの胸ポケットに仕舞うとたいして気にもとめずクリスが差し出した甘酒に口をつけた。




　小休止を終えたのち、上総一行は再び歩き出した。

　空間を歪ゆがめられてでもいるのか、メトロプロムナードは歩いても歩いても終わりが見えない。

　あまりに代わり映えしない周囲の広告にさすがの上総もうんざりしはじめた。

「ねえ、これどこまで続くのよ」

「知らん、乗っかかるな」

「やだー」

「重いっての」

「あたしは重くないっ」

「そこに反応するんか」

　紅は完全に飽きはじめたのか、先行する上総のザックにもたれかかって邪魔をする。

　一方、姫であるリリアーヌは見た目とは違って相当に我慢強く、愚ぐ痴ちひとつこぼさない。

（現代人と異世界人の違いだろうな）

　移動はすべて徒歩であるリリアーヌと、すぐれた交通網が生まれたときから備わった世界で育った者の差があからさまに出ていた。

　ここまでで新宿ダンジョンに突入してからかれこれ十二時間は経過している。全員に疲労が見えはじめ、上総がそろそろ野営でもと考え出したとき、目の前の風景がガラリと変わった。

「おお。変化したな」

　そもそもこの場所は新宿駅を基に構成されているが、中身は同じ道が延々と続いていたりして常識では計り知れない部分がある。

（確かここは動く歩道があるから中央通り地下通路だった場所だな）

　が、安易に考えてはいけない。今の新宿駅はダンジョンマスターの力によって改変された敵地だ。下手に乗ってしまえば奈落の底、などという罠わなも考えられなくもない。

「わかってるだろうが、疲れたからといって動く歩道に乗っちゃあダメ──」

「あの、勇者さま。すでにクレナイさまが乗られておりますが」

「ちょおおっ！」

　動く歩道に乗って遠ざかってゆく紅の背が見えた。上総はすぐさま中央道路を駆けだして隣に並んだ。

「ば、ばかね。冗談よ冗談。ちょっとふざけてみただけよ」

「噓つけっ。おまえの顔に習慣で乗っちゃいましたって書いてあるわ！」

　珍しく焦った様子の紅がぷくぅと頰を膨らませてむくれた。

「あのなぁ、こういった動力源のあるようなもののほうが罠をだな」

「上総、あれっ！　説教はあとよ！」

「まーた、そんなこといって話を逸そらそうとしやがって、ってマジか？」

　なぜか煌こう々こうと未だ電気が通う中央通りのライトに照らされながら上総の眼前に赤黒いタコの群れが突如として出現した。

「また、妙ちくりんなもんが飛び出してきやがったな」

　黒瀬は咥えていたタバコを手のひらで揉もみ消けすと携帯灰皿に押し込み、日本刀を引き抜いた。

「タコはタコでもお馴な染じみの凶悪なやつね」

　上総は動く歩道から紅が背後に飛び降りたのを確認して、聖剣の切っ先を向けた。

　マサカリダコ──。

　ロムレス全土の水辺に棲息する水系モンスターである。大きな二本の前腕に斧おののような爪を持ち、自分よりもはるかに巨大な獲物を狩る。

　別名「赤い悪魔」の異名を取る極めて凶悪なマサカリダコは、威い嚇かくするような吠え声を上げジリジリと間合いを詰めてきた。

「うわっ。すごっ！　いつ見ても真っ赤っかです！」

「クリス、騒いではなりませんよ」

「どうでもいいけど、超余裕よね。あんたたち」

　上総はふたりに突っ込む紅も充分余裕だと感じた。

　マサカリダコの大きさは百二十センチ程度。常に群れで行動するのが基本である。

　三十体を超える赤黒いタコは、秩序だった動きで包囲網を狭めてきた。

「迷っていても仕方ねぇだろ。片っ端からやるしかねぇ！」

「あ、ちょっ、リュウさん？」

　黒瀬は雄たけびを上げてまっしぐらに突っ込んでゆく。

「クリス、おまえはバックアタックに備えとけ！」

「了解ですっ」

　上総は黒瀬の背を追いかけるようにして、駆け出した。黒瀬は日本刀を大上段に構えると巨体に似合わぬ瞬発力で跳び上がった。

　一瞬、上総は黒瀬の身体がひと回りもふた回りも大きくなったように感じられた。

　黒瀬の全身から放射された気は本能的なものに訴えかける凶暴性に満ちていた。

「おらあっ」

　マサカリダコの爪は手斧のように鋭く厚いが黒瀬の一撃はそんなものを吹き飛ばす途方もない威力を伴っていた。

　ずん

　と、黒瀬の巨体が地に着いたとき、突出していたマサカリダコの一体は脳天唐竹割りにされて左右に分かれ吹っ飛んだ。黒瀬は手を休めずに、無茶苦茶な動かし方で日本刀を左右にぶん回した。まるで野球のバットをフルスイングするような思い切りのよさである。少なくとも刃物の使い方ではないが、黒瀬はそれなりに修しゆ羅ら場ばをくぐっているようで、瞬きする間に四体のタコを屠って見せた。

「そんなもんかよおおっ」

　己を鼓こ舞ぶするような吠え声である。が、黒瀬の滅茶苦茶な喧嘩殺法の前ではマサカリダコも仲間を次々に斬り殺され、あからさまにたじろいだ。

（こりゃあ俺も負けちゃいらんねぇな）

　三体ほどのマサカリダコが飛びかかってくる。このモンスターは、一番大きな二本の触腕が普通のものとは違って綺麗に湾曲した爪になっており斧のような鋭い切れ味を持っている。

　──が、いかんせん動きは鈍い。

　そこは軟体動物の悲しさか、ほかのモンスターと比べてはるかに鈍重であった。

　上総は手斧の動きをよく見て聖剣を素早く二度三度振るった。

　マサカリダコはすっぱりと頭部を綺麗に薙ながれて次々に転がってゆく。

「こいつらのスピードはたいしたことない。冷静に対処してくれ」

　上総の指示にやや下がった場所でマサカリダコと対たい峙じしていた紅が叫んだ。

「ンなもん見ればわかるわよっ」

　紅はむにゃむにゃまじないを唱えると手にした呪じゆ符ふを素早く投げつけた。

　呪符はマサカリダコのあちこちに張りつくとオレンジの炎を上げて燃え出した。

「いいぞいいぞ！　やっちゃえやっちゃえ、紅っ」

「アンタは危ないから引っ込んでろっての！」

「ぎゅぶっ」

　紅は調子に乗って騒いでいた外道丸を引っ摑むと後方に放った。

「キャッチですわ」

　背後に控えていたリリアーヌが胸元で受け止める。外道丸はリリアーヌの豊かな双丘に頭を突っ込んだままジタバタともがいた。

「ふれーっ、ふれーっ。勇者さまっ、とーっ！」

　離れた場所ではクリスがどこから取り出したのかチアのボンボンを手に応援しながら、時折近寄ってくるマサカリダコに蹴けりを入れるという器用なことを行っていた。

　蹴り上げられたマサカリダコはぽーんとすっ飛んで壁にぶつかると四散する。

「……あー、応援してくれるのはありがたいんだけど、気をつけてね」

「モチのロンですっ。たあっ」

　すらりと長い脚を伸ばしてクリスは楽しそうにマサカリダコを排除してゆく。基本的に上総と黒瀬が波は濤とうのように襲いかかってくるタコの群れのほとんどを引き受け、後陣である紅たちが打ち漏らした敵を倒すという流れだ。

「くっそ。こりゃあいつまでやってもキリないな」

　はじめは三十体程度の数であったマサカリダコは戦闘を続けるうちに次から次へと湧いて出て、今では津波のごとく前方に広がっている。

「コイツは百や二百どころじゃねぇな」

　力任せに戦っていただけに黒瀬の疲労の色が濃い。彼は手を抜くということができないのか、上総が見たところあきらかに力のペース配分に失敗していた。

「リュウさん。一旦、退いてくれ。リリアーヌ、ここはもう一発で決めるしかない。すまないが、頼む」

「カズサさま。頼む、などという言葉は必要ありません。やれ、とお命じください。わたくしは、あなたさまのご命令とあらばどんなことでも果たしてみせますわ」

　リリアーヌは静かに呪文を詠唱すると精霊アガレスを招喚した。

　白髪の魔人は巨大なワニに跨って旋風とともに出現した。アガレスは拳に載せていたオオタカを放つと無数に出現したマサカリダコたちの間を縦横無尽に駆け巡らせた。

　マサカリダコたちはオオタカの強きよう靭じんなくちばしに傷つけられ右往左往する。

　ほぼ同時にアガレスは跨ったワニを床に嚙みつかせて鋭い咆哮を放った。

　びりびりと通路全体が震えたかと思うと、立ち続けていられないほどの強烈な揺れが起こった。

　たちまちに通路は崩壊してマサカリダコの群れは地割れのクラックや突起に身体を切り裂かれたちまちのうちにズタズタになった。

　リリアーヌが招喚した七十二柱の一柱であるアガレスの地震魔術が炸さく裂れつしたのだ。

「今だ！　一気に押し通るぞ！」

　揺れが収まると同時に上総は聖剣を掲げ、半死半生になったマサカリダコを蹴り飛ばしながら通路を駆け抜けてゆく。




　その少年を拾ったのはほんの気まぐれだった。

　夜の新宿──。

　特に魑ち魅み魍もう魎りようが巣食う夜の街では素性の知れない輩やからがそこかしこに跋ばつ扈こしており、その筋である黒瀬ですら不用意に人ひと気けのない路地裏に入ることは憚はばかられた。

　桑原洋よう治じとはそんな薄暗い場所で出会った。

　質たちの悪いチンピラに絡まれていたのだろうか。それも言葉がまったく通じないところからいって明らかに日本人ではない。

　路地裏、と称するのも躊ちゆう躇ちよしてしまう、ビルとビルとの隙間のような場所で、桑原が殴る蹴るの暴行を受けているのを見たのはほんの偶然だった。

「おい、そのくれぇでやめねぇかよ」

　黒瀬はデカい。百九十近い背に百キロを超えるガタイだ。その上、あきらかにその筋であると思われる服装の大男を見れば大抵の人間は道を開ける。

　たまたま、舎弟にタクシーを拾わせているところであった。少年をいたぶっていた東南アジア系の男たちは黒瀬がひとりであると見るなり激げつ昂こうし、数を頼んで意味の分からぬ言葉を吐き散らかした。

　──どうせヤクザといってもこちらが危険な外国人であるということを見せつければしっぽを巻いて逃げ出すだろう。

　浅黒い貧相な顔つきの男が下卑た笑みを口元に浮かべたまま不用意に距離を詰めてきた。

　黒瀬にとっては相手が日本人だろうが外国人だろうが、そんなことはどうでもよかった。

　問題だったのは、たったひとりの少年に対して刃物をちらつかせて五人がかりで囲むというそのやり方だった。

「気に入らねぇな」

　ある程度は日本語を理解しているのか、男は隣の仲間に向かってニヤニヤしながら黒瀬に対し視線を切った。

　次の瞬間、黒瀬の鉄拳が男の頰にめり込んだのは当然であった。

「今、オレが話してるだろうが」

　男は軽々と吹っ飛ぶと壁にぶつかって動かなくなった。黒瀬はそのとき自分の拳に白いものが幾つか刺さっていたことを覚えている。力任せに振るった拳がもろにめり込んで男の歯を頰から突き破らせたのだった。

　わけのわからない言葉で男たちは吠えた。夜とはいえここは日本である。そして繁はん華か街がいからややはずれているとはいえ人通りもかなりある。当然とばかりにナイフを抜いてかかってくる腰の据わらなさは、突とつ如じよとして暴発する危険性というよりも怯おびえばかりが目立っていた。

　黒瀬はナイフを振りかぶって駆けてきた男の膝を無造作に踵かかとで蹴り抜いた。

　ぐうづっ

　と聞きなれない声で悲鳴を上げて男が身体を前に折る。あとは男の後頭部を摑んで自分の膝に導いてやればよい。黒瀬は男の顔面をくしゃくしゃに潰すと、残った三人に向かった。

　少年を一方的にいたぶっていた男たちは、手にした財布を持ったまま茫ぼう然ぜんとしていた。

　──財布は大方少年のものだろう。

　黒瀬は無造作に歩み寄るとそこらで拾った角材を握っていた男の手首を摑んだ。

　背こそ百八十はあるが、女のように頼りない腕の細さだ。軽く捩ねじり上げて力を入れると、ぽきっと折れた。

「おいおい。もっと小魚を食えよ」

　軽いアドバイスをすると泣き叫びながら跪ひざまずいた男の後ろ頭を情け容赦なく靴底で踏ふみにじった。男の顔面は地面に衝突するとまたたく間にぬるい血で池を作った。

　最後のひとりは根性を決めたのか、目をつむったまま突っ込んできた。ここはきちんと対処するのがもてなしの心であろう。黒瀬は振りかぶったストレートを放つと男の顔面をぐずぐずの泥人形のごとく変えてやった。

「大丈夫かよ、小僧」

「あ……」

　それが桑原洋治との出会いだった。

　聞けば少年は高校を中退したあと、やることもなく街をブラブラする毎日だったらしい。

　結果として助けられたことによって桑原はやたらに黒瀬を慕うようになった。恐きよう喝かつにあうような男が極道に向いているわけがない。実際問題、黒瀬がなにごとかをいいつけても、パシリひとつ満足に行えない不器用さであったが、黒瀬はなんとなく桑原を手元に置くようになっていた。

　自分でもわからない。が、無口ながらどれほどほかの若わか中ちゆうにしごかれてもまるで逃げ出したりしない根性だけは買っていた。

　印象深かったのは、黒瀬が「もっと肉をつけろ」といわれれば腹を壊すほど肉を食い、「身体を鍛えろ」といわれれば用事の合間を縫ぬって筋トレに励んでいる桑原の姿だった。

　極道は暴力のプロであっても格闘家ではないのだ。桑原のように、勤勉に身体を鍛え、酒も飲まず賭けごともせずストイックに自分を鍛える男などまずほとんどいない。

　そもそも線が細い今風の桑原はなりだけを極道に変えたとて箔はくなどつくはずもなかった。

　それなのに黙々と事務所の裏で筋トレに励む桑原はどこか滑こつ稽けい感かんすら漂っていた。むしろ黒瀬が心配しようものなら「いや、でも僕にはこれくらいしかできませんから」と青白い顔で答えるだけであった。媚こびへつらうというわけではないが、桑原の放つ雰ふん囲い気きはどう見ても筋者とは思えない部分が大きすぎた。

　それが組の中での桑原の印象で黒瀬からしてみても違いはなかった。

　だから組の掟おきてであるクスリに手を染めたと聞いたときは誰よりも耳を疑ったのだ。

　薬物を使えば非力な自分から生まれ変われるとでも思ったのだろうか。

　黒瀬は生まれつき体格には恵まれており、中学に上がったころにはすでに無敗を誇っていた。

　元プロボクサーや元レスラーをまとめて五人ほどのしたこともある。ヤクザにとって暴力とは鍛えて身につけるものではなく、元々生まれ持っていなければならないものだ。強さゆえに、弱き者の気持ちを推し量ることは難しい。諸もろ々もろのことを考えていると、知らず、時間だけが過ぎ去っていた。

「すみませんねリュウさん。お待たせしちゃいまして」

　黒瀬はパチパチと燃える火から視線を動かすと水筒に水を汲くんで来た上総を見た。

「いや、構わねえよ。オレはこれをやってたからな」

　一行はマサカリダコの群れを突破したあと、野営を行っていた。といっても地下通路の脇に広がる店の一角を無断で拝借しているだけのことだ。奥へ奥へと進むと、ついには天井の照明が機能していない通路にたどり着いた。食堂が軒を連ねる一角で椅子やテーブルをどかして出入り口にバリケードを作ってある。ここで八時間ほどの大休止を取ることにし、張り番は男女それぞれが代わりばんこに行うことになっていた。

「へへ、どうも見張りってくれば俺はコーヒーを飲まなきゃいられないもんで」

　上総が簡易バーナーを設置し薬や缶かんで湯を沸かしている。あちこちにあるトイレでは水がふんだんに出ており、補給には困らない。普段ならばトイレでなど、と思うのだろうが駅の外に出られないとなれば水は文字通り人間の死命を制するのでどうこうなどいえはしないのだ。

「なに、考えていたんですか？」

「いや、桑原のことさ」

「そうですか」

　上総はそれだけいうと黙った。黒瀬は余計な口を一切叩かないこの青年を気に入り、半ば尊敬しはじめていた。

　一緒に行くといきり立っていた舎弟たちを置いて無理やりについてきたものの、ダンジョンの中は黒瀬が今まで持っていた常識のすべてを破壊していた。

　雪ゆき村むら上総という男は強い。口に出す必要もないほど厳然たる事実である。剣がなくとも、黒瀬が得意のステゴロですらまったくかなわないだろう。かの男が魑魅魍魎が跋扈するこの場所でどこか泰たい然ぜんとしていられるのも、超人的な実力に裏付けられているからである。黒瀬にとっては上総はときどき背を丸めて座っている巨大な虎に見えた。そして、この虎ですら翻弄する人外めいた怪物、すなわちダンジョンマスターが迷宮の底で待っているのだ。

「──もうすぐ、底ですよ」

　上総がマグカップに湯をそそぎこんでコーヒーを作りながらそういった。

「そうか」

　上総がいうのであればそれが真実だろう。そしてそれは黒瀬と桑原がもう一度邂かい逅こうすることにほかならなかった。

　彼は酒の入ったスキットルの中身を舐めるようにゆっくり飲むと、薪まきにした椅子の爆はぜる火花に目を細めた。




　アルプス広場にその怪物はいた。

　無限に続くと思われた連絡口の回廊を抜け出てすぐである。

　巌いわおのごとき様相を呈した巨大な亀は上総たちを一歩も通さぬ体ていで立ちはだかった。

　10式戦車とほぼ遜そん色しよくのない十メートル近い大きさである。

　盛り上がった巨大な甲こう羅らの下にある頭部は竜のものだ。

　眼前にそびえる巨大生物は上総たちの一挙手一投足も見逃さないように、赤黒い瞳を冷たく光らせていた。

　ドラゴンタートル──。

　異世界ロムレスにおいても一筋縄ではいかない強力なモンスターだ。

「抜けられそうにないな」

　口中が乾き切っているのか上総の舌が自然ともつれ妙な声になる。

　広場の中央に位置するドラゴンタートルは思った以上に俊敏なのだ。

　上総の勘であるが、これほどのモンスターを配置するのであれば、この迷宮の主であるグランバジルオーネのいる場所はすぐ近くであろう。

　今まで戦ってきた水系モンスターとはあからさまにレベルが違い過ぎる。

「ねえ、これってもしかしてドラゴンってやつ？」

　紅が身体を寄せて静かな声で訊ねてきた。

「いや、そう見えるが正確には違う。あくまでデカい亀だが、生命力や凶暴さはドラゴン以上かもしれん」

「なにそれ。サイアクじゃない」

　一見すれば某怪獣映画に出てきた巨大亀にそっくりであるが、頭部の部分が如実に竜の特徴を色濃く残している。

　ワニのような長い吻くちさき。

　鋼鉄ですらウエハースのごとく齧ってしまう強靭な顎あごは、ときとして本物の竜を捕食する力を備えており危険度は折り紙つきだった。

「クソ、最後の最後でこんな奥の手を隠してるとはな……」

　上総がそう愚痴ると紅が前に進み出た。

「コイツはあたしが引き受ける。全員でかかる必要はないわ。アンタたちはとっとと先に行きなさい」

「ちょっと待てよ。ドラゴンタートルは竜種に劣らないくらいの強敵だ。全員で協力して戦ったほうが無難──」

「あたしにはこれがあるから大丈夫」

　紅は、肩かけ鞄かばんから一枚の呪符を取り出すと口に咥えて見せた。すぐに呪符を袂たもとに仕舞うといった。

「水中呼吸の呪符よ。これさえあれば三十分は水の中でも戦えるけど、超貴重だから人数分ないの。この部屋が水で満たされてもあたしは平気だから、アンタたちはなんとか先に進んで自分たちの安全を確保して」

「ぐっ」

　紅のセリフに言葉が詰まった。同時に脚を浸してゆく水かさが上総の心にズシリと重たく伸のし掛かかってくる。このアルプス広場に到着したと同時に四方のあらゆる扉が閉まり閉鎖空間になった。そして天井の壁から穴が幾つも開き、水で中を満たしはじめていた。

「それに例のお嬢さまはあなたをご指名みたいですし」

（ドラゴンタートルは水系モンスター。水が満ちれば満ちるほど有利になる）

　紅にいわれなくても気づいていた。

　前方の見える狭い通路の向こう側から強烈な鬼気が放たれている。

　ここへ来いと。

　早くここまで到達しろと。

　グランバジルオーネがうずうずしながら待ち構えているのが扉越しにわかった。

「リリアーヌ──」

「だめよ」

　上総がリリアーヌを呼ぼうとするとすぐさま紅に止められた。

「その子の招喚術は使えてあと、一回か二回。とっておきなさい、本当に必要になるときまで」

　紅の表情。迷いは微塵もなかった。彼女の肩に外道丸がぴょーいと飛び乗った。

「──つーわけで兄さんはチャチャッと扉の向こうのダンジョンマスターを倒してちょうだいな。ここはオレと紅でかるーく収めておくからよ！」

　強気な発言の外道丸であるがあきらかに目の前の巨大亀に対して怯えており、四し肢しがカクカクと細かく震えていた。

「あのねー。ブルってるくせに強がるんじゃないわよ。アンタも上総と一緒に行ってもいいのよ？」

　口調はいつものように突き放すものだったが、外道丸を見る紅の瞳にはやさしさが宿っていた。

「はっ。ジョーダン。オレっちがビビってるなんて、そんなわけないじゃーん。オレと紅は一心同体。さあ、いつものようにオレの華麗な作戦どーり戦えば完勝は間違いなしだよん」

「アンタの指示で戦ったことなんか一度もないんですケド」

「なにをー。へへ。てなわけで兄さんたちはどんどん行った行った。オレは筒に入ってれば息しなくてもダイジョブなんで！」

　ドラゴンタートルをはじめて見たときの強張りが完全に消えていた。紅を生いけ贄にえにするわけではない。彼女を信じてこの場を任せるのだ。

「悪い。任せた」

「ん。任された」

　上総は先頭を切って走り出した。リリアーヌとクリス、それに黒瀬が続いた。ドラゴンタートルがわずかに身体の向きを変えて首を伸ばそうとする。亀であるドラゴンタートルの首は体長と同程度伸びるのだ。上総は咄とつ嗟さに右腕をドラゴンタートルに向けて突き出した。腕にはフライ・スクイッドからドロップしたリングが嵌まっている。

「喰らえ！」

　遊びではなく、裂れつ帛ぱくの気合を込めて指先をびっ、と突き出すと尋常でない量の墨がドラゴンタートルに向かって放たれた。黒く濃い煙幕が空間に吐き出されてゆくうちに、右腕に嵌まっていたリングは飴が溶けるように細くなってゆき、最後には消えてなくなった。

「てなわけでお先に行かせてもらうぜ」

　上総は走りながら煙幕を張るとその場を脱出した。




　広場を突っ切ると途端に石積みの狭い通路に切り替わった。

　人工物が何ひとつない異世界でよく見た平均的なダンジョン風景だ。

　じゃぶじゃぶと水を蹴って進む。

　通路の終わりには青い大扉があった。

「ま、冷静に考えるとそうだよな」

　手のひらで目の前の扉を撫でると金属とは思えないほどつるりとした触感であった。

　巨大な鍵穴だ。恐らくはゲートキーパーである役割のモンスターからドロップする必要性があるのだろう。後方では、アルプス広場で紅がドラゴンタートルと戦っているもの凄すごい音が響いて来る。

（ちっくしょ。このままじゃ紅の行為が無駄になっちまう）

　水かさはすでに腰のあたりまできていた。上総の焦りが加速していく。

「勇者さま。こちらの通路は進めそうですが」

「そうか！」

　暗くて見落としがちだが、右の脇に屈かがめばなんとか進めそうな通路があった。小柄なクリスとリリアーヌならばなんとか通れそうだが、男である上総や黒瀬は無理そうである。

「私がぱぱっと先を見てきちゃいますねー」

「頼んだ。くれぐれも無理するなよ」

「了解です」

　クリスは肘ひじを折り畳んで海軍式の敬礼をすると狭い通路に無理やり入っていった。




　流れてくる水はじゃぶじゃぶと足元に溜まり歩くたびにじゃぶじゃぶと音が鳴った。

（狭いですが。この先には、確実になにかがあります）

　クリスは曲がりくねった通路をどうにか通り切ると広い部屋に出た。

「ここは……？」

　ちょっとした体育館ほどもある部屋である。天井には青白い苔こけがびっしりと生えており明度は保持されていた。足首くらいまでの水の深さである。クリスは油断せず、一歩一歩進む。

「おおーいっ。そこにはなにかあるのかーっ」

　離れた大扉の前から上総が叫んでいる。クリスはあたりに視線を巡らしてから大声で叫び返す。

「特になにもありませーんっ。ちょっと見てみますねーっ」

　そういってはみたものの、なんら意味のない空間をダンジョンマスターがわざわざ自分の部屋の前に作るとは思えない。

「なにかないかなぁ、なにかないとおねーさん怒っちゃいますよう」

　──果たしていくらも動かないうちに壁が開いて特大のモンスターが出現した。

「のわっ。びっくりです！」

　バネ仕掛けのような鋭い動きで目の前の壁が観音開きに開いて人間大のシャコが姿を現した。

「もーう。あなたって人は。出てくるなら出てくるで事前に教えてくれなきゃ困るじゃないですか」

　おどけながらクリスは目の前でうっそりと立つモンスターに注意指導を促した。

「おーいっ。なんかすごい音がしたぞーっ。大丈夫かーっ」

「すみませーん。なんでもないでーすっ、すぐ戻りますからーっ」

（とはいったものの、たぶん目の前のコレが中ボスなんですよねぇ）

　ヨロイジャコ──。

　固い外骨格に守られた上に強烈な攻撃力を有する攻守双方にすぐれた水棲モンスターである。

　クリスは右手をすっと動かすと半身に身体を開いて重心を落とした。

　シャコの武器はその巨大な捕脚から繰り出されるパンチである。

　シャコパンチと呼ばれる打撃は、普通サイズのシャコですら軽々と貝の殻からを破壊し、水槽のガラスをぶち破るともいわれる。

　前の間にいるヨロイジャコは体長が百五十センチはありクリスと遜色ない。

　その体格から繰り出されるパンチ力は小さな通常のシャコとは比較にならないほどのものであろう。

　ヨロイジャコはこん棒状の捕脚と呼ばれる脚をゆらりと持ち上げ標的をクリスと見定めゆっくりと近寄ってくる。

「悪いですが、こちらもゆっくりしている暇はないのです」

　クリスがいい終わったと同時にヨロイジャコは突進してきた。

　身に纏まとった鎧よろいのような外骨格がすり合わさって不快な音を立てた。

　最初から警戒しておいたおかげかクリスは想像以上に素早い動きを咄嗟に見切り高々と飛翔した。

　ヨロイジャコは猪突猛進の言葉が似つかわしく、クリスがいた場所をあっさりと駆け抜けると猛烈なパンチを素早く、しかも連続で繰り出した。

　耳じ朶だを打つ激しい炸裂音が延々と鳴り響き、ヨロイジャコの打撃音で部屋そのものが激しく揺れた。

　一旦、攻撃に移るとある程度は反転できないのか。

「もらいましたよっ！」

　クリスは素早くヨロイジャコの背を取ると跳び上がって強烈な飛び蹴りを放った。

　矢のようにまっすぐな一撃は無防備なヨロイジャコの背にズンと突き刺さる。

（ぐ──固い！）

　その名を表す通り鋼鉄の甲羅の強度は想像以上のものだ。が、クリスの蹴りはそれなりに効いたらしくヨロイジャコの背中の甲羅に激しく亀裂が入った。

　ヨロイジャコは蹴られた衝撃で今まで自分が殴っていた壁へと前のめりに突っ込んだ。

　クリスは蹴った反動で移動して部屋の反対側、壁ギリギリの場所に着地する。

（相当にダメージを与えたはずだけど。足首が──！）

　が、クリスの痛みなど意にも介さずヨロイジャコは起き上がった。

　頭部先端から突き出した真っ黒な複眼がぎろりとクリスを睨む。

　次の瞬間、両者は部屋の中央で激突した。

　ぼっ

　と、大気を割る異様な唸りとともにヨロイジャコの高速パンチが機関銃のように乱射される。

　ヨロイジャコの強力な打撃のエネルギー源は脚のつけ根にあるバネから生み出される。

　削さく岩がん機きもかくやという強烈な拳がクリスをすり潰さんとばかりに放たれた。

「はあああっ！」

　対するクリスもまた尋常の者ではなかった。

　足場の悪い膝まで浸かった水場に片足立ちになるとヨロイジャコのパンチを蹴りで迎え撃った。

　巨大な捕脚とクリスのキックが中央で激しく絡み合った。

　素早く打ち出されたクリスの蹴りとヨロイジャコのパンチは互角かと思われたが、勝敗を決したのは乗せられた気の大きさであった。

　部屋が砕けそうな轟ごう音おんが鳴り響き、技の撃ち合いに勝利したのは──クリスであった。

　ヨロイジャコの捕脚は粉々に砕け散り、一瞬だけ動きが止まった。

「りゃあああっ！」

　それを見逃すメイドではない。クリスは気合一閃、虚空へ飛ぶと必殺の踵落としをヨロイジャコの頭部に見舞った。

　ぐじゃっ、とヨロイジャコの頭がバラバラに飛び散って、その身体がずうん、と飛沫を上げて沈んだ。

「あら？　これはこれは」

　ヨロイジャコの砕けた捕脚から光り輝く青白い巨大な鍵が飛び出し、とぷん、と水中に落下する。

「お役立ちアイテム、ゲットしました！」

　クリスは屈んで素早く鍵を拾うと満面の笑みを浮かべた。




「動じぬのだな、娘よ」

「……え？」

　紅は一瞬目の前のドラゴンタートルが喋ったとは気づかず間抜けな声を出した。

　注意深く見れば真っ赤なドラゴンタートルの瞳には理知的な光が宿っている。

「ええ、ああ。別に、こんなの、どってことないわよ」

「紅、動揺してんのバレバレだぜーっ」

「うるさいから、アンタは筒に入ってなさい。で、なんの話だっけ。そうそう、言葉が通じるのなら話は早いわね。大怪我する前にそっちが引いたらどうかしら。少なくともあたしは手加減のできる女じゃないわよ」

「驚いたな。まさか矮わい小しようなニンゲンごときにそのような応じ方をされるとは。儂わしも五百年近く生きてきたが、このようなことははじめてだ」

　ドラゴンタートルはぶふーぅ、と口元から蒸気のようなものを吐き出し呆あきれたようにいった。

「恨まぬのか？　あの男たちはおまえを足止めのために捨てたのだぞ？」

「そう見えてるんならお門違いね。アンタがドラゴンだか亀だか知らないけど、あたしは上総に頼まれてこの場を引き受けたの。サクッと片づけてとっとと合流しないとね。こう見えてもあたしは結構いろいろ忙しいの！」

「そうか。ならばあとは武力で語るのみ。儂も全力で屠らせてもらうぞ」

「どうぞお好きに。こっちはこっちでやらせてもらうから」

　紅は懐から折り紙で作った手裏剣を素早く取り出すと、有無をいわせず放った。

　紙の手裏剣はシュルシュルと飛距離を伸ばすごとに巨大化してみるみるうちに座布団ほどの大きさになった。

　ドラゴンタートルは素早く状況判断したのかカッと巨大な口を開けると炎を吐き出した。

「──ッ！」

　室内が目が眩くらむほどの光量で満たされ、紙手裏剣は一瞬で焼き尽くされた。

「どうした。儂が亀だと思うて、よもや火を扱うとは思わなかったのか？」

「いいえ。あなたの判断に感嘆していたのよ。下手に首を引っ込めてたら甲羅ごと真っ二つだから」

「抜かせ。──ならば次はこちらから行かせてもらうぞ」

　いうが早いかドラゴンタートルは首を振るって前進し出した。策もなにもない。これだけの体重があれば大型バスも軽々とひっくり返されるだろう。

　紅とドラゴンタートルの差は巨象とアリだ。

「て、か弱い女子高生に体当たりだなんて、躾しつけのなってない亀さんよね」

　紅はそういうと袂から折り紙で折ったクジラを出してひょいっと投げた。

　方術によって気の込められたクジラはあっという間に巨大化するとドラゴンタートルの突進を受け止めた。

「な──！　ならば、これならどうだ」

　ドラゴンタートルは巨大な顎を駆使してクジラに嚙みつくが倍以上もあるシロナガスクジラを模した式神を一撃で食い殺せるはずもない。

　どたんばたんと巨獣同士が地響きを上げて争う。

　破壊された巨大な破片が凄まじい勢いで飛来する。紅は小刻みにステップを踏みながらそれらを次々にかわした。

「こしゃくなッ！」

　クジラ式神を横倒しにしたドラゴンタートルがカッと大口を開けて火炎弾を放った。

　巨大な火炎弾が真正面から紅に命中する。

　ドラゴンタートルの瞳に歓喜の色が浮かんだ。

「な──？」

　が、紅はいかなる秘術を用いたのか爆散した炎の弾からなにごともなく現れると白い歯を見せて楽しそうに笑った。同時にクジラ式神が起き上がって反撃に移った。

　これが狙いだったのか。紅は器用にクジラの背を伝って跳躍すると懐から取り出した扇で紙かみ吹雪ふぶきを舞い散らせた。












　いかなる秘術か。無限に現れた紙吹雪はドラゴンタートルの身体に満まん遍べんなく張りつくと、みるみるうちに覆ってゆく。濡ぬれた手に吸いつく黄な粉のようにドラゴンタートルの身体はあっという間に真白く染め上げられた。

「遊んでる暇はないっていったでしょ！」

　落下しながら紅が九字を切る。

　たちまちのうちにドラゴンタートルに張りついた紙吹雪が発火し、業ごう火かが目の前に出現した。

　ゴーゴーと異様な唸りを上げて炎が燃え盛る。紅は片かた膝ひざを突いて水面に着地すると、吹き上がった飛沫で顔を濡らしながら素早く抜き放った小刀を地に突き立てた。

「これで終わりよ」

　紅の小柄な身体が白く輝き出す。凄まじいほどに収しゆう斂れんされた呪力が小刀の先端から解き放たれた。

　モーゼが海を割ったかのように、腰の高さまで溜まった水が弾け飛び床を這うようにして衝撃がざざざと飛んでゆく。

　呪力の波動はドラゴンタートルの身体にぶつかると、ほとんど間を置かずドラゴンタートルの身体を四散させた。

「ふう。こんなものよね」

　紅はバラバラになったドラゴンタートルの肉片をひょいひょいよけながらあたりに漂った凄まじい血臭に顔を顰しかめた。

「うーっ。あとでシャワー浴びないと」

　バシャバシャと水を蹴立てながら退たい魔ま巫み女こは平然とその場を去った。




「おお、開くぞ」

　上総はクリスから受け取った鍵を差し込むと大扉を開いた。

「もう、あまり無茶はしてはなりませぬといっているではないですか」

「えへ、姫さますみませーん」

　背後ではリリアーヌに軽くたしなめられるクリスの声が聞こえる。

（まるで反省していない。が、なにはともあれ、怪我がなくてよかったよ）

　ゴゴゴ、と地響きを立てて巨大な大扉が開いてゆく。同時に腰まで来ていた水がどっと大扉の内側に流れ込んで、一気に歩きやすくなった。

　これで少なくとも後方で戦っている紅が水死する可能性はなくなった。

（ふうっ。とにかく無事を祈るぜ。地上で再会したらおまえの大好きだったホストクラブでシャンパンタワーやってやるからな）

「なーに、勝手に無礼な妄想してるのよ」

「んげっ！」

「人の顔を見て、んげ、とはなによ。失礼ね」

「ひゃ、ひゃなを、引っ張るなっての！」

　上総はギューッと鼻をつまんできた紅を払いのけると怒ど鳴なった。

「クレナイさまっ。ご無事でございましたのねっ」

「それーっとクリスも姫さまに続きますっ」

「ちょ、いきなり伸し掛かってくるんじゃないわよ──って、んぶっ！」

　紅の無事をよろこんでリリアーヌとクリスがハグという名の体当たりをかます。上総の目の前に美少女三人がもつれ合って転がった。

（が、下は水に浸かってるんでびちょびちょだ。ご愁しゆう傷しようさまね）

「あーん、ぐちょぐちょに濡れちゃいましたぁ」

「姫さま、その申され方なにかセクシーでクリスのお胸がきゅんきゅんしてしまいます」

「くっ。踏んだり蹴ったりってのはこのことよ。上総も黙って見てないで止めなさいよ」

「わーるかったよ。それよりも、この先はグランバジルオーネがいるはずだ。気を引き締めていこう」

「ぐ。アンタに諭されるとは。今日はとことん厄日ね」

「なんでだよ。この流れじゃ普通だろうに。それに無事に戻って来てよかったって俺だって思ってるんだからな」

「ば──バッカじゃないの！　今はそんな浮うわついたコトいってる場合じゃないっていうのよ！　あほ！」

　紅はカッと顔を朱に染めると途端に上総たちを置いてズンズン前に進んでゆく。なんだぁ、と思って仲間を見回す。黒瀬はしょうがないなというように口元をわずかに吊つり上げ、クリスは期待に瞳を輝かせ、リリアーヌはどこか不満そうに頰を膨らませていた。




「思っていたよりずいぶんと早かったのね」

　大扉の向こう。

　グランドピアノの前に腰かけたグランバジルオーネは上総たちの姿を認めると、くるりと反転して長い指先を鍵けん盤ばんの上で躍らせはじめた。

　しずしずと規則正しい音の調べが疲れた身体に染み入ってくる。グランバジルオーネは間違いなく邪悪な心を持っている。新宿にクリスタル・トリガーを撒き散らし、薬の副作用で幾人もの人間をキメラに変化させ手て駒ごまとして操り、そして今度は新宿そのものを水の中に沈めようとしている。

　技巧と精神的なものはまるで別種であるはずだが、彼女が紡ぐ音階は聞くものを魅了する蠱こ惑わく的てきな力が確かにあった。

（悔しいが、彼女の腕は一流だ）

　グランバジルオーネは古典派時代の曲を区切りのよいところまで弾き終えると、長く美しい髪を波打たせて立ち上がり、優雅に一礼した。

「ご清聴感謝します。勇者ご一行さま」

　す、と背を伸ばしてこちらを見るグランバジルオーネの瞳は湖底のような澄み切ったアイスブルーだ。秋葉原ダンジョンで戦ったエルアドラオーネにはどこか人間臭い悪意がところどころに透けて見えたが、目の前にいる彼女にはそれがない。

　上総は聖剣を鞘から引き抜くと、白い床に自分の靴音をコツコツと響かせ歩み寄った。

　十メートルほどの位置で向き合った。

　グランバジルオーネと視線が絡み合う。

　妙だな──。

　やはり、彼女の瞳からは上総に対する邪気がまったく読み取れなかった。

「勇者カズサ。私はね、エルアドラオーネよりもはるかに濃いの。わかる？　だから、こんな気持ちになるのよ」

「いっている意味がまったくわからない。ともかくも俺たちはここまで来た。決着を着けようじゃないか」

「はい。でも、その前に。あなたのうしろにいるお兄さんに会いたがっている子がいるのよ」

　グランバジルオーネが軽やかに指を鳴らすと、部屋の奥にあった扉がぎいと開き、桑原洋治がゆっくりと姿を現した。

「桑原──！」

　黒瀬が前に出ていきり立った。離れている上総にも黒瀬の口から洩もれる吐息の熱さが感じ取れそうなほど激しているのがわかった。

「勇者カズサは私と。そちらのお兄さんはその子と。これが望み通りなのでしょう？」

「リュウさん。それでいいですか」

「オレは構わねぇ。そもそもがそこの姉ちゃんのツラを拝む程度にしか思っていなかったんだが、ご本ほん尊ぞんがいるってならば話は別だ」

「て、ことだ。いいな？」

　仲間に視線を巡らす。紅は一瞬だけなにかいいたそうに口くち籠ごもったが上総と目が合うと唇を歪めて不ふ承しよう不ぶ承しよう了承したように手のひらをひらひら振った。

　上総の隣にゆっくりとした歩調で黒瀬が近づいて来る。グランバジルオーネの隣には桑原が控えるように立った。

「場所を変えましょう。ここでやり合うのは私たちに似つかわしくありません」

　グランバジルオーネはにこりと笑みを浮かべた。

「だ、そうだ。あとは頼んだぜ、みんな」

　上総は聖剣を肩に担ぐとグランバジルオーネに近づく。警戒は解かない。解かないが、十中八九この場で攻撃はされぬであろう奇妙な信頼感がお互いの間に醸じよう成せいされていた。グランバジルオーネはふわりと宙に浮くと光に包まれながら天井へ飛んでゆく。

　同時に上総の身体を包むように青白い光が頭上から差して来た。転移の術である。鬼が出るか蛇が出るか──。胸の内でつぶやくと首を左右に振ってカキコキと軽やかな音を鳴らす。上総は光に包まれながら心配そうに手を組んでいるリリアーヌに向かって片目を閉じた。




　ひんやりとした空気に包まれながら黒瀬は火のような呼気を漏らしていた。

　目の前にはリリアーヌが神妙な面持ちで立っていた。

「いいぜ。構わないからやってくれ」

「では──」

　やや離れた場所では桑原が手持ち無沙汰な様子で立ち尽くしていた。パッと見は白いシャツにジーンズのはじめて出会ったときと変わらない地味な服装だった。

　が、黒瀬は知っている。クリスタル・トリガーによって変化した桑原の途方もない力そのものを。現に歌か舞ぶ伎き町ちようでキメラ化した桑原とやり合ったときは完全にパワー負けしていた。

「なんか、ドーピングみてぇで心苦しいがな」

「黙って集中してください。力を引き出さなければリュウさまはかの者に勝つことなどできませぬ」

「ぐ──！」

　リリアーヌが桑原の厚い胸板に手を当てる。途端に全身が燃えるようにカッカッと熱くなった。黒瀬は奥歯を嚙み締めながら酩めい酊ていしているような感覚を無理やりこらえた。

　黒瀬は上総とグランバジルオーネが消えたあと、すぐさま桑原とやり合おうとジャケットを脱いだが、すぐ紅たちに制止された。彼女たちがいうには、常人の状態では圧倒的に不利なのである。

　よって、今はリリアーヌの力で黒瀬の内に眠る潜在能力を限定的に引き出している。紅が桑原にこの提案をすると、無言で呑んだ。

「終わりでございます」

　リリアーヌがすっと黒瀬の身体から離れた。花のようなさわやかな香りがふわりと黒瀬の鼻孔に漂った。が、それをどうとも思う余裕などない。全身の細胞がぷつぷつと音を立てて弾けているような気分だ。

「リュウさま。わたくしの術であなたさまの力を限界まで引き出してありますが、そう長くはもちません。それだけはご承知ください」

「構わねぇ。そいつは向こうさんだっていえることだろ」

　──もっともアイツは人間だってやめちまってるみてぇだがな。

「じゃ、待たせたな。そろそろおっぱじめるとしようか。桑原よ」

「ええ。おれもあなたとやり合えるのを楽しみにしていましたよ」

　黒瀬は日本刀を持ったまま桑原と向き合った。

　距離は十メートルほど。

　今の黒瀬は超人的な力が常時発動している状態であるが、対する桑原もクリスタル・トリガーで人外になり果てている。

　背後のリリアーヌたちからはしわぶきひとつ聞こえてこない。どこからかわずかな水が流れ込んでくるのかチョロチョロとした水が床を申し訳程度に濡らしてゆく。

　静寂だった。

　掛け値なしの静寂だ。

　突如として黒瀬と紅たちの間に巨大な水が噴出した。凄まじい水流は床下から天井ギリギリまで吹き上がり巨大な壁を作って遮った。パッと見は薄く声さえも届きそうである。黒瀬は拳大の床石の破片を手に取ると壁に向かって投げた。石くれは素早く水流で切り刻まれて消えた。あのグランバジルオーネがなにを考えて黒瀬と桑原の一騎打ちにこのようなことを取り計らったかは知らないが、こちらとしては好都合だった。

　たとえ殺されたとしても、この戦いだけには手出しをして欲しくなかった。

「──さあ、はじめようじゃねぇか」

　黒瀬の声を合図に桑原の身体が変化をはじめていた。

　みるみるうちに小柄な桑原の身体が爆発するように肥大化した。百九十センチはある黒瀬が小男に見えるほどの変身だった。たちまちに三メートル近い巨人に変貌すると、桑原は毛むくじゃらの顔一杯に口を開いた。

　獣けものと称するのがぴったりな姿だった。シャツを破り切って膨れ上がった上半身には真っ黒な獣の体毛が密生している。ゴリラやオランウータンの筋肉が虚きよ弱じやくに思えるほどのアンバランスな肉のつき方だった。

　ぼっ

　と重たげな音が鳴って桑原の姿が消えた。

　次の瞬間、黒瀬はもろに体当たりを喰らって後方に吹っ飛んだ。

　咄嗟に刀を振るった。

　が、桑原の拳の一撃で刀身はバラバラに砕け散っていた。

（やりやがったな──！）

　黒瀬は両肩を摑んで来る桑原の手首をぎゅうと摑むと、自らそのまま床に倒れ込んで巴ともえ投なげを打った。

　ふわっと桑原の巨体が宙に浮いた。その隙を見逃さず、黒瀬は床を蹴って飛び上がると拳を固く握り込んで桑原の鳩尾みぞおちを天も貫けとばかりに突いた。

　肉を殴ったという感触ではない。巨大なタイヤを殴ったような手応えだった。

　黒瀬が驚きを感じる前に桑原がにゅっと長い腕を伸ばして来た。

　摑まえられたらやられる。

　素早く身を捻ってかわそうとするが、桑原の鋭い爪が黒瀬の右頰を浅く削った。

　びびっと皮が破れて真っ赤な血が飛び散る。

　黒瀬は大きく後方に跳ぶと両腕のガードを上げて同じく態勢を整えた桑原を見た。

　獣になった桑原の瞳を直視する。

　黒瀬の中を、どこか懐かしい風が吹き抜けた。
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　水である。

　冷たい水の中に立っていた。

「ここは」

　気づけば上かず総さは新しん宿じゆく駅えき西口に立っていた。

　無論のこと、地上である。

　駅を臨む離れた場所にグランバジルオーネの姿があった。

　一旦は引いたはずの水が轟ごう々ごうと唸うなりを上げて濁流のようにうずを巻いている。

　グランバジルオーネはヒールの靴を脱ぎ捨てると素足で流れの上に浮かんでいた。

　上総が視線を転じるとグランバジルオーネはせり上がった水流の上に乗ったままはるか頭上の高みに位置を取った。

　彼女は得意の水魔術を使用して圧倒的に有利な場所に陣取ったのだ。

「さあ、勇者カズサ。ここで存分に死合いましょう」

　歌うような旋律で高所にいるグランバジルオーネが語りかけてきた。上総は胸まで浸かった水から浮いている車両の上に飛び移ると聖せい剣けんを構えた。

　特徴的なロータリーの上を青黒い奔ほん流りゆうが轟々と奔はしっている。上総は激流の上で木の葉のように浮かんでは消える車両を視界の端に捉えながら、浅く息を吐いた。

「魔王五ご星せい将しよう、水のグランバジルオーネ。参ります」

　戦いがはじまった。

　グランバジルオーネは両手を胸の前で合わせて歌うように叫ぶと、中空に幾つもの巨大な水の塊かたまりを出現させた。

　空は灰色の雲が分厚く覆おおっており無数に生み出された水の塊は妙に清げで上総の心に強く印象づけられた。

　巨大な水球が唸りを上げて奔ってくる。

　上総は揺れるボンネットの上で身体からだを沈めて初弾をかわした。

「まだまだですよっ」

　続けざま巨大な水の弾丸が上総を狙って落下してくる。たかが水といっても馬鹿にできない。目の前に迫る水弾は目測でも一立方メートルを超えている。つまりは一トンを優に超えているのだ。これに加速が乗っているので衝撃は凄すさまじいものになっていた。

「ちいっ」

　上総は木の葉のように水の上を揺れる車両へと次々に飛び移りながらグランバジルオーネの攻撃をかわしてゆく。

　轟ごう音おんが鳴って水の塊が当たったピックアップトラックが砲弾を喰らったかのように弾はじけ飛とんだ。

　鋼鉄が紙かみ屑くずのように裂けてバラバラと落下する。上総の頰に鋼鉄の破片が当たって熱い血が流れ出た。視線を切ることなくグランバジルオーネを見据える。向けた聖剣の切っ先が震えた。いや、震えていいのだ。切っ先は震えるもの。グランバジルオーネは剣に宿った殺意など意にも介さず莞かん爾じと微笑ほほえんだ。

「カズサ。中々よい動きですね」

「ありがとうよ」

「けれど、その不安定な態勢でどこまでかわし続けられますか──？」

　上総は素早く宙でトンボを切った。フロントを水面に突き出したセダンの先端に片足で着地すると軽やかな動きで跳び上がる。

　バッタを思わせる跳躍力は二十メートルを楽々と超えていた。上総は異常なほどに発達した脚のバネを活用して虚こ空くうに浮かぶグランバジルオーネに斬りかかった。

「ぢえあああっ」

　上総は裂れつ帛ぱくの気合を込めると大上段に構えた聖剣を振り下ろす。

　まさか、自分の位置まで上総が到達するなどとは思っていなかったグランバジルオーネは一瞬対応が遅れた。

　振り下ろした聖剣と同じスピードでグランバジルオーネが動いた。

（が、右腕はとった！）

　剣の切っ先がグランバジルオーネの折り畳みはじめた右肘に触れた。

　瞬間、上総の背筋に激しい悪お寒かんが走った。

　手応えがないのだ。

　まるで「水」そのものを斬っている奇妙な感触に身体の軸がわずかにぶれた。

　その隙を見計らってかグランバジルオーネは残った左腕を振るって激しい水流を叩たたきつけてきた。

　攻撃を放った瞬間があらゆる状況の中で一番無防備になる。現に上総はなんの防御姿勢も取れないまま、右方から激しくのたうつ奔流に巻き込まれながら凄まじい速度で落下し、水面に叩きつけられた。

　痛みと混乱で頭が真っ白になる。特に二十メートルを超える高さから水面に叩きつけられたせいで全身の骨という骨が痺しびれ、コンマゼロ秒ほど上総の身体は行動停止状態に陥った。

　──が、奇妙なことにグランバジルオーネの追撃はなかった。

　上総は潜った水中を必死で掻かいて水面から飛び出すと、どうにか車両のボンネットに飛び移って大きく息を吐き出した。

「やれたと思ったかしら？　残念ねカズサ。私は仮にも水を司つかさどる五星将。聖剣といえどこの身体はそう易やす々やすと傷つけられはしないのよ」

　確かになにかを斬った感触はあった。視線を上方に向ける。ふわりふわりと虚空に浮かぶ水球に乗ったグランバジルオーネはあくまで余裕だ。彼女は先ほど上総が斬りつけて裂け目の入った右肘に舌を這はわせてくすくすと笑っていた。

「ノーダメージかよ」

「あら、そんなことはないわ。あなたに怖ぁい剣を向けられて私は痛く傷ついたわ、王子さま」

　グランバジルオーネは嚙かんでいた自分の小指を唇から離していった。

「ふざけた役どころを振らないでくれ。おまえは俺の敵だろうが」

「憎み合う宿命に生まれたふたりが困難を乗り越えて結ばれる。とても感動的じゃないかしら」

「生あい憎にくと俺はラブロマンスものは反へ吐どが出るほど嫌いでね。世の中、おまえの思うとおりご都合主義で動いてないんだよ」

「あら残念ね。でも、恋愛というものは困難があればあるほど燃えるものじゃない？」

　グランバジルオーネが軽く片手を上げると、水面が轟々と音を立ててうず巻き、大きな波が形成されてゆく。どう見ても高さは十メートルを超えている。彼女が術を駆使して津波を起こし、上総を飲み込もうとしているのは明白だった。

「スイーツ脳乙。俺は単純明快ハリウッド信者なんでね──！」

　上総が聖剣を水平に構えて叫ぶ。

　青黒い大だい海かい嘯しようがドッと押し寄せてすべてを押し包もうと猛進してきた。




　ひたり、と冷たい雫しずくが黒くろ瀬せの背を打った。

　上着を脱ぎ捨てた黒瀬は肌脱ぎになっている。

　たいしたトレーニングをしたわけでもない。

　黒瀬の強きよう靭じんな肉体は生まれつきのものであった。

　あらゆる生物は成長過程で肉体強度を最上限まで持ってゆく。

　獅し子しや虎や象が自らを鍛え上げるという話を聞いたことがあるであろうか。

　そんなものはない。

　弱肉強食を生きる世界にそんな悠長なことは許されない。

　あらゆる生物が生まれついた瞬間から過酷な生存競争に晒さらされる。

　あるものは爪と牙を。

　あるものは毒を。

　あるものは備わった擬態能力を。

　あるものは逃走に特化した脚で己よりすぐれた武器を持つ敵から逃げる。

　そう、あえていうのであれば自然界では鋭するどい爪や強靭な牙さえ最強無比とはいい難い。

　逃げればよいのだ。

　逃げて逃げて逃げまくって最後まで生きていれば、すなわちそれが──勝利なのである。

　捕食者はどれだけすぐれた肉体を持っていても獲物が獲れなければ死ぬ。

　否応なく飢えと死が待ち構えている。

　つまり、人間だけが身体を鍛えることを許された、安楽で恵まれた境遇にあるといっても過言ではない。

　自然界においては身体を鍛えることなどの甘えなどは許されない。技術を培つちかい訓練を行うような余裕のある生物は人間くらいであろう。そのほかの生物は、成長しきった時点ですべて完成されている。よってどのような状況下においても今ある武器だけで勝ち抜かなければならない。今、この手の中にある手札だけで、それがカス札であってもあらゆる知恵を振り絞り不可能を可能に変えて戦わなければ生き残れない。

（オレは姫さんに力を引き出してもらわなければ、とうに死んでいた）

　黒瀬は目の前で大きな顎あごを極限まで開き、牙を剝むく獣けものを見つつ、そう思った。

　ドーピングだといわれようが、こうして黒瀬に術をかけることを阻止しなかった時点で、桑くわ原ばらは生物として三流であるとしかいいようがない。

　黒瀬は生まれついての極道である。物心ついてこの方、喧けん嘩かという喧嘩に負けたことはなかった。体格もさることながら、腕力や反射神経、追い詰められてからの粘り具合、痛みに対する耐久力などどれをとっても自分より上回っている人間などついぞ見たことがなかった。

　──あくまで人間の世界において、であるが。

　桑原は自分に比べれば、背丈も腕っぷしも、度胸もずっと少ない。だが、黒瀬はそれを下に見ているわけではない。種が違う、といえばいいのだろうか。そもそもが極道といっても昭和の時代でもないので腕っぷしが必要なときなど数えるほどしか、いいやむしろことに及んでの器用さや金集めに対する頭のほうが重用される世の中である。

「なあ、桑原。なんだかおかしいぜ。いくら極道ったってよ。こうして立ち合ってゴロ巻くってのも時代遅れで笑えてくるな」

　黒瀬は顎に着いた血を手の甲でこすり取るとニッと笑った。気分はひたすら高揚している。キメラ化した桑原とやり合ったおかげで、身体中のあちこちが痛みまくっているのだが、不思議と悪い気分ではなかった。

　桑原の顔は元の色白で気弱げな部分は消え失せており、すでにただの獣になり果てていた。

「──けど、いいじゃないですか。自分は、黒瀬さんとこうしてステゴロでやりあえて、満足です」

　返事などないと決めつけていたが、獣になった桑原の声は以前と変わらずどこかやさしげでさわやかな風すら纏まとっていた。

「だな。オレらはまったくの時代遅れだ」

「ですね」

　こうして立ち合う前は、桑原が元の姿に戻りたいと懇こん願がんして来るのをどこか心の中で恐れていた。

　だが現実の桑原にはそのような柔弱なものは微み塵じんも残っていない。クリスタル・トリガーによって変異した自分の身体のことは、もう元に戻れないとすでに決着が着いているらしく、甘えも情けなさも影すら見えない。元に戻ろうとは考えていないのだろう。いずれ迫るだろう崩壊と死を受け入れている。黒瀬はその覚悟を美しいとまで感じていた。

「待ってろよ」

　黒瀬はそう断ると屈かがみ込こんで履いていたブーツの紐ひもを解きにかかった。今回のダンジョン探索のため、動きやすい山歩き用のものを購入したのだ。まだ固くしなりのないブーツを脱ぐと分厚い靴下を脱いで素足になった。

「よし」

　このほうがずっと両足を上う手まく扱える。成人して以来、こうして素足で地面を踏ふみしめたことはあっただろうか。黒瀬は背中に龍りゆうの彫り物を背負っているので、海や公共の温泉などは憚はばかられた。ひたひたと爪先に触れる冷たい水が心地よい。

「悪いな」

　黒瀬は足の指を蠢うごめかせると再び向き直って構えた。キメラ化した桑原は三メートルを超えている。体重も三、四百キロはあるだろう。今まで殴り合いにおいてパワー負けしたことはほとんどない。けれど今回は別だ。リリアーヌの秘術で本来以上の力を引き出されているとはいえ、この怪物を前にすれば黒瀬は軽量級だ。

　──だが、正面から打ち合うしかない。

　そもそもが黒瀬は暴力のプロであっても格闘技の達人というわけではない。

　上総の戦い方を見て、それは嫌というほどよくわかった。よくも悪くも自分は常識の範はん疇ちゆうの人間なのだと。上総の戦い方は、それこそ百戦練磨だ。特に刃物の使い方に熟知している手並みはゾッとするほどだった。どうやって刃を入れれば、どのように肉が切れるのかをよく知っている。あれは日常的に殺しを平然と行ってきた人間の扱いようだった。そういう点では黒瀬は上総と段違いに劣る。抗争で人を傷つけたことはある。対立した組員を殺して懲ちよう役えきを喰らった経験も、上総の前では茶番に思える。

（けど、ここでやらなきゃならねぇ）

　理由はどうあれ、自分も、そして目の前の桑原も理解不能なこの世の埒らち外がいから持たされたもので、否応なしに変化させられた。だが、それは能力が向上したということであり、経験においては黒瀬のほうが、やや分があるだろう。

　ならば自分にできることは──。

　桑原と全力を以もつて打ち合うことだけだった。

　自分の中の肉という肉が熱を持ち、身体が燃え上がりそうだ。

　今までまるで嗅かぎ取れなかった汗の臭いが、もわと鼻先を漂った。

　怒りと恐怖と緊張と──そして驚喜の入り混じったものだ。

　発しているのは己か桑原か。

　いいや、どちらでも構わない。

　ハッハッと息が漏もれる荒々しい音が耳障りだ。黒瀬はややあってその呼吸音が自分のものだと気づくと苦笑した。なぜか組事務所で暇ひま潰つぶしに見た往年の黒澤映画を思い出した。モノクロの世界で睨にらみ合う剣客たちの、見ているだけで息が苦しくなるシーンが脳裏で激しく明滅した。

　ジッと睨み合ったまま、ふたりはゆっくりと円を描くようにして回り出す。

　先に仕掛けたのは桑原だった。

　咆ほう哮こうを上げながら両腕を突き出し抱え込むように迫ってくる。

　蹴けり上あげた床石が破裂したかのように後方へ飛び散っていた。

　黒瀬はがりっと奥歯を嚙むと、後ろ足で床を蹴って飛び出した。

「あ、ばか──！」

　紅くれないの絶叫が部屋一杯に広がってゆく。

　知らない。

　自分はこのやり方しか知らないのだ。

「おおおっ」

　自分を鼓こ舞ぶするように高く、高く雄たけびを上げて黒瀬はまっしぐらに突っ込んだ。

　真っ向から行く。

　最初からそう決めていたのだ。

　両腕に満身の力を込めて、鳥が羽ばたくように外側へと跳ね上げる。

　押え込もうとしていた桑原の両腕を同時に弾いた。

　黒瀬は前屈みになったまま、策もなにもなく桑原の鼻面へと頭突きを放った。

　ごぐっ

　と骨が砕くだけるような音が鳴って桑原が濁った声で唸った。

　黒瀬はそのまま右腕を振りかぶると桑原の鳩尾みぞおち目がけて突きを放った。

　が、それを予測していたのか、桑原は分厚いグローブのような手のひらで黒瀬の拳こぶしを受け止めると力任せにぐいと引っ張った。

　勢いを利用された格好になった黒瀬は前傾姿勢に態勢を崩す。

　桑原の拳が情なさけ容よう赦しやなく黒瀬の顔面を襲った。

　雷光が自分の顔面を駆け抜けたような気がする。

　意識を失ってもおかしくない一撃だ。

　現に、力を引き出していなかった黒瀬ならば顔がくしゃりと紙風船のように潰れていてもおかしくはないほどの力が籠こもっていた。

　──が、これくらいでやられるかよ。

　黒瀬は類たぐいまれなる野生の勘と幾多の喧嘩で培った経験で、拳のインパクトの瞬間、素早く顔面を斜めに逸そらしていたのだ。

　真正面の衝突はギリギリ避けた。

　すぐさま桑原の右腕を自分の左手で摑つかむとニッと笑う。拳で覆われ桑原には自分の顔など見えてはいないだろう。それでも黒瀬は笑みをこらえられなかった。

　怒号とともに両脚を床に叩きつけ、たっぷりと力を乗せたアッパーカットを放った。

　インパクトの瞬間、澄み切った骨の鳴る音が響いた。

　黒瀬の拳は知っていた。

　打ち抜いた右腕の先。

　桑原の巨体がそのまま吹っ飛んで頭から倒れる姿が網膜の端に映った。

　だらだらと血が流れて目の前が見にくい。

　ふらふらとする上体を無理やり真まっ直すぐにして両脚を踏ん張った。

「ふ、んっ」

　黒瀬は折れた鼻骨を捻ねじ曲まげて元の位置に戻すと、引っくり返った桑原へとゆっくり歩み寄った。

　桑原はすぐさま起き上がった。

　しかし、今の一撃が相当脳天に来たのか、ふらふらと上体が泳いでいる。

　素足で床を摑んで蹴った。黒瀬は自分の身体に魚雷のイメージを重ね合わせて再び頭から桑原へと突進を仕掛けた。

　ずん、と頭突きが桑原の鳩尾に決まった。

　切ないような桑原の声。

　耳に響いた。

　チャンスである。

　黒瀬は真まっ赤かに血ち濡ぬれた視界の向こうで右みぎ膝ひざを突いた桑原に向かって殴りかかった。

　剛毛が密生した桑原の顔の中で瞳ひとみが妖あやしく輝いた。

　未いまだ死んではいない目だ。

　警戒する間もなく黒瀬は胴に両腕を差し込まれると、そのまま後方へと投げられた。

　受け身を取る間もなく肩から床へと落下する。

　固く重たげな音が響いて白い石片が細かく空に舞った。一瞬息が詰まって激しく咳せき込こんだ。あえぎながらゴロゴロと転がってなるたけ距離を取る。

　同時に頭上から黒い影が落下してきた。さけられない。視点が定まらぬうちに背骨が折れるような強烈な衝撃が襲った。桑原が無防備な黒瀬の背中にニードロップを放ったのだ。

　身体が真っ二つに折れたかと思った。が、黒瀬の身体はリリアーヌの魔術によって強化され思った以上にしぶとかった。

　黒瀬はあろうことかその場に両腕を突いて背中の桑原を弾き飛ばすと、血ち塗まみれの身体を宙に浮かして飛びかかっていた。




「もう、もうこれ以上は──」

　リリアーヌがおろおろとした視線で紅を見た。クリスはリリアーヌと違い、平然とした表情でその場を微動だにせず、漢おとこと漢の戦いを見つめている。

「そう、もうすぐね」

「ならば、早く止めないとっ」

　紅は魔術を使って黒瀬を援護しようとするリリアーヌの腕をそっと摑んだ。

　だめ、とばかりに首を横に振った。

「その必要はないわ」

　リリアーヌがなぜ、とばかりに表情を歪ゆがめて見返してくる。

　紅がチラと傍かたわらのメイドの様子を窺うかがう。クリスは格闘技に精通しているのか、リリアーヌとは違い落ち着き払っていた。

「姫さま。クレナイさまの仰られるとおりで。もうすぐ、あのキメラにかけられた奇跡は消えます」

「──ッ！」

　リリアーヌが口元に手をやって両目を見開いた。

　そうなのだ。紅たちの前でもつれ合っているふたつの肉塊。すなわち黒瀬と桑原の両者は一見拮きつ抗こうしているようであったが、その実は違う。天てん秤びんは黒瀬のほうへと大きく傾いていたのだ。

「リリアーヌ。あなたなら理解できるはずよ。落ち着いて両者の気配を探ってごらんなさい。桑原洋よう治じのともしびはほとんど尽きかけている」

　紅の言葉をすぐさま理解できたのか、リリアーヌは悲痛な表情を露あらわにした。もちろん、彼女が慮おもんぱかっているのは見ず知らずの桑原洋治という男ではない。短くとも行動をともにしていた黒瀬龍の心であった。それは紅にも理解できた。両者には紅たちが窺い知れぬ過去があったのだろう。普通であるならば、極道とはいえただの一般人である黒瀬をここまで連れてなど来ない。けれども紅は黒瀬の胸に吹いている寂しげな風を感じ取ってしまっていた。その風はかつて自分が姉を失ったときに吹いていたものと、ひどく似ていた。紅は息を詰めながら黒瀬と桑原が拳と蹴りとを交換するさまを、熱っぽい瞳でただジッと凝ぎよう視ししていた。




　床を転がりながら戦ううちに、黒瀬は桑原の力がひどく弱まっていることに気づいた。

　こうして互いに拳をぶつけ合うたびに、桑原の身体の一部が剝はがれてゆく。

　互いの口臭を嗅ぎ合う位置にいるため、桑原の力の剝はく落らくは如によ実じつ過ぎるほどわかった。

　特別扱いすることもなかった。

　義務感や怒りはあった。

　けれども自分はそれほど桑原の行動になにかを思っていたのだろうか。

　四し鷹よう会かいのケジメ──。

　それだけの理由でこんな魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする地の底に潜るなど、やはり自分は正気ではないだろう。

　毛むくじゃらの桑原の顔面を鷲わし摑づかみにする。ガチガチと獣の鋭い牙が黒瀬の指を傷つけているが痛みはもう感じなかった。

　体重差はかなりのものであるが黒瀬の気力が桑原を圧倒している。巨木のような桑原の腕を捻じって関節を極めようとするたび、丼どんぶり茶碗ほどもある巨大な拳で側頭部を叩かれた。耳たぶが熱い。激しく出血しているのだ。黒瀬は負けじと桑原の額に右みぎ肘ひじを叩き込んだ。ガツッと固い音が鳴ってなにかが砕けた。

　砕けたのは桑原の意志だった。

「あっあっあっ……」

　殴りつけた獣の瞳から真っ赤な血の涙がぼろぼろと零こぼれ落ちている。

　視点が定まっておらず、口元からはだらだらとよだれが垂れていた。

　ヤク中が禁断症状を起こしたときに、こういった顔をするのを腐るほど見てきた。

　自分が壊されるほうが先だと思っていたが、どこか拍子抜けだった。

　自ら進んで死ぬつもりもないが、競って生きていたいとも思わない。

　これは、そういうやり取りだったはず。

「おか、しい、だろ」

　不思議な術で力を引き出した黒瀬自身もドーピングをしているのである。

　なぜか、うしろめたい気持ちがさざ波のように胸の内に広がっていった。

　ああ、いつだったか。先せん達だつである組員のいいつけが果たせず、ひどくしごかれた桑原を自分でもやり過ぎるというほどに殴ったことがあった。

　ここまでやれば、ほかの組員も盃さかずきをかわしていない追い回しであった桑原を時間をかけてなぶることはできないだろうという判断だった。

　その意が通じていたのだろうか。拳を喰らって壁際に吹っ飛び、額を割った青年の顔はどこか晴れ晴れとしていた。

　桑原、桑原よう──。

　黒瀬はついに身体を入れ替えてキメラ化した桑原を下にすると、喉のどのあたりに腕を入れて裸締めに移行した。

　右腕が喉にかかる。

　左腕を交差させ、あとは絞り上げるだけ。

　骨が軋きしる。

　音が鳴る。

　ふーっふーっという獣の息遣いだけが小さくなってゆく。

　今はそれが悲しい。

　黒瀬はふつふつと身体中に沸き立ついい知れない感情を一気に吐き出すかのように、あらん限りの声で吠ほえた。




　真っ黒で巨大な波は濤とうが押し包むように迫ってくる。

　上総は聖剣を水平に構え直し、握った柄つかに全身全霊の気を込めて振るった。

「らあああっ」

　聖剣ロムスティンの切っ先までが自分の身体の一部であると確信できた。

　ごう

　と大気を割って聖剣の波動が迫り来る大津波を真っ二つに横から両断した。

　これにはとっておきの大海嘯を繰り出したグランバジルオーネも冷静さを保てなくなったのか、水球の上でぐらりとバランスを崩した。

　上総は大津波の衝撃に巻き上げられた車両のタイヤに次々と飛び移ると、ほとんど神業的な体重移動でグランバジルオーネまで迫る。

　ガチン、と歯が打ち鳴らされて上総の形相が鬼のように変貌した。

　振りかぶった右腕。

　聖剣がグランバジルオーネに向かって情け無用とばかりに打ち下ろされる。

「私には通用しないと──！」

　身体を水に変化できる五星将グランバジルオーネはスペックからいえば無敵。

　彼女はどのような敵からの物理攻撃も受けつけないはず。

　そのはずだった。

　彼女は一瞬だけ眉根を寄せると、それからほとんど顔を引ひき攣つらせて刃から身体を仰のけ反ぞらせる。

　だが、遅い。

「ちあああっ」

　雷鳴のように轟とどろく上総の気合一いつ閃せん。

　繰り出された聖剣はグランバジルオーネの左肩を綺き麗れいに、それはもうすっぱりと断ち割った。

　ざあ、と流れ落ちる水に飲み込まれながら上総は落下してゆく。ごぼぼ、と酸素を吐き出しながら水面に浮かび上がると、すぐそばに左肩を押さえて驚きよう愕がくした顔つきのグランバジルオーネがなにかバケモノを見るような目つきでこちらを注視していた。

「どうした。俺は、これこのとおり、無防備だぞ」

「なにを──したの？」

　グランバジルオーネの青いドレスはまるで暴漢に襲われたがごとく、切り裂かれていた。

「斬ったのさ」

「バカな。私の特性は水との合一。あなたの武器がいかに聖剣であろうとも、傷ひとつつけられない。ありえない」

　上総はぷっ、と口に含んだ水を吐き出すと、目の前でゆらゆらと揺れているＳＵＶ車の上に飛び移った。ぶるぶるっと身体を揺すって水を切る。ぐっしょりと濡れたシャツが肌に張りつき悪寒が走る。

「あーちめて……」

「答えなさい。今、なにを、どうやって──」

「物にはな。目ってもんがあるんだよ」

「目、とは──？」

「鉄には鉄、石には石。風には風。火には火。そして水には水の目があらぁ」

「なにを──いっているの？」

　彼女は表情を凍らせて大きな瞳を瞬しばたたかせていた。もはや彼女には先ほどまでの余裕はない。それどころか、このように打ちひしがれて佇たたずんでいるところだけを見れば、ただの可か憐れんで儚はかなげな貴婦人といった具合だった。

「要するにな、ものを割るにはコツがいるってことだ」

　素早く浮かんでいる右手のピックアップトラックに乗り移った。グランバジルオーネが怯おびえにも似た表情で右腕を上げ水を巻き上げる。上総は半身を開いて聖剣を下段に構えると唸りを上げて襲い来る水流を迎え撃った。

　刃の切っ先が触れたと同時に水流が軽やかに弾け飛んだ。グランバジルオーネは長いまつ毛をふるふる震わせながら後方に跳んだ。たたっと水面を蹴って距離を取る。魔術を駆使して水の上を渡るさまはアメンボのようだ。彼女の白く細い爪先が水の上をすべるたびに、小さくかわいらしい小指の爪が上総の目にはやけに鮮明に映った。

「また──！」

「いっただろう。なんにでも目があるって。それに不思議がることはない。俺はね、真っ当な剣術なんて誇れるほどには学ばなかったが、ものの性質を見極めるのには自信があるのさ」

「意味が、わかりません」

　グランバジルオーネは右腕を天に高々と差し上げると上総の聞き取れない速さで術式を構築してゆく。

（高速詠唱──）

「喰らいなさいっ。アクアトルネード！」

　よく通る声でグランバジルオーネは水系の魔術を発動した。

「お、お、お、マジかよ」

　彼女が命じたことによりあたりの水が激しく躍動しはじめる。周辺を湖のように変えていた水が、磁石に吸い寄せられる砂鉄のように、彼女が指差した虚空の一点に集まっていく。

　上総は巻き上げられる水に、都会特有の腐臭と汚濁と人工物の澱おりがないまぜになったようなものを嗅ぎ取り、軽く嘔吐はいた。

　水には清げな部分はすでに一滴も残っていない。黒々としたうず巻きはたちまちのうちに上総の周囲に出現して、激しく荒れ狂った。

「おいおいおいおい。冗談だろ」

「さあ、そこから逃げ出すことができるかしら。勇者カズサ」

　上総は汚濁に揉もまれて鈍く光るトラックの天井部分、わずかなロードレストに片足で立つと、自分が竜巻の中心にいることを確認する。周囲のビルからもぎ取られた鉄くずやコンクリ片、ガラスといったものから、巨大な車両が竜巻の傍若無人な力によって巻き上げられている。

　このまま座したままでは事態は好転しない。それどころか、周囲の竜巻の壁はじりじりと上総を飲み込むために狭まってくる。このままでは暴風の壁によって、ほどなく天へと巻き上げられ上総の生死はそのときこそ覚おぼ束つかないだろう。

　無論、周囲を厚く覆う竜巻にはグランバジルオーネの魔力がこってりとコーティングしてある。突破は困難かと思えた。

「が、やるっきゃないよな」

　上総は狭い足場で不敵に笑うと手にした聖剣を水平に構え荒れ狂う暴風を睨み据えた。




　──そしてひとつの戦いが終結した。

　野獣のような肉の塊がひとつ。

　新宿ダンジョン最下層の床で伸びていたのは黒瀬であった。

　紅たちは驚愕に両目を見開きその場に凍りついていた。

　駆け寄ることができない。治療は許されない。

　なぜならば、冷たい床で寝転がる黒瀬がそれだけはと完全に目で拒否していた。

　終盤の戦いは黒瀬にとって有利に展開していた。

　が、もつれ合ってどろどろに溶け合うような攻防を行っていた両者は、僅きん差さでキメラと化した桑原に軍配が上がったのだ。

　息ができない。

　黒瀬は気分がよかった。

　生まれてこの方、ここまで全力を振り絞ってやり合ったことなどタダの一度もなかった。

　全身は掘くつ削さく機きで揉み込まれたボロ雑巾のようにくたくたになっている。

　頭上のシルエットが左右にふらついている。

　桑原もまた限界を超えていたのだ。

　それがクリスタル・トリガーの反則的な力であるというつもりはない。互いに限界一杯までやったのだ。いうべきこともやるべきことも、黒瀬の中にはもう残っていなかった。

　やれよ、と唇を震わせようとしたとき、それは起こった。

　なんら前兆もなく立っていたはずの桑原から嗚お咽えつのようなものが漏れ出していたのだ。

　──おい、噓うそだろう。

　勝ったのは、おまえだ。おまえなのに。

　黒瀬がもう動かないはずの身体を無理やり起こしかけたとき、桑原が耳をつんざくような甲高い、それは汽笛にも似た咆哮をダンジョン狭しと放った。

　わんわんと、反響した音で耳が、鼓膜が、いや、黒瀬の全身がたわんだり引き攣ったりしていくような錯覚が現れた。

「く、くわばら。桑原ぁ！」

　仰向けからようやくうつ伏せになったとき、崩壊ははじまった。

　桑原は両手で自分の頭を押さえながら、瘧おこりにかかったように全身を細かく震わせている。

　皮ひ膚ふという皮膚、皮という皮、外殻という外殻、キメラ化した桑原を構成する要素が凄まじい勢いで剝落していく。

　黒瀬は焦げたような激しい臭気で鼻面を殴り飛ばされ顔を痙けい攣れんさせた。

　まさしく「壊れる」という言葉が相応ふさわしい形で桑原の身体は崩落した。

　砂のようにサラサラになった細胞の屑へと倒れ込んでゆく。

　黒瀬はコマ送りのように見えた桑原の動きを網膜に焼きつけていた。

「桑原」

　黒瀬をはるかに超えていた異形の巨人の姿はなかった。黒い砂粒の中に倒れている桑原は、黒瀬が見知っていたあの貧弱な青年のものでしかなかった。

　呆ぼう然ぜんとしたまま立ち上がり、そのまま砂の中へとよろよろと膝を突く。黒瀬は無手であるはずの桑原が握っていた白いものに気づき視線を落とした。

　──それは、この状況にはあまりにも不似合いな、古ぼけた貝殻を繋つなぎ合わせた素朴な首飾りであった。




　上総は暴風の中にいた。

　無論、グランバジルオーネが作り出した魔力の風である。

　際限のない凶暴な魔力で構成された竜巻は、駅周辺のありとあらゆるものを巻き込んで天へ天へと跳ね上げていた。

　新宿駅西口ロータリー下で客待ちをしていたはずのタクシーや、配送のために留められていたトラックが高々と舞っている。

　そして、上総が立っている場所も地上ではない。

　そうやって流されていた車両の屋根だ。

　時間はない。

　考える暇もためらう暇もない。

　上総は臍せい下か丹たん田でんに力を溜ためると大きく息を吐き出しながら跳躍した。

　聖剣ロムスティンを天に掲げる。

　いつ、いかなるときも最後に頼れるのは自分の身体と、この剣であった。

　剣の鋭さが、刃の切れ味が、強靭さが、しなう柔軟さが、魔力を伝達する素直さが、そして迷いを断ち切って進めと告げてくれる、その美しさが──。

　目を見る。

　万物とは。

　存在しはじめた際に、もう崩壊がはじまっている。

　唇から鋭く息を吐き出す。

　身体中の毛穴という毛穴から火を噴き出しそうなほど熱い。

　上総は竜巻の根源──目を狙って飛ひ燕えんのように舞い降りた。

　あらゆるものには核がある。

　聖剣ロムスティンはグランバジルオーネが作り出し、そして自身でさえ把握していないだろう核の目にするりとすべり込んだ。

　決して力任せではなく、まるで剣の鞘さやであったかのように切っ先から埋没していく。

　傍から見れば上総は自暴自棄に陥った挙句、なにをどうしていいかわからなくなってうず巻きの中心部に飛び込んでいったとしか思えないだろう。

　果たせるかな。上総の目算通りに聖剣はグランバジルオーネの作り出した魔術をものの見事に打ち破った。

　ぱぁん

　と高らかな音が鳴って竜巻は飛散した。

　上総は流れ着いた立て看板のわずかな足場を蹴って大きく飛翔した。

　ぐるぐると身体を丸めて回転しながらグランバジルオーネへと落下する。聖剣の切っ先は高速回転して一条の鋭い光となった。

「は──！」

　まったくもって油断していたのだろう。グランバジルオーネは右腕をすぱりと斬り落とされながらも、ありえない反射神経で魔術の水流を撃ち出した。

　上総は小お田だ急きゆう百ひやつ貨か店てんの看板に両足で着地すると笑みを浮かべた。

　その表情に恐怖を覚えたのだろうか。グランバジルオーネは残った左腕を高々と上げて周囲の水という水を収しゆう斂れんさせて、虚空に巨大な水の竜を形成した。膨大な魔力と殺意が水の竜に込められている。地上の水が一瞬にして引いて、近場の道に記されていた「都道４１４号線」の文字が浮き上がった。

　ここが勝負の賭けどきである──。

　上総は素早く地上に降りるとグランバジルオーネに背を見せて、すぐ隣のビルを駆けあがった。

　淡いチョコレート色のタイルをまるで重力などないかのようにひた走ってゆく。最上階付近にあるロゴの部分まで到達すると、身体を捻ひねって壁を蹴った。

　グランバジルオーネが水竜を解き放った。ドラゴンの形をした濁流が轟々と唸りを上げて上総に襲いかかる。

　瞬間、上総と水竜が触れ合ったとき、世界が真っ白に変化した。

　上総がカミナリタガメからドロップした電核──。

　最後の最後で恐ろしいほど効果的に威力を発揮した。

　手に持ってかざした雷の元は激しく放電すると竜を伝ってグランバジルオーネを、ほんの刹せつ那な、怯ませることに成功した。

　一瞬の隙だが、それで充分。

　それだけの時間が上総に必殺のモーションを取らせる猶ゆう予よを与えた。

「聖剣技──兵へい鬼き神じん速そく」

　大上段に構えた聖剣を振り下ろす。

　光の波動が真っ直ぐグランバジルオーネに向かって放射される。

　両手に握り締めた聖剣ロムスティンによる必殺の斬ざん撃げきだ。

　グランバジルオーネが使役していた水の竜は粉々に砕け散った。

　斬撃を防ごうとグランバジルオーネが身体の正面で交差させる。

　わずか瞬きの間である。

　上総はグランバジルオーネの背後で聖剣を構えたまま立っていた。

　光の波動による縦の斬撃と超高速移動接近からの横薙なぎ──。

　必殺の十文字斬りが決まった。

　驟しゆう雨うが細かくなって上総を叩いた。

　ぐらりとグランバジルオーネの身体が傾いてゆっくりと倒れてゆく。

「さすが、ね。勇者カズサ──」

　感嘆すら伴った声がグランバジルオーネから漏れた。

　上総の手には激しく輝くダンジョンコアがきつく握り締められていた。

「新宿ダンジョン、攻略だ」

　宙に放られたダンジョンコアにぴしりと亀裂が入り、輝きが失われた。

　グランバジルオーネの身体が真っ青な飛沫となって消える。

　重たげな曇どん天てんの間からあたたかな陽光が差し、新宿駅を照らし出していた。




　新宿の街が落ち着きを取り戻してから数日──。

　上総は秋あき葉は原ばらにあるメイド喫きつ茶さ『グリモワールキングダム』に足を運んでいた。

　しとしとと雨が降りしきる夜である。

　ビルの軒先で安っぽいコンビニ傘を差している姿は、とても先日起こった新宿駅の事件を解決した英雄とは思えなかった。せいぜい、仕事帰りにメイド喫茶に寄って疲れを癒いやそうとするうらぶれたサラリーマンにしか見えない。しばらくそうやっていると地下の階段からカツカツと音を鳴らす靴くつ音おとが聞こえてくる。上総が顔を上げると、クリスに連れられるようにして現れた兎うさぎ島じまりんの姿があった。

　無言のまま向かい合う。クリスは気を遣って声のそれほど届かない階段下へと降りていった。

「久しぶりね」

「ああ、随ずい分ぶんと疲れているみたいだな」

「別に。あたしはどうってことないわ。けど、母さんが、ね」

　上総が心配するのも無理はない。化け粧しようを濃い目にしているのだろうが、りんはあきらかにはじめて会ったときよりも精彩さに欠け、声もどこか力がなかった。

　りんの兄である桑原洋治の死亡通告は機関が手をまわして行政から正式に通達がいったのだろう。上総はクリスからそれとなくりんの様子を聞いていたのだが、紅とともに今回起こった新宿事件の後処理や公開査問を受け続けており、さらには行動まで著しく制限を受けていた。

　桑原洋治の遺体はクリスタル・トリガーの変質を解明すべく表向きは献体として、ほぼ無理やり供出されたが、事実はただのサンプルである。遺骨もない葬そう儀ぎは形だけなのであろう。それを阻止できるほど影響力のない上総は自分が腹立たしかった。

「で、今日はなに？　悪いけど、あたしは気分がすぐれないからすぐにでも上がるけど」

　上総は話術に長たけているわけでもなければ思春期の少女を惹ひきつけるダンディな魅力もなかった。

　無造作に突き出された白っぽい破片をりんが受け取ったとき、上総は進んで行ったくせに思わず目を背けそうになった。

　少女は手のひらに載せられたそれを目にすると、口元をわずかに開けてぶるりと全身を震わせた。

　あ、あ、あ、と。

　途切れ途切れの言葉が激しい嗚咽に代わるのはそう時間はかからなかった。

　黒瀬が桑原から最後に受け取った貝殻の首飾りはときが経たつにつれて崩壊の速度を速め、もはや元がなにか判別できない状態に陥っていた。

「これ、お兄ちゃんと、いっしょに海に行ったとき……」

　りんは大きな瞳からぼろぼろと涙を流しながら、あたしが、と小さくつぶやいた。

　同時に、上総は彼女の部屋で見た写真を思い出した。

　そこには、崩壊する前のどこにでもいる兄妹のありふれた幸福が確かにあった。

　泣き声を聞きつけたクリスが素早く舞い戻ってりんの肩を抱きかかえて顔を歪ませた。

「寂しくなったらいつでも訪ねてくれ。たいしたことは、できないけど、さ」

　そっとＬＩＮＥのＩＤを書いたメモを渡した。りんは目を真っ赤にしてはいたがメモをしっかり受け取った。

　クリスと目が合う。

　上総が無言でうなずくと、クリスはりんを連れて申し訳なさそうな感じで店に戻ってゆく。

　クリスタル・トリガーで破壊された人間はひとりとして元の身体に戻らなかった。それくらいグランバジルオーネが作り出した秘薬の力は現代でも人の手に余るのだ。

　──俺はなにもできなかった。

　上総にできるのは、やはり剣を振るって敵を倒すという対処療法のみである。ひどく後手で、喉を掻きむしりたくなるような激しい掻そう痒よう感かんだけが残った。

「上総……」

　自分を呼ぶ野太い声に顔を上げると歩道のそばに黒ずくめの巨漢が立っていた。黒瀬は真新しい包帯で額と頭を縛りながらうっそりと立っていた。上総は無理やりに笑みを浮かべるとビニール傘を開いて弱々しく首を振った。

「ヤな役目を押しつけちまったな。どうも、ヤクザは門前払いでよ」

「すみません、リュウさん」

　黒瀬は分厚い手のひらを振って胸ポケットからタバコを取り出すと、ゴツいオイルライターで火をつけた。

「リュウでいいぜ、兄弟」

　唇の端でタバコを咥くわえながらぷらぷらと揺らしている。

　この男にはそれがやけに似合い、とてもうらやましくなった。

　上総は黒瀬からタバコを受け取ると見様見真ま似ねで咥えて火をつけた。

　強く吸いつけると強烈な煙が肺にすべり込み激しく咳き込む。

「──コイツはキツイな、リュウよう」

　黒瀬はやわらかな光を目に宿すと上総の肩に腕を回し、強引に歩き出した。

「今晩はとことんつき合えや、な？」

　黒瀬が盃を傾ける手真似をする。

　とことんアナクロだな、と逆に感心した。












　上総は困ったように笑うと手にしたタバコをもう一度咥え、そぼ降る雨の中紫し煙えんをくゆらせた。









あとがき






　こんにちは。さすらいのラノベ作家三み島しま千ち廣ひろです。

　本作は、東京ダンジョンマスター　～社畜勇者（28）は休めない～の二巻目です。

　いやぁ、最近やたら寒くなってきましたね。これ書いてるの十二月なんですよ。冬本番って感じで、どっこもかしこも寒いもんでまいっちゃってます。

　いや、自分、暑いのも苦手なら寒いのも苦手なんですよ。ワガママなんですけど、最近気候の変化が激し過ぎて体調がおかしくなりがちなんです。みなさんも、この時期お腹を出して寝ないようにしてくださいね。

　で、とりあえず二巻の内容に触れておきますと、今回は新しん宿じゆくが舞台になっております。

　前作と同じように、謎のモンスターは出るわ、極道の方は出るわで実に節せつ操そうのないお話になってますが、そこがこのローファンタジーである東京ダンジョンマスターの醍だい醐ご味みというところで、そういった部分も含めてみなさまにお楽しみいただければ幸いです。

　今回も社畜勇者である上かず総さや退たい魔ま巫み女こである紅くれないなど愉ゆ快かいな面々が八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍で混こん沌とんと化した新宿を救うため頑張ります。

　そういえばこの間仕事で東京に行ったんですよ。日本の首都東京に。

　まあ、情けない話ですが、自分は地方在住者なので、すーぐ道に迷ってしまうんですよ。

　仕事で東京を訪れて最初に思うことは、ああ、こんなにもたくさんの人たちが目的をもっていろんな場所に赴いている。それに比べてよそ者の自分は──なんか場違いに思われていないだろうか？　この大都会の異物なんじゃないだろうか？

　はい。気にしすぎですね。

　それにしても都内の道は何度行っても慣れませんね。なんか歩いているだけでわけわかんなくなっちゃう。

　現代人はナビに頼り過ぎなのですね。車を運転していてもナビがないと激しい不安感に苛さいなまれて、わずかも進めなくなる──ま、自分はそこまでは酷ひどくないですが、パッと地図を見てパッと道順を覚えてクールかつスタイリッシュに行動できる男になりたいと思っていますが、どうも生まれつきの方ほう向こう音おん痴ちみたいで中々世の中上う手まくいきませんね。

　次に生まれ変わったときは渡り鳥になりたい。

　そんで、抜群の方向感覚でどこまでも青くて広い大空を羽ばたいてゆくんだ。

　そんなこんなで、今回も担当編集さまやファミ通文庫さまのおかげでこの本を出すことができました。

　感謝しかありません。

　世の中立派な人がたくさんいるのだなぁと、感かん慨がいに耽ふけってしまう今日この頃です。

　それではこんなところで。

　この本を手に取ってくれたすべてのみなさま方に感謝を。


三島　千廣
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近頃、流行りモノで若さを取り戻そうとインスタを始めてみたり洒落たカフェに行ったりするのですが、結局フィギュアやプラモの写真を載せたりカフェでは永遠ソシャゲしたりと根暗が露呈するだけになってます。



















イラスト／荻ｐｏｔｅ

デザイン／AFTERGLOW












電子版　ファミ通文庫




東とう京きようダンジョンマスター2




～新しん宿じゆくでも社しや畜ちく勇ゆう者しや(28)は眠ねむれない～








著　者　三み島しま千ち廣ひろ





[image: ]





2018年1月30日　発行





[image: ]Chihiro Mishima 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『東京ダンジョンマスター2　～新宿でも社畜勇者(28)は眠れない～』

2018年1月30日初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）













item/image/kuchie-002.jpg
A

/
¢ \\,
-

N |

\|
<

2 T
e u |

“ ol A . N
/ x@ﬁ‘:@“ Y
A

\





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p103.jpg





item/image/p063.jpg





item/image/p281.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一章　社畜勇者の再発進



		第二章　クリスタル・トリガー



		第三章　異形の者ども



		第四章　新宿ダンジョン



		第五章　アウトローレクイエム



		あとがき



		プロフィール



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p038.jpg





item/image/p236.jpg





item/image/p005.jpg





item/image/midashi05.jpg
R | AD<O—2JDVHY






item/image/midashi04.jpg
HRETD | HRIT NN






item/image/midashi03.jpg
HRI1 40t | BRRRCS W






item/image/midashi02.jpg
DDIKBRLDR—






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/midashi01.jpg
R | 40 | 3HHENRIS ISR





item/image/p285.jpg





item/image/logo_fb.png





item/image/gaiji-0001.png





